


















































異世界が地球を制圧して100年、

東京に帰ったらエルフの家族ができました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、地球は、己の生み出してきた生物の弱さと、『エルフ』を知る。

　突然現れた惑星が、地球にぶつかった。

　そのタイミング、そしてぶつかった場所は、地球にとって最悪だった。

　最大の軍事力を持つアメリカが大陸ごと潰され、ヨーロッパも衝撃により崩壊。

　ぶつかった二つの惑星は互いに互いを破壊し、だるまのような形のまま、そこで安定した。

　ぶつかって来た惑星には、見たこともないような生物が溢あふれていた。

　そのどれもが、地球上の生物より圧倒的な生命力を持っていた。

　そう、それは正に神話の世界にいるようなモンスターだ。

　神話やファンタジーの世界は、この惑星のことを書いたモノだったのではなかろうかという議論も交わされた。

　人類は侵略者から身を守るため、必死に戦った。

　だが、力の差は歴然だった。

　バズーカよりも強い木の弓矢。

　まだハイハイしか出来ないような赤ん坊ですら、オリンピック金メダリストより身体能力の高い、人間によく似た種族。

　皆一様に容姿端麗、肉付きの少ないすらりとした長身でブロンドの髪と翡ひ翠すい色の瞳。

　そして、『長い耳』を持っていたため、地球の人類は『エルフ』と呼称した。

　奇くしくも、彼ら自身の呼び名も『エル・ファンドラ』であったため、このエルフという呼称は侵略者側も気に入っていた。

　何より、『魔法』の存在。

　隕いん石せきが衝突すれば、一日で地殻津波によって地球は滅ぶだろう。

　ぶつかった側も同じく、生物が生存出来るような環境ではなくなる。

　だが、そうはならなかった。

　それらは全て──『魔法』のおかげである。

　津波、地殻津波、衝撃波。それら全てが魔法によって緩和され、地球側の被害は直接ぶつかって破壊されたアメリカ大陸とヨーロッパだけに止とどまった。海は重なり、混ざり合い、だるまの形になっていた地球の溝を埋めて、ほどなく繭のような楕だ円えんの形になった。

　エルフによって、『地球』は救われたのだ。

　だが、『人類』は──







　少年が、目を細めながら歩いていた。

　ボロボロに破壊された新宿。

　真っ二つに折れて転がる都庁の一部。

　大型の家電量販店から小型の電器店。いくつも集結するファーストフード店たち。

　今はもう、建物がごちゃごちゃに混ざり合っているような状態になっていた。

　地面には砂漠のように粉砕されたビルの欠片かけらが広がり、風が吹く度に舞い上がったコンクリートの粉が、灰色の霧と化す。

　息をするのも苦しくなる、砂さ塵じんの街。暗雲が立ちこめ、昼なのに薄暗い。

　眠らない街は今、あまりのダメージに沈黙していた。

　そんな中、少年は家族とはぐれ、崩壊して廃はい墟きよと化していくビルを見回していた。

　轟ごう音おんが轟とどろく度に耳を塞ぎ、肩が竦すくむ。

　両親の無事を祈りながら、とにかく足を進める。

　道路には潰れた車たち。

　いつもなら整然と並んでいる車が、まるで積み木を高いところからバラバラと落としたかのように……転がっていたり、積み上がっていたり、ひっくり返っていたり。

　世界が終わってしまったかのような状況に恐怖しながら駅へ、駅へ。

　逃げ惑う人々にぶつかりながら、するすると間を抜けて前へ進む。

　この中に家族がいるのか、一人一人の顔を確認している余裕はない。

　ずっと目を開けていられないほどの砂塵。

　走ってきた大人と肩がぶつかり、尻餅をつく。

　次の瞬間──

　一陣の風が吹いた。

　すると、灰色だった世界が真っ赤に染まる。

　ビルも人も霧も、周りにあった全てが、横真っ二つにされていた。

　座り込んでいなければ、少年もまた──

「生き残りがいるのか。なんという強運。──面白い」

　その言葉は、少年には分からなかった。

　だが、噂うわさの『エルフ』であることだけは分かっていた。

「お前のその、『強運』こそ、私が探していたモノだ」

　エルフは手を差し伸べ、少年は震える手でその手を取った。







　その日から、少年はエルフの実験動物となった。

　どこかの誰かの家。きっとどこかのお金持ちが別荘か何かのために建てたであろう大豪邸。

　その豪邸の一室。真四角の広い部屋に、少年は放り込まれた。

　そこには同じような少年少女が沢山いて、自分は一人じゃないんだとホッとした。

　そして、その日からエルフに呼び出されると、少年は地下室で『何か』を口から入れられた。

　それにより全身が燃えるように熱く、体がバラバラに引き裂かれそうな苦痛を、一週間ほど味わい続けた。

　一人、また一人とエルフに呼び出されて、そのほとんどは戻っては来ない。

『何か』に、殺されてしまったんだと少女たちは恐怖した。

　だが、希望は捨ててはいない。きっと警察が、きっと自衛隊が助けに来てくれる。

「明けない夜はない」と誰かが言って、少女たちはそれを信じた。

　少年は、一ヶ月に一回ほど、エルフに呼ばれるようになった。

　ある日は全身が稲妻に撃たれるような苦痛、あるときは空気全てが水になったかのような重苦しさ。

『何か』を体内に入れられるときの苦痛は、毎回違っていた。

　ときには運動と称して外に出されることもあった。

　その『運動』とは、見たこともないバケモノとの『戦い』だった。

　そのとき少年は初めて──『魔導』が使えることを知った。

『何か』を入れられたことにより、『魔導』が使えるようになっていたのだ。

　いつしか体内に入れられた『何か』のせいで、年を取らなくなっていた少年は、少年のまま同じ日々を暮らしていた。

　新たな『何か』を体に宿し、バケモノと戦う。

　みんなと一緒に押し込められていた部屋には、もう少年一人しか残っていない。

　そんな日々を繰り返し、長い長い永えい劫ごうの時の中で──

　ある日、少年の部屋に知らないエルフが訪ねてきた。

「私の名前は『万能のギャルフォード』。もう安心だ。辛つらかったね」

　と、知らないエルフは優しく声を掛け、少年に毛布を掛けた。

「ボクのことは大丈夫です。他の所は、人類はどうなりましたか？」

　そうエルフ語で返した少年に、ギャルフォードは笑顔でこう答える。

「心配いらないよ。ここ以外に、収容所なんか、ないんだ」

　他に収容所がない。つまり、自分と同じような実験を受けた人間はもういない。

　その言葉に、少年は涙した。嬉うれしさではない。悲しさと切なさに涙したのだ。

　家族も友達も、もしかしたら自分と同じ目に遭っていたのではないか、この苦行を乗りきって、今も生きているのではないかと期待していた。

　だが、ここにしか、収容所はない。ここでしか、この人体実験は行っていない。

　そして、少年が知らぬ間に、一〇〇年の時が流れていた。

　つまり──もう家族も友達も、もうこの世にはいないのだ。
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　エルフと人類との戦いが終結して一〇〇年が経たった。

　現在、人類はおよそ一〇〇〇万。

　エルフによって人類は滅亡の危機に瀕ひんしていたが、絶滅寸前となった際に保護され、インドと呼ばれていた場所に自治区を設けられた。

　人類がエルフの言語を覚え対話出来たことが絶滅を免れた理由だ。

　さらに、エルフと人類が交雑することで、強い種が生まれることが判明し、エルフにとって人類に有用性が生まれたことも理由の一つだった。

　それまで人類が住んでいたところは全て、エルフたちが住むようになり、破壊された街は七〇年掛けて復興された。

　そして──今、新宿では──

　五メートルほどの大きさの、黒いドラゴンが飛んでいた。

　その皮膚は鉄のように硬く、ボウリングの球のようにつやつやだった。

　圧倒的な力を持つ知的生命体エルフ。

　そのエルフにも、天敵がいる。

　エルフが立ち入ることの出来ない火山の火口や、毒で充満した洞窟に潜む、エルフ以上の力を持った生物。それが『ドラゴン』だ。

　ドラゴンはエルフを捕食するために、山から街へと飛んでくる。

　それを、エルフたちが退治しようとしていた。

「クオフっ！　そっち回ったよっ！　逃げられちゃうっ！」

　メルフィーは叫んだ。

　身長一七二センチメートルのすらりとした体に、腰まで届く長い髪。長い耳に、翡翠色の瞳。端々まで整った、正に端整な顔立ち。

　と、ここまでは一般的なエルフと同じだが、一つ、他のエルフとは違う特徴があった。

　胸が、大きいのだ。

　エルフに、巨乳や貧乳などという概念はない。皆一律にＣカップ程度の大きさだ。

　しかし、このメルフィーは胸が大きくなるエルフ族。

『ボインエルフ』と呼ばれていた。

「問題ない。捕らえた。『メタル・ナ・ドラゴン』の動きはすでに把握している」

「さっすがクオフ！　物知り～」

「ふっ、伊達だてのメガネはしていないのでね」

　くいっとメガネを押し上げるクオフ。

　メルフィーよりは少し背が低く、銀髪。赤い瞳がメガネの奥に光っている。

　視力と引き替えに高い知力を得た『メガネエルフ』の少女だった。

　双方とも、セーラー服のような制服を着ていて、誰の目にも『学生』であることが一目で分かる。

　そんなエルフたちから逃げようとしていたドラゴンは、ビルとビルの谷間で太い糸に絡まった。

　それは、糸ではなく──

「ナイス太麵っ！」

　麵だった。

　蜘蛛くもの巣が如ごとく、ビルとビルの間に、放射状に張り巡らされた麵。その一本一本はまるで丸太のように太い。

　ドラゴンは翼を上手うまく動かすことが出来ず、さらに麵がドラゴンの体を包み込むように丸まり、完全に動きを止めてしまった。

[image: ]

「よっしょおおおおおおいっ！」

　そこへ、メルフィーが飛びかかる。

　エルフの身体能力は凄すさまじく、一っ飛びでビルを飛び越え、ドラゴンの元へと辿たどり着つく。

　その手には──ハルバートのようなものが握られていた。

　長い槍やりに、斧おののような刃を持つのがハルバートだが、このハルバートの刃は鋭利ではない。スキーの板ぐらいの幅のある刃。

　そう、この刃は相手を切り裂くためにあるのではない。

『こする』ために、この形にしているのだ。

　ドラゴンの鉄のような皮膚に当て、払う。

　ザッ──とマッチの火を点つけるかのように払われたハルバートで、皮膚が剝はがれる。

　いや、『消去』されたのだ。

　これがメルフィーの魔導。

『消しゴム』の魔導だった。

「くっ！　浅かったっ！」

　肉を抉えぐるように攻撃したつもりだったが、皮膚しか削れなかった。

　後悔している暇はない。

　もう一度ハルバートを皮膚に当て、今度はごしごしと擦こする。

「メルフィーっ！」

　クオフの叫び声で、メルフィーは気付いた。

　攻撃の際、攻撃を行っている箇所をじっと見てしまうのが、メルフィーの悪い癖だった。

　ドラゴンの口が大きく開き、メルフィーに向けられていたのだ。

「しまっ──」

　ドラゴンの口から砲丸が如く丸い鉄の塊が発射された。

　カルバリン砲の弾丸のような丸い球が、ジャイロ回転しながらメルフィーに襲いかかったのだ。

　咄とつ嗟さに、メルフィーはその鉄の塊に向けて左手を向ける。

「顕けん現げんせよイレイザーっ！」

　魔導を発動させると、左手の前に、巨大な四角い消しゴムが現れた。

　鉄の塊はその四角い消しゴムにぶつかり、ガードに成功したが──

　消しゴムははじけ飛び、メルフィーは吹っ飛ばされてしまった。

　アスファルトの上に落ち、ゴロゴロと転がり、ビルの壁に激突した。

「大丈夫か？　メルフィー」

　クオフが倒れたメルフィーに駆け寄る。

「いたたたた……死ぬかと思った」

　頭をビルにぶつけたメルフィーは涙目になりながら、ゆっくりと立ち上がる。

「ふむ。メルフィーと私のコンビならば『メタル・ナ・ドラゴン』も狩れると思ったが、やはり荷が重かったようだ」

　メルフィーが立ち上がったのを見て安心したクオフは空を見上げていた。

　そこには、麵の網から抜け出し、飛び去るドラゴンの姿がある。

「あ、逃がしちゃった？　ごめんね。クオフ」

「何、きっと上位の『キサラギ』が狩ってくれているはずだ」

「後を追おう！」

「何？　今やられたばかりなのにか？」

「諦めるのは嫌いなの！　ダメージ与えられたんだから、これは『無理』じゃない！」

　メルフィーは、もう痛みを忘れてしまったのか、にっと笑顔を見せた。

「……ふっ、付き合おう」

　そんな、『諦めの悪い』メルフィーが、クオフは好きだった。

　自分も、そうありたいと思っていたからだ。

　飛び去ったメタル・ナ・ドラゴンを追いかける。

　急がないと、どんどん遠くへ行ってしまう──と思っていた。

　ビルの屋上に飛び乗ったところで、メルフィーは目撃する。

　道路のど真ん中に、ぐったりと力なく翼を広げているメタル・ナ・ドラゴンの姿を。

「あれ？」

　メルフィーは小首を傾かしげて困惑した。

「どうやら、倒せていたみたいだな」

　クオフは冷静に呟つぶやくと、ドラゴンのところへと降りた。

「う、うん」メルフィーは困惑したままクオフの後に続く。

（……致命傷を与えられたとは思えないんだけどな）

　自分が思ったよりも、傷は深かったのだろうか？

　メタル・ナ・ドラゴンは皮膚も肉も筋肉も血管さえも鉄のようになっていて、そうそう出血すらさせることが出来ない。

　メルフィーの消しゴム魔導であれば、ダメージを与えられるという確信はあった。

　現に、皮膚は削ることが出来ていた。

　だが──

「……メルフィー。これを見てくれないか？」

　クオフが指を差したのは、メタル・ナ・ドラゴンの腹部だった。

　そこには、窪くぼみがある。

　まるで、固まる前のセメントに拳を押し付けたかのような、窪み。

　メルフィーがその窪みを指でなぞってみると──

「うきゃっ！」

　全身を、びりびりと電撃が駆け巡った。

「だ、大丈夫かっ！」

「う、うん……」

　逆立った髪の毛を手で押さえつけるメルフィー。

「帯電しているようだな。……つまり」

　メガネをくいっと指で上げ、クオフが怪け訝げんな顔を見せる。

「……このメタル・ナ・ドラゴンは、電気で倒された。それも、とんでもない電力で」

　メルフィーは未いまだ痺しびれが残る手をぎゅっと握り締める。

「魔導だろうか？」

「どうだろう。ありえなくはないけど……ねぇ？」

「ああ。まさか、まだいるのか？　自然を操れる、『元素オリジン』の魔導師が」

　メルフィーとクオフは苦笑いのままそこで沈黙した。

　この世の全てのモノには『精霊』がいて、その精霊を体内に入れることで魔導を扱うことが出来る。

　メルフィーの中には『消しゴムの精霊』がいて、クオフの中には『麵の精霊』がいる。

『元素オリジン』の魔導師。それは、純血のエルフの中でもほんの一握りしか扱うことが出来ない魔導を操る者。

　炎、風、土、水などといった精霊はあまりに強力なため、純血のエルフのトップ陣、王族たちが独占している。

　もしこのメタル・ナ・ドラゴンが電気のような元素オリジンの魔導で倒されたなら、王族クラスのエルフがいたことになる。

　こんな、『人類がいた都市』にエルフの王族が来るなんて普段ならばあり得ない。

　そんなことを口に出さず、頭の中だけで考えていたメルフィーとクオフ。

「…………あっ！」

　沈黙を破ったのは、メルフィーだった。

「どうかしたのか？」

　その「あっ」はとても切羽詰まっていたので、クオフが怪訝な表情のまま問う。

「今日から、うちに留学生が来んの！」

「ほう」

　メルフィーは腕時計を確認し、顔を青くする。

「マズイ！　あと二〇分で来ちゃう！」

　ジョギングの途中で信号待ちをしているかのように、その場で足を動かし始めるメルフィー。

「その留学生が『二〇分前行動』を提唱していれば、もう間に合わないな」

　そんな慌てているメルフィーを滑稽に思い、クオフはふっと鼻で笑った。

「じゃ！　報告、任した！　手柄は六、四でクオフでいいから！」

　メルフィーは走り出しながら、軽く右手を挙げてクオフに現場を託した。

「私としては五、五のつもりだったが、有り難く」

「ええ！　じゃあ五、五で！」

「はは、ほら早く留学生を迎える準備をしに行きたまえよ」

「ごめん！」

　メルフィーは一言謝りを入れると、その場から消えた。

　エルフが全力で走れば、その場から消えるように見えるのだ。







　独りの少年が新宿の駅から西口に出てきた。

　黒い髪に黒い瞳。一五五センチメートルほどの身長と、この時点でエルフではないことが誰の目にも明らかだった。

　名前は『ソウタ』。

　一見すると小学生に見える、幼さの残った顔立ちの少年だった。

「変わってないな……何にも……」

　しみじみと、ソウタはアスファルトを踏みしめる。

　この街に来たのは実に一〇〇年ぶり。

　にも拘かかわらず、何もかもが変わっていない。

　新宿駅から西へ、都庁、中央公園。

　都庁のビルも家電量販店といった建物も全てあのときのまま。

　エルフほど保守的な種族はいない。

　そもそも彼らは数百万年という月日の中で、全く文明を進化させてこなかった。

　魔導という絶対的な力を持ち得ていたせいかもしれないが、元々は森の中に住み、木の上に木の家を建てる。必要以上に文明を発展させようという革新的なエルフはほとんどいなかった。

　中には人間にも魔導が使えるのか実験するような酔狂なエルフもいたが、個人の研究はあくまで個人の研究。その研究結果に、保守的なエルフたちは何の興味もない。

　そんなエルフたちがこの地球という星を制圧したあと、写真などを元に再現した。

　元の街並みに戻したのだ。

　恐らく、この先この星が滅ぶまで、このままなのだろう。

　エルフが、エルフである限り。

　あの頃と違う点はいくつか存在する。

　街路樹の広葉樹は、今まで見たことのない木々。

　サクラが満開になっているかのように見える、鮮やかなピンク色の葉をした木々だった。

　エルフたちが、自分たちの国から持って来て植えたモノ。

　植物のほとんどは絶滅してしまい、今はもう地球の原生林はない。

　そしてもう一つ、あの頃と違うのは、移動手段。

　エルフからすれば、車やバイクなんてモノは遅すぎる。

　使われるのは専ら自転車。電車や飛行機、船は今も活用しているが、車は使わない。

　しかしながら、歩道と車道はガードレールで仕切られているままだ。

　エルフの漕こぐ自転車は、時速六〇〇キロメートルを軽く超えるからだ。

「ちょっと前より育ってるかな？」

　ソウタが以前より少し伸びて高くなっているように感じる都庁を見上げながら中央公園を歩いていると──

　背後から気配がした。

　それは、背筋が寒くなるような殺気と、身を焦がすほどの野性。

　咄とつ嗟さに横へ飛びながら振り返り、気配の正体を探ろうとしたら──

　右腕をがぶりと嚙かみつかれた。

　そしてそのまま空へと舞い上がっていく。

　音も無く背後からやってきて、右腕を奪い去ったのだ。

「あっ」という小さな声が出た。

　肘から先を食いちぎられたことに対してではない。

　不覚を取ったことに声が出た。

　ソウタは鉄色のドラゴンを見上げていた。

　その切り取られた右腕からは、血が流れていなかった。雪のように白い粒子が、切断面からふわふわとこぼれ落ち、地面に落ちる前に空気に溶けていく。

　空に急上昇したドラゴンはくるりと旋回して、またソウタを狙う。

　さっきは躱かわされたが、今度こそ体を食らってやるという決意が目に宿っていた。

　そんなドラゴンに物もの怖おじせず、ソウタはじっと立ったままだった。

　ドラゴンは大きく口を開けて、ソウタに食らいつこうとしたが──

「我が左手より──疾走はしれ雷らい霆ていっ！」

　ソウタはふっと消えるような速度で懐に潜り込み、残った左腕で腹へ一撃を加える。

　次の瞬間、辺りがまばゆい光に包まれた。

　バリバリとドラゴンの体に電撃が走る。

「飛んでくるハエを殺す趣味はないけど……腕は、困るんで」

　ぐったりと車道に横たわるドラゴンの口を開けて、中に左腕を突っ込んだ。

　引きずり出した右腕を傷口へ、切断面をぴったり合わせる。

　そのまま、何事もなかったように腕を押さえながら歩き出す。

「早めに出てきて良かった」

　ソウタはびりっと電気を発する左手を見ながら呟いた。

　新宿の街並みを見たかったから、約束の時間よりも少し余裕を持ってここへやってきていた。

　電撃を放ったことにより、ソウタの体も帯電している。

　それを放電するまで少し中央公園で休んだあと、中野坂上の方面へ歩いて行くと、目的地に到着する。

　二階建ての、ごく普通の一軒家。

　家の前に立ち、ソウタは唇を震わせた。

　思いが、錯さく綜そうする。

　玄関の前で二分ほど家を眺めたあと、呼び鈴を押そうとしたら──

　ばりっ──と指先から全身へ電気が走った。

「おっと、まだ電気が抜けきってなかったか」

　静電気の数百倍の痛みに顔を歪ゆがませながら、逆立ってしまった髪の毛を撫なでつけたあと、壁に手をやって電気を逃がしながら、改めて呼び鈴を押す。

　ピーンポーン。

　その音ですら、感慨深い。

　久しぶりに聞いたその音が、体に浸透していくようだった。

　…………………………返事は、ない。

　もう一度、呼び鈴を押す。

　ピーンポーン。

　…………………………返事は──

『はいはいっ！　はーいっ！』

　元気な声が、インターホンから聞こえてきた。

「あ、あのー今日からここでお世話になります。ソウタと言う者ですが」

『あっ！　はーい！　ちょっと待っててねっ！』

　言われた通り待っている間に、食いちぎられていた右腕は元通り繫つながって、何事もなかったように傷口も消えていた。

「綺き麗れいに千切ってくれてれば、もっと早く繫がったのにな」

　とソウタがドラゴンに対してぼやいていると──

　どたどたと足音が聞こえたあと、がちゃっと玄関の戸が開く。

　そこにいたのは、キラキラと輝く美しい金髪の少女。

　ソウタは、その美しい顔よりも、その大きなおっぱいに目を奪われていた。

（なんていう……大きさ）

　推定目測Ｇカップ。

　決して大きすぎる感じがしないのは、長身で手足がすらりと長いせいだろうか。

　ソウタは、ぽーっと顔が熱くなる。

　少女は、バスタオル一枚巻いただけの状態だったからだ。

　髪がキラキラと輝いているのは、シャワーで濡ぬれていたからだろう。

「あ、あの……」

　ソウタは顔を真っ赤に染めて、用意していた挨拶がぽーんと頭から吹っ飛んでいた。

「ハローっ！　ウェルカムウェルカム、ウエルカム～」

　ラミパスラミパスルルルルルーのリズムで嬉うれしそうに言う。

「え、エルフ語で大丈夫です」

「あ、そっか！　さっきちゃんとエルフ語だったもんね！　へえー、いやあ、エルフ語上手だねぇ！　改めてようこそっ！　ソウタ！」

　すっと握手を求める少女に、ソウタはそっぽ向いた。

「あ、はい」（なんてテンションの高いエルフなんだろう）

「あれ？　あ、ごめんね。ちょっとシャワー浴びててさ」

　握手を拒まれ、視線も合わせないソウタに戸惑ったが、その理由が、手がびちょびちょだったからだと気付いた。

　本当は、まだ体に電気が流れているのを知られたくなかったからだったが、そんなことを少女は知る由もない。

　タオルで胸の谷間を隠そうとするが、その際にはらっとタオルがはだけてしまった。

「あっ」

「あっ」

　同時に、同じような声を出した。

　タオルの巻き始めの部分と巻き終わりの部分を一緒に摘まむように、重なったところを手に取ればこんなことにはならなかったろう。

　巻き終わりの部分だけを上げてしまったもんだから、巻き始めの部分がはらりと落ちて、右半身が丸見えに。

　その美しくも大きな乳房。色素の薄い乳首。くびれた腰から、むっちりとした太ももまでが露あらわになる。

「おおっ」ソウタは赤面して、くるりと背中を向けた。

「……ご、ごめん！」謝ったのは、少女の方だった。

「見てませんから、大丈夫です」

　ソウタは噓うそを吐ついた。ほんの一瞬であったが、その素晴らしい肉体美は脳裏に焼き付いている。

　エルフという種族は、その全てが容姿端麗。

　どきどきするほどの、綺麗さだった。

「いやあ面目ない。はしたない姿をお見せしちゃって」

　少女にとって、この肉体は恥じるべきモノだという認識だった。

　エルフ族はみな細身で、いわゆる『巨乳』はいない。

　胸が大きいことは、エルフからすれば『デブ』扱いになってしまうのだ。

　そんな、『デブ』の裸を、醜態をさらしてしまったことを、メルフィーは申し訳ないと思った。

「いえ、その……いえ……」

　ソウタは、そんな事情を知らず、ただ狼狽うろたえていた。

　いいおっぱいですね。などと、初対面の女子に言える訳がない。

　もし、巨乳であることが醜悪だと少女が思っていると知っていれば、フォローの言葉を言っただろう。

「は、入って」

　気まずい空気の中、苦笑いで家の中へと促す。

「お邪魔します」

　そそくさとソウタは下を向きながら中へ足を踏み入れた。

　靴を脱ぎ、入ってすぐの扉を開けて、リビングへ。

　驚いた。

（何もかも……あのときのままだ……色あせることもなく……あのときの……）

　目から、涙が溢あふれてきた。

　そう、ここは元々、ソウタの家だった。

　あの頃のテーブル。あの頃のカーペット。

　あの頃の椅子、あの頃の扇風機、あの頃のキッチン。

　あの頃の本棚、あの頃の棚、あの頃のテレビ。

　一〇〇年という時が経たっているとは思えない。ほんの一日や二日、旅行にでも行って帰ってきたかのように、埃ほこりすら目につかなかった。

「ただいま」

　思わず、声に出ていた。

「ん？　今の何？　なんて言ったの？」

　きょとんと大きな目を向けて、エルフが問う。

　それは『日本語』だったため、エルフはよく聞き取れなかった。

「あ、いえ。ただの独り言です」

　ソウタは荷物をリビングの端にどさっと下ろし、しみじみと辺りを見回していた。

　この家は、この家の本当の持ち主は、あなたではない。

　そんなこと、言う気はなかった。

　ソウタの目的は、この家を奪還することではない。

「じゃあ、お風呂の続き、入っちゃうね」

「はい。ごゆっくりどうぞ」

「うん。ソウタも、ゆっくりしててね」

「はい」

　リビングを抜けた先に浴室があり、エルフの少女は裸足はだしでカーペットの上を進んでいった。

　脱衣所に入っていったのを目の端で捉えながら、ソウタが椅子にちょこんと座っていると──ひょっこりと顔だけ出してこう言った。

「そうそう。私、メルフィー。よろしく！」

　にっ、と笑顔でそう名乗ると、メルフィーは返事を待たず戸を閉めた。

「ど、どうも……」

　一応ソウタはお辞儀をして、背もたれに体を預けた。

　一〇〇年前とは、景色が少し違っていた。

　あの頃より、背が伸びたせいだろう。

　……ここに一人で座るのは、初めてだからだろう。

　しみじみと、シャワーの音以外には無音の部屋で思いを馳はせていると、すぐに時間は過ぎていく。

　一〇分ほどで、メルフィーが脱衣所から出てきた。

　大きめのＴシャツを、ワンピースのように着ていた。

　肩口は少し右にずれて、袖は肘のところまで。裾は太ももの付け根を少し過ぎたところにあった。

（な、なんてエロさっっっ……エロさが爆発しているっ！）

　衝撃的だった。

　うっすらと襟から覗のぞく胸の谷間から、目が離せない。
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　メルフィーが脱衣所を出てきてから椅子に座るまでに、三度、ツバを飲み込んだ。

　メルフィーはソウタと対面するように椅子に腰掛けると、ぺこりと一つ頭を下げる。

「いやあ、面目ない。お恥ずかしい姿ですいませんでしたー」

　あたたたたたーとおでこをべしっと叩たたき、メルフィーははにかんだ。

「いえいえ。そんなことはないですよー」

　今の格好も十分恥ずかしい姿ではないか？　という疑問はぶつけられなかった。

　服を着ていれば、エロくない。とメルフィーは思っているのだろう。

　それを、「裸よりエロいわっ！」などとツッコめるほど、まだ親しくない。

「この時間に来るって聞いてはいたんだけど、キサラギの仕事のあとでねー。ちょいとシャワー浴びるつもりだったんだけど、ちょうどのタイミングになっちゃったねー」

「……はあ」

　ソウタはこれから一緒に暮らす相手に対して、何か会話をしなければと思いつつも、何も言えなかった。

「あ、キサラギって言うのはね！」

「あのー、害獣とかを駆除するハンターですよね」

「そうそうそうそう！　エルフを食べようとするドラゴンがもう毎日やってくるの。それを退治するのが、キサラギ。『新宿のイレイザー』って言えば結構有名なんだよ。私」

「ここに住む以上、この街を守ってるキサラギであるメルフィーさんのことは一応インターネットで調べて来ました」

「そう？　えへへー。なんだか照れ臭いけど嬉しいな。なんて載ってた？」

「新宿のイレイザー、メルフィーは新宿タウンをたった独りで防衛する、強きキサラギである──って感じで」

「いやあ、照れますなぁ」

「なんで、独りでやるんです？　自分より強いモンスターが現れたら大変でしょうに」

「ふっふっふ。この国の、現地の言葉で、こういうのがあるの──『職務タイマン』。仕事と言うモノは、独りでこなして始めて、職務を任せられる資格を得るという意味ね」

「……………………なるほど」

　ソウタは訂正しなかった。

　タイマンは『一対一で勝負つけたろかい！』の方じゃなくて、『怠慢』だから、その意味はおかしいよ、などと言うのは無粋と感じた。

「と言いつつ、実は強いのが来たら、知り合いに手伝って貰もらったりするんだよね。今日もさ。メタル・ナ・ドラゴンなんて三本指のドラゴンが来てさ。独りじゃあ無理だから『池袋のラーメン王』に協力して貰ってね」

「……なんだか、美味おいしそうな二つ名のキサラギさんですね」

「あ、そうだ。なんでキサラギって言うかは知ってる？」

「いえ、それは聞いたことがないです」

「現地の言葉でね。狩猟者を意味するんだって！」

「……ボクの記憶では、そういう意味じゃなかったような気がするんですけどねぇ」

　ソウタは、ついぽろっと口に出してしまっていた。

　キサラギと言えば、如月。二月のことを指す言葉か、あるいは更衣着。寒いから更に衣を羽織っちゃおうかな、という意味しか思いつかない。

　先ほどの職務タイマンとは違い、どうして狩猟者なんていう意味になってしまったのか、不思議に思いすぎて、口に出してしまったのだ。

「え！　あ、もしかして！　ソウタって！　現地の人類の末まつ裔えいなの！　日本人っ？」

　テーブルをばんと両手で突いて、ぐいっと顔を近づけてくる。

　その目は、驚きと羨望に充みち満ちていた。

　まるで、初めてニンジャを見たときのように。

　まるで、初めて恐竜でも見た少年のように。

「ええ、まあ」

　メルフィーの可愛かわいらしい顔が近づいてきて、ソウタはまた顔を赤く染めた。

　その大きな瞳や、魅力的な唇よりも、ぱっくり開いた服の中に見えるおっぱいに、顔を赤くしたのだ。

「凄すごいっ！　初めて見た！　なるほどねぇ。だからこの街に留学したくなったんだねぇ」

　顔を真っ赤にして俯うつむくソウタを見て、メルフィーは興奮を抑えて椅子に座りなおす。

「そういうことです」

　ソウタは、エルフ文化を学ぶために来た留学生。

　この街にしたのも、この家にしたのも、全部ソウタ自身の意思だ。

「キサラギってのはね、んっと、なんか凄い強いモンスターのことを、現地の言葉で『鬼』って言うらしいんだけど、この『鬼』って、『キ』とも呼ぶらしいの」

「ああ、はい。そうですね」

「そしてその鬼を退治する、『鬼より更に強い鬼』のことを『鬼キ更サラ鬼ギ』と読んだらしいの」

「……へえー」

　初耳だった。ソウタはふむふむと頷うなずいたあと、ピタリと止まる。

　初耳だったが、似たような話を思い出したのだ。

「格好良いでしょ！　私ね、この国の言葉が好きになっちゃって、この地に住もうって決めたんだー」

「マタギ」ソウタは申し訳なさそうにぼそりと呟つぶやく。

「ん？」

「多分、それ本当は『又鬼』だったんじゃないですかね？　鬼より又強しみたいな」

「…………ええー。………………だっすぅ」

　だっせぇ……と言いそうになったのを、メルフィーは手で塞いだが、少し漏れてしまっていた。

「いえ！　その！　ボク自身適当に言ってるだけなんで！　多分気のせいだと思います！　キサラギって言葉もあるんで、ボクが間違えていたのかなーなんて！　なんて！」

「そ、そうだよね！　きっと気のせいだよ！」

　慌ててフォローしつつも、ソウタは悲しかった。

　たったの一〇〇年で、日本語が誤って伝わってしまっていることに。

　だが、言葉は絶えず変わっていくモノ。

　新しいが『あらたしい』から『あたらしい』になるのに、一〇〇年もいらない。

　爆笑や潮時などといった誤用した例が定着するのに、一〇〇年もいらない。

　独どく擅せん場じようが独どく壇だん場じようになるのに、一〇〇年もいらない。

　それを指摘する者がいないから。

　それを指摘する者がいたとしても、訂正されずに言葉は続いていくことが多い。

　壁ドンの意味が変化するのに、一〇〇年もいらないのだ。

　地球の文明は一〇〇年前に一度滅んでいる。

　エルフ語に翻訳する際に、色々言葉が変わってしまったのだろう。

　口が広いという意味のワイドをホワイトと間違えて、シロサイになってしまったように。

　そして、今更ホワイトライノセラスをワイドライノセラスに戻せないように、キサラギはマタギという表記になることはないだろう。

「ソウタもやる？　キサラギの仕事」

「いえ、ボクは……やめときます」

「……そっか。そうだよね。──確か、人類って精霊入れられないから魔導使えないんだよね？　ごめん」

「あ、あははは……はい」

　魔導とは、精霊の力を使い、行うモノで、エルフは生まれたときに、体内に精霊を宿す。

　宿した精霊の力を使って、魔導を使うのだ。

　そのため、宿した精霊によって、使える魔導が違う。

　人間は、精霊を宿していないため、魔導が使えない。だが、ソウタは……

「他にはなんて？」

「え？」

「私のこと、なんて書いてあった？」

「確か、胸が大きくなってしまう代わりに強大な腕力を手に入れた『ボインエルフ』で…………」

　ちらり、とメルフィーの胸を眺める。

　Ｇ、いや、Ｈカップはあるだろうか。

　大きめのＴシャツをだぼっと着ていても、その大きさは分かる。

　ふと、ソウタはあることに気付き、目を丸くした。

（まさか……そうなのか！　まさか……）

　震える手で口元を押さえた。

　鼻をきゅっと摘まむ。

　鼻血が出ているかと思ったからだ。

　大丈夫。出ていない。

「どうかした？」

　きょとんとした表情で小首を傾かしげるメルフィー。

「いえ……まあ……」

　メルフィーは、大きめのＴシャツを着ている。

　襟元も大きく、右肩が少し見えてしまっている。

　そこに、ないのだ。

　あるはずの、ラインが。

　そう──メルフィーは、ノーブラだった。

（エルフの社会には……ないのかっ！　ブラジャーがっ！　継承されていないのかっ！　ブラジャーの文化がっ！）

　ソウタは戦慄すると共に、満面の笑みを浮かべた。

　変に伝わってしまった文化に落胆もしたが、歓喜することもあるのだと知った。

「えっと、確か『デカイ。とにかくデカイ』と書いてありましたね」

　ごほんごほんと咳せき払ばらいで言葉に詰まったことを誤魔化し、記憶を頼りに続きを話す。

　だが、その言葉は、まるで自分に言い聞かせているかのようで、ソウタの頭の中で、目の前にある見事な『とにかくデカイ』モノが飛び交っていた。

「それってさ……私のキサラギとしての強さの批評じゃないよね？」

　メルフィーは目を細めて、むっとした表情を見せた。

「ですね」

　ソウタは申し訳なさそうに笑顔を返す。

「他には？」

「……特には、なかった気がします」

　ソウタは、それ以外のことも覚えていたが、どうやらメルフィーは胸が大きいということを騒がれるのが嫌いなようだ。

　誰もが、言って欲しくない、触れて欲しくないモノがある。

　初対面でそれをしてしまうのは、最悪だ。それが、これから一緒に住むことになる異性ならば、さらに。




　メルフィーは、おっぱいに触れて欲しくない。




　出会った時から、その素敵な巨乳に目と心を奪われてきたが、それを言葉にしなくて本当に良かった。おっぱいに触れなくて良かったと、愁眉を開いた。

「……」がたっ。

　椅子から立ち上がり、メルフィーは歩き出す。

「あの、どこへ？」

「……確認する」

　早足に居間を出ていき、階段を上っていく。

「や、やめた方がいいと思います！　えっとあのっ！」

　ソウタは慌ててその後を追った。

　二階には階段をはさんで左右に二つずつ、計四つの部屋があった。

　その内の一つへ、メルフィーはノックもなしに入っていく。

　薄暗い六畳間だった。

　そこは、元々、ソウタの部屋だったところ。

　だが、ソウタは中に入るのを躊躇ためらった。

　居間とは違い、インテリアが変わっている。

　カーテンの色やカーペットはそのままだったが、照明や机などはおしゃれなモノになっていた。

　それはまるで、女子の部屋。

　布団が一つ敷いてあり、そこに独りのエルフが寝そべっていた。

　パーカーのように前をファスナーで留める、もこもこのパジャマにピンクと白のしましまパンツ一枚という格好の少女。

　電気は点ついておらず、光は地面に置いてあるパソコンモニターから漏れる灯あかりのみだ。

「ノリノっ！　インターネット貸してっ！」

「えっと……インターネットというか、パソコンね」

「それ！」

　メルフィーはソウタに少女のことを紹介もせず、四よつん這ばいになり布団に侵入していく。

　よくあることなのか、ノリノと呼ばれたエルフはごろんと横に転がって、布団の中心を空けた。

　そして立ち上がったところで、部屋の入り口に立っていたソウタの存在に気付く。

「あ」

「どうも、こんにちは……えっと……今日からお世話になります。ソウタって言います」

　ソウタが顔を横に向けたままぺこりとお辞儀したのを見て、ノリノははっと気付き、パーカーの裾をぎゅっと引っ張り、パンツを隠しながらお辞儀をした。

「ノリノ……えっと……よろ」

「よ、よろです」

　ソウタももう一度ぺこりとお辞儀をする。

　ノリノはソウタとほぼ同じ身長で、ギリギリ、ソウタの方が上だった。

　その顔はメルフィーに比べ、大分幼い。

　しかし、そのおっぱいは、メルフィーと同じ大きさだった。

　即すなわち、ノリノもまた『ボインエルフ』なのだ。

「この街は色々複雑だから、えっと……分からないことがあったら、頼っていい」

「ありがとう。でも、大丈夫です。この街に来たのは──初めてじゃないんで。勝手は分かっているつもりです」

「そう」

「でも、エルフの社会はあんまり知らないんで、気になったら聞きます」

「……えっと、その割には、エルフ語上手うまいね」

「エルフ語だけは、ですね」

「……えっと……色々あったんだっけ」

「あ、聞いてます？」

「ギャル兄から、それなりに」

　ノリノもメルフィーも、ソウタのことは『万能のギャルフォード』から聞かされていた。

　一〇〇年前に変態エルフに捕らえられたこと、何かしらの人体実験をさせられ続けたこと、ソウタだけがその人体実験に耐え抜き、ギャルフォードに解放されたこと。

　そして、その人体実験は、一〇〇年の間、絶えず続けられていたこと。

　世間知らずなのも当然、エルフ語だけが達者になって当然。

　どれだけの苦痛があったのだろうか。どれだけの悔しさがあっただろうか。

　それを問いただすことは、ノリノには出来なかった。




　せめてこれからの人生は、過去の人生とは違うモノにしてあげよう。




　メルフィーがハイテンションで出迎えたのはこの理念からだった。

「む、胸のことしか書いていない……キサラギの情報がすぐになくなって……胸肉の話で埋められてる……」

　メルフィーは愕がく然ぜんとした。

　普段どういう評価を受けているか、どういう批評があるかをネットで確認したりはしないメルフィーだったが、いざこうして見てみると、落ち込むようなことしか書かれていない。

　それはボインエルフの宿命。

　ボイン差別である。

「うぐぐぐぅ……ランキングが三九七一位まで下がってるぅ」

　エルフには、向上心や探究心というモノが欠落している。

　そのせいで、文明文化は進歩せず、何百年何千年と同じことをし続けて生活する。

　地球という文明を吸収しても、それ以上進化させようとはしなかった。

　だが、エルフの生活を脅かすドラゴンへの対抗策であるキサラギには、向上心が必要であると、ランキングが設けられている。

　正義感だけでドラゴンと戦おうというエルフは多くない。

　やる気や目標を与えることで、キサラギというシステムを維持している。

　純粋に功績だけを元にしたランキングで、強いからと仕事をしていないエルフはどんどんランキングが落ちていくし、弱くてもこつこつドラゴンを狩っていくキサラギは評価される。そしてメルフィーは後者だったのだが──

「三九七一位ってのがどのぐらいなのかちょっと分からないですけど」

「えっと……学生で五〇〇〇位以内ってだけで十分凄すごい」

　ノリノは眠そうな声で答えた。

「そうなんですね」

　ソウタは質問をしつつも、さほど興味を示している感じではなかった。

　とにかく、何かしらの話を続けようと必死だった。

「『足立区のイレイザー』に負けたくないの！」

「足立区にも『イレイザー』がいるんですか」

「しかも向こうは上位互換」

　ノリノがぼそりと呟つぶやいた。

「一概には言えないからねっ！　私は武器に出来るものっ！　あっちは物質化出来ないからっ！」

「どういう違いがあるんですか？」

「足立区のイレイザーは、消したいモノに触れるだけで『消去』出来る。メルフィーは物体を出して、その物体で擦こすったときに『消去』出来る」

「なるほど」

　ソウタはイレイザーの意味をやっと理解した。

　擦ったときに消去出来る。つまり、メルフィーの魔導は『消しゴム』で、キサラギの二つ名は魔導によって付けられるのだと。

「なんでよー。頑張ってドラゴン倒したのに……あ、そうだクオフは？　──三五〇二位！　めっちゃ上がってるじゃない！　私より下だったのに……」

「えっと……池袋のラーメン王だよね？　さっきメタル・ナ・ドラゴンを独りで倒したとかってニュースがあったけど」

　ノリノが四つん這いになってメルフィーの横へいくと、マウスをくりくりと動かしてニュース記事を捜し出す。

「ええ！　……報告しといてって丸投げしたのは私も悪いと思うけど……手柄を全部独り占めするなんて」

　先ほどの共同戦線を、全て独りの手柄にされてしまっている。

　五対五の手柄で報告するって話をした気がするのに──

「ヒドい方ですね」

「……そういうこと、する子じゃないんだけどな。受け取る側に手違いがあったのかな」

　それでもメルフィーは、メガネエルフのクオフを信じていた。

　ついでに、別のニュース記事をチェックしていると、メルフィーの手が止まる。

「また……純血エルフが殺されたんだ」

　そこにあったのは、殺害事件の記事だった。

「……えっと、また？」

　ノリノも寂しそうな声で言う。

「……確実に同一犯よね」

　メルフィーは正座してアゴに手をやり、むー、と唸うなる。

「えっと……お兄ちゃん、大丈夫かな？」

「……大丈夫……だとは思うけど」

「何の話です？」

　深刻そうな話題だったので会話に入るのを躊躇っていたが、気になったのでソウタが質問する。

「あー、この家には、もう独りエルフがいるんだけどね。種違いのお兄ちゃんで『純血』のエルフなんだよ」

「ギャルフォードさんですよね？　知っています。そちらの方じゃなくて……」

「え？　あー事件の方ね。純血のエルフだけが、今年に入って五回も殺害されてるの。初めての殺しは今年の一月。二回目はその事件から三ヶ月後、三回目は二週間後、四回目は一週間後、そして今回の五回目は三日後……」

「周期が、だんだんと短くなっている？」

「手口はバラバラ。ある者は絞め殺され、ある者は刺殺され……職種も場所もバラバラ。でも──ただの偶然じゃないと思う」

「へえー手口もバラバラなのに、どうして？」

「純血のエルフを狙う理由は、そうそうないから……よし！　これに応募する！」

　そこには、度重なる純血エルフ殺害事件によって不安になった純血エルフたちが『護衛を募集』しているという記事があった。

「あれ？　えっと……メルフィーって『職務タイマン』が信条なんじゃ？」

　護衛任務の募集の数は一〇名。

　職務は独りで行うというメルフィーには似合わない。

「メタル・ナ・ドラゴンの手柄をクオフに取られちゃったから、私はなんとしても手柄を立てなきゃダメなの！」

「ダメって……足立区のイレイザーに負けないためですか？」

「えっと……みんなを見返すためだと思う」

　ノリノが寂しそうな声で言ったと同時に──

「ただいまー」

　一階から男性の声が聞こえてきた。

「あれ？　ギャル兄？　早くない？」

　ノリノが部屋から出て、次にソウタ、最後にメルフィーも一階へ向かうと、居間に独りのエルフがいた。

　身長は一八八センチメートルほどで、金色の長髪。スーツ姿でネクタイを緩めていた。

「こんばんは、ギャルフォードさん」

　そのエルフを、ソウタは知っていた。

　万能のギャルフォード。

　この万能という二つ名も、それにあった魔導を意味しているのだろうと、今なら分かる。

「お帰りなさい、でいいんだよ。ソウタ。私たちはもう家族なんだから」

　優しい笑顔。ソウタも、思わず笑顔を返してしまう。

「……ありがとうございます」

　ソウタは喜びよりも、その気遣いにモヤッとしたモノを感じていた。

　家族がもういない悲しみを知ったギャルフォードが、ソウタの家族を『作ってくれた』のだ。

　作られた家族。

　果たしてそれは、喜ばしいことなのだろうか──
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　新宿と池袋の間。

　高田馬場から少し東に行ったところに、エルフの学校はある。

　その場所は、昔とても有名な大学だった。

　最寄り駅は──早稲田。

　そう、早稲田大学の敷地とその周辺を、そのままエルフの学校に使っている。

　ソウタはメルフィーと同じ学部、同じ教室で学ぶことになった。

　その教室は、大学を元にしたはずなのに、まるで小学校や中学校のような間取りで、黒板にチョーク。椅子や机も見慣れたモノだった。

「今日から一緒に学ぶことになりました……えっと……」

　ぺこりと頭を下げて、緊張しながらも顔を上げると、ソウタはびくっと体を強こわばらせた。

（な、なんだこの殺気……）

　今日から同窓のクラスメイトたち。その全てがエルフだが、そのエルフたち全ての目が、輝いている。

　その輝きは、おもちゃを見つけた少年のようなモノから、真夜中の公園で出会った野良猫のようなモノまで様々だった。

　直感する。

（狙われているっ！　きっと何かを狙われているっ！）

　ソウタのこの予感は、正しかった。

　ここにいるエルフたちは、皆ソウタを狙っているのだ。

「ソウタです。よろしくお願いします」

　エルフの世界に、名字はない。

　誰が誰の子であるか、どこの家系であるかは尊重されていないし、先祖を尊敬してもいない。

　個、ありきの考え方。

　家族は大事だが、長命で大家族しかいないエルフにとっては、『一緒に暮らした者』が家族であり、それ以外の家族に思い入れはない。

　だからこそ、メルフィーたちがソウタを家族として迎え入れることにも、抵抗がなかった。

「すごーい」「髪黒ーい」「背ぇちっちゃーい」「耳丸ーい」

　ぱちぱちとまばらな拍手で迎えられ、ソウタの第一印象が教室を飛び交った。

「何か分からないことがあれば、なんでも聞いて下さい」

　隣に立つ老齢な担任教師エルフが優しく言う。長い髭ひげと丸い背中。手には杖つえという出いで立たちだった。

「はい。思いついたら」

　ソウタが少し緊張した面持ちで小さく呟つぶやくと──

「聞けっ！」

　誰かが叫んだ。男の声だった。

「そうね。質問をすることで、何に興味があるのかとか分かるし」

　その声は聞いたことのある声。

　メルフィーだ。

　知った顔が独りいるだけでも、ソウタは心強かった。

「今だっ！」「聞くなら今よっ！」

　妙な声援に後押しされて、とりあえずソウタは質問を絞り出す。

「では……ここって早稲田大学のあった場所ですよね？」

「いいえ」

「え！　違うんですか？」

　まさかの返答だった。

「ここは早稲田大学──の隣、『旧バカ田大学跡』です」

「あ、あの有名な」

　ソウタは驚きよう愕がくした。

（実在、したんだ）

　バカ田大学がこの世に存在していたことに衝撃を受けていた。

　いつ、どこで、誰が建てたのか。

　分かってはいたことだが、知らない内に、知らない歴史が紡がれていた。

「他に質問は？」

「もうないです」

　あまりの衝撃の事実に、ソウタは消え入るような声を出した。

「では、ソウタ。あなたの席はあそこです」

　担任教師エルフが杖をすっと向ける。

　教壇に立って挨拶をしたときから、気付いてはいた。

　席が一つだけ空いている。

　恐らく、そこに座るのだろうなと予感はしていた。

　だが、抵抗があった。

　その場所は──ど真ん中だったからだ。

　前にも後ろにも横にも同じ数の席がある。角から数えても同じ。

　超ド級のど真ん中。超ド級ど真ん中中の真ど真ん中。

　視線を浴びながら、席へ向かう。

　机の横にカバンを引っ掛け、背筋をぴんとしたまま椅子に座る。

　エルフに囲まれた状況。

　日の丸弁当の梅干しにでもなった気分だ。

　担任教師がホームルームを終えて教室を出ると、すぐに別の教師が入って来た。

　今出て行ったばかりの担任教師エルフと、うり二つの老齢な教師エルフ。

　服装だけが替わっていて、まるで早着替えをしたかのようだった。

　一時間目の授業は『魔導学』。

「──えー、『魔導』とは、体内にある精霊を使って現象を起こすことであります」

　壇上に立つ老齢な教師の言葉には耳を貸さず、左右前後のエルフが、じっとソウタを見つめていた。

（無言なのが、異様に恐ろしい）

　ソウタにとっては初めて受けるエルフの授業。

　だが、エルフたちは何度も何度も繰り返し受けた授業だった。

　エルフは合理的かつ保守的で、星がぶつかる前まで、樹上に木の家を建てていた。

「──えー、つまり。魔導とは『生み出すこと』、『放出すること』、『操作すること』であるということになります」

　その寿命は一〇〇〇年を超えるというのに、人間より優れた知能を持つというのに、文明が発達しなかったのは、その合理的かつ保守的な性格のせい。

「──えー、万物全てに精霊はおり、皆さんは生まれる際、精霊を身に宿すことで魔導を使えるようになっとる訳です」

　エルフの学校で学ぶことは、『生きていく上で必要な知識のみ』である。

　算数は整数の割り算まで。

　理科の実験も技術の授業も社会も国語も深くは掘り下げない。

「魔導には、『詠唱』が必要であります。詠唱とは、精霊と対話し、魔導の力を引き出す自己暗示のようなモノ。長ければ長いほど、大きく強い魔導が発動される訳ですな」

　インフラシステムや生産技術、陶器などの伝統工芸を学び、それをマスターすることは出来ても、そこから先に発展させる気概はなく──

　その結果、一〇〇年前と変わらない街並み、技術のままだったのだ。

「──えー、一〇〇年ほど前に、我々は人類が支配する地球という星とぶつかり、人類と出会いました。人類は精霊を宿しておらず、代わりに『精気』を持っていました。そして、精霊は人類の持つ『精気』と混ざることで強くなることが判明したのです」

　老練な瞳がきゅぴーんと光り、ソウタを射抜いていた。

（なるほど、そのせいか……）

　ソウタは何故なぜ狙われているのかを理解し、笑顔のまま固まった。

　人類の持つ精気を得る事で、精霊は強くなる。

　獲物を狙う狼おおかみのような視線を今も浴び続けているのは、ソウタの精気が欲しいからなのだ。

「人類に精霊を入れれば、それはそれは強い『魔導師』になるでしょうが、それは不可能に近いとされています」

「どうしてですか？」

　質問したのは、メルフィーだった。

「精気によって、精霊は活性化される。即すなわち、常に体の中に大量の精気を持つ人類の体内に入った精霊は暴れに暴れ、一日と保たず精霊によって体内から食い破られ、命を落としてしまうのです」

　ソウタはその説明を、寂しそうな表情で聞いていた。

　一〇〇年前──

　ソウタは家族と一緒に新宿の家電量販店へ空気清浄機を買いに出掛け、そしてエルフに襲われて散り散りになったあと──捕まった。

　そして、一〇〇年の間、ソウタは収容所で人体実験し続けてきたのだ。

　その実験こそが──『人類に精霊を入れてみたらどうなるのか？』である。

　今先生が言ったように、精霊を体内に入れると、一日と保たない。

　同じ実験を受けた収容所の仲間たちは、毎日数を減らしていった。そのことを思いだし、ソウタはしんみりと聞いていた。

　そう、ソウタは唯一の成功例だった。

　だが、どうして成功したのかは、まだ誰も知らない。

　収容所は今現在、もうない。

　ソウタが一〇〇年経って収容所から出て、この新宿に戻ってこられたのは、収容所を管理していたエルフが病気で急死したためだった。

　エルフは保守的で、新しいことに挑戦しようなどとは思わない。

　たまたま、人体実験に挑戦しようとしたエルフがいて、そのエルフが死んだ後、その人体実験を引き継ぐエルフが現れなかった。

　ただそれだけのことだ。

「精気は、口から吸い上げることが出来ることも判明しました」

　ソウタは、そのことは知らなかった。

　収容所では、あくまで人類に精霊を入れればどうなるのか？　という実験を絶えず受けていたため、それ以外の情報は知らない。

　ソウタが収容所で学んだことは、エルフの言葉──そして、魔導の使い方のみである。

　ソウタを実験動物にしていたエルフは、ソウタから精気を吸い取ろうとしたことは一度もない。体内の精気の量が変わってしまっては、正しい実験結果が得られないからだ。

（あれ？　ってことは──）

　周りにいるエルフたちが、舌なめずりを始めた。

（狙っているのはっ！　唇なのかっ！）

　そう、ここにいるエルフたちは、皆──

　ソウタのファーストキスを狙っているのだ。







　一時間目の授業が終わり、小休止。

　二時間目は体育ということで、体操着に着替えるのだが──

（体操着かー。まさか、ブルマだったりして）

　なんてメルフィーのブルマ姿を想像して笑顔を見せながら、ソウタはギャルフォードに用意して貰もらった体操着の入った袋を開ける。

　そして、ソウタは笑顔を引きつらせた。

　ソウタの願望とも言える予想は、的中していた。

　このエルフの学校では、体操着はブルマである。

　だが、それに、男女の差はない。

　そう──ソウタの体操着もまた、ブルマだったのだ。

「ソウタ。独りで着替えられるかい？」

　と声を掛けられた。

　身長一九〇センチメートルほどの、すらりとしたエルフだ。

　手の長さが少し長く、屈かがまなくても膝ひざを搔かける。

　もしエルフの世界でなければ、バスケやバレー、サッカーやアメフトやハンドボールなど、スポーツで幅広く活躍出来たろう。

「だ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「ボクの名はレブン。よろしく」

「よ、よろしく」

　爽やかな笑顔のエルフだった。

　その大きな手に怯おびえ、指先だけの握手を交わす。

「ソウタの趣味はなんだい？　はあはあ……」

「……特には、ないですかねぇ」

「ソウタの好きな文房具はなんだい？　はあはあ……」

「……それも、特には、ないですかねぇ」

「ソウタの好きな犬はなんだい？　はあはあ……」

「……トイプードルとか、ですかねぇ」

「素敵だねぇ……すーっ、はあはあ……」

「あの、着替えてもいいですかね」

「着替えながらでも話は出来るだろう？　はあはあ……」

　何故か、はあはあしている。

　もうすでに運動を終えているかのように、息が荒かった。

　ソウタは急いで服を脱ぎ、体操着に着替える。

　その筋肉が全然ついていないヒョロガキボディを晒さらすことに恥ずかしさを覚えながら、いそいそもそもそと着替えていると──

「で、ソウタの好きなエルフは、何エルフなんだい？」

「…………特に、ないですかねぇ」

「テナガエルフは嫌いかい？」

「嫌いではないですけど……」

「じゃあ、ボクとキスをしてくれるかい？」

「それは……ダメです」

「何故だいっ？」

「人類はキスをそう易やす々やすとしないんです！」

「ほんの一瞬でいいから！　ちゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、ぐらいでいいからっ！」

「長っ！　一瞬じゃないじゃないですか！　三階から飛び降りたぐらいの時間はありますよそれ！」

「……ならば仕方が無い。古来よりの、エルフの権限を行使するしかないな」

「権限を行使……ですか？」

　残念そうな顔で去って行くレブンを見ながら、ソウタは嫌な予感を覚えて不安になっていることを隠さなかった。







　校舎から出て、学校前の道路に、生徒たちは集まっていた。

「それではこれよりね、一時間走をしますね」

　腰の折れた老エルフが風に当てられ、小刻みに震えていた。

「一時間走？」

　聞き慣れない言葉に、ソウタは首を捻ひねった。

「えー、初めての方がおられるということでね、簡単に説明しますとね。ここから西へ一〇キロ進んだ先に、荻おぎ窪くぼという駅があるんでね。そこの北口のところにね、白い玉が置いてありますんでね、それをここへ持ってきてくださいね。何回往復して、何個持ってこれるかで、一時間に何十キロ走れるかを測定するんですね」

　一時間に何十キロ……そんな言葉に、ソウタは困り果てた。

　荻窪まで一〇キロメートル。帰ってきて二〇キロメートル。

　一時間で一往復も出来る気がしない。

　とにかく、二〇分ほど走って、戻ってこようと目標を立てた。

　ふと見ると、ぐっ、ぐっ──と柔軟しているメルフィーの姿が見える。

「ねえメルフィー」

　ソウタはブルマにニーソックス姿のメルフィーに声を掛ける。

「なあに？」

　メルフィーの可愛かわいい顔が、一段と可愛く見えた。

　ブルマを穿はいているというだけなのに、どうしてこうも魅力が増すのか、不思議でならないが、だからこそ、絶えてしまったのだと確信する。

　ブルマ姿は、あまりに、あまりに素敵すぎるのだ。

「古来よりのエルフの権限を行使するって、どういう奴ですか？」

「そりゃあ、『力こそ全て』しかないんじゃない？」

「あー、やっぱりそれですかー」

「他に思いつかないかな」

「王を決めるのも、力だけですもんね」

「そそ。選挙や血筋なんかじゃ弱い奴が王になりかねないからねー」

　エルフは、その全てを『力』で勝ち取る。

　だからこそ、人類に対して生存戦争をした。

　エルフの王も、王を討ち取った者、あるいは王が退位を表明したあと、名乗り出た者が戦って勝ち取る制度だ。

　地位やＭ＆Ａですら、戦って決めるのがエルフ流。そのことは、ソウタも知っていた。

　レブンと名乗ったテナガエルフの言うエルフの権限の行使。

　それは、襲って勝ち取るということだと、ソウタは気付いた。

　では、何故なぜそれをあの場で実行しなかったのか。

　力こそが全て。

　エルフが沢山いる場所で実力行使に出ても、他のエルフに奪われる可能性があるからだ。

　みんなが狼おおかみのような目で見つめるだけだったのは、他の狼と争いになりたくないから。

　だとすれば──

（もしかして、今、ピンチなんじゃ）

　マラソンで一塊になって走っているなら問題はないが、人類は明らかにエルフより身体能力が低い。もし、最後尾で独り、孤立したとしたら？

　狙われてしまう。襲われてしまう。奪われてしまう。

「メルフィー、ちょっと」

「はい！　では始めますっ！　よーい、ドン」

　教師の掛け声のあと、メルフィーの姿は消えていた。

　誰よりも速く、誰よりも先へ──

「メルフィー……」

　一緒に走ろう。という言葉を、あと少し早く言っていればと悔やんだ。

　ぞく──

　背筋が凍る。

　振り向けば、数々の男女エルフがスタートせずにソウタをじっと見つめていた。

　そのぞぞぞぞ……とした悪寒から逃げるように、ソウタは走り出す。

　その後を、ぞろぞろとブルマ集団がついていくのだが──

　エルフたちは思った。

（遅い……）（おっせぇ……）（ちんたらすぎんぞ）

　ソウタは、全速力で走っていた。

　それこそ五〇メートル走ぐらいの気持ちで。しかし、それはエルフたちにとっては軽いスキップ程度の速さ。

　そのあまりの遅さに我慢出来ず、追い越していくエルフたち。

　ソウタと一緒に走る者が少なくなればなるほど、ソウタの危険度は上がっていく。

　数百メートルほど走って、左手に戸山公園が見えたところで、ソウタは歩き出す。

「はあ……はあ……はあ……」

　もうすでに、体力のほとんどを使ってしまった。

（ええ！　もうっ！）

　勢いがなくなって歩き始めたソウタの体力の無さに、エルフたちは度肝を抜かれた。

　ソウタの遅さについていけずに、どんどん引き離していくエルフたち。

　そして、ついにあるエルフが動く。

　全員がソウタを追い抜いてしまった時を見計らって、Ｕターンし、声を掛ける。

「ソウタ。具合でも悪いの？」

　声を掛けてきたのは、ショートボブな髪型のエルフの少女だった。

　少女と言っても、ソウタより身長は高い。

「え？」

　急に声を掛けられ、ソウタは足を止めた。

「あ、私はミリマーって言うんだけど。ちょっとそこで休んでから一緒に行こうよ」

　そう言って、ミリマーは笑顔でソウタの肩に腕を回す。次の瞬間──

　建物の間にソウタを引きずり込んだ。

　それは、コンビニとマンションの間にある隙間。

　植え込みのスペースだが、そこに植木はなく、一列でしか通れない程度の広さだ。

（くっ！　先を越されたかっ！）

　と他のエルフが振り向いた時、すでにソウタとミリマーの姿はなかった。

　正に一瞬の隙。正に早業。

　そしてソウタは──ミリマーと密着していた。

　密着せざるを得ない狭さだった。

　互いに壁を背にして、じっと見つめ合う。

「あ、あの……」

「……ちっ」

　ミリマーは舌打ちをした。

　ソウタと密着するために、狭い場所へ入り込んだ。

　だが、ソウタはミリマーよりも身長が一〇センチメートルほど低い。

　キスをするには、少し屈まなければならなかった。

　だが、密着するほどの狭さ。

　屈むスペースは、ほとんどない。

　となれば、ソウタの顔を上げて角度を調整するか、向きを変えるか。

　ミリマーは後者を選ぶ。

「ちょっと狭すぎたね。ちょっと先行って」

「は、はい」

　ミリマーがぐっと背中を壁に押し当て、ソウタが先へ行く、刹那──

　ソウタは走り出した。

「あっ」ミリマーが小さく声を発する。

　狙っていることを悟られたと、すぐに理解した。

　ちらりとソウタが振り向く。

　そこには──少し頰ほおを紅潮させ、鼻息の荒いミリマーの姿があった。

　ぺろりと舌なめずりをして、目をぎらつかせている。

（怖っ！）ソウタは恐怖した。三枚のお札が欲しくなるレベルの恐怖だ。

　すぐに顔を前に戻し、ソウタは走る。かかとを地面に付けるのももどかしく、つま先だけで蹴るように走る。

　しかし、エルフの身体能力は、正にバケモノだ。

　そのエルフから逃れることなど、出来る訳もない。

　しかも、ソウタはすでに全力疾走した後。すぐに体力が尽きて、速度が落ち──

　がっと肩を摑つかまれてしまう。

　万事休す、と足を止めて目を閉じるソウタ。

　すると──

「危なかったですねぇ～」

　ミリマーとは違う声だった。

「え？」

　振り向くと、ミリマーは横たわり、別の女性エルフがソウタの肩に手をやっていた。

　白金の髪に赤い瞳。それは、エルフのようでいて、エルフのようじゃない、不思議な女性だった。耳が長いから、エルフではあるが、特徴が少し違う。

「人類なんて珍しいですしぃ、キスで魔導が強くなるなんて言い伝えのせいで、狙われるなんて、ホント可哀かわい想そう」

（助かった……）

　ソウタはその台詞せりふに安心感を覚えた。

　このまったりとした喋しやべりのエルフの目的は、どうやらミリマーとは違うようだ。

「助けてあげたお礼にぃ、シェーキ見せて！」

「え？」

「私ぃ、人間のシェーキって見たことがないんですよねぇ」

　そのとろんとした甘い瞳は、見ている方もとろんと落ちてしまいそうだ。

　その喋り方もまったりと甘い。

　香水を付けているのか、体臭も甘く、吐息までも甘かった。

「精気じゃなくて？」

「精気じゃなくてぇ、シェーキ」

「シェーキって、どういうモノなんですか？」

「え？　ミルクみたいに白くて、ねばっとしててぇ、人類のオスは一日にほんの少しだけシェーキが出せるんでしょ？」

「…………どこから？」
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「ここ」

　きゅっ──と股間を撫なでられた。

（た、助かってなかったっ！）

　このエルフの目的は、確かに魔導を強化すると言われる精気ではなかった。

　だが、もっと恐ろしい……いや、もっとイヤらしい目的を持っていたのだ。

　すっと首に腕を回し、おでこにおでこを合わせて、足に足を絡める。

　共にブルマだったので、冷たい太ももが触れ、触れたところがほんのりと温かくなっていく。

「ね、どうしたらシェーキが出るんですかぁ？」

「あ、あの……えっと……」

　ソウタの顔が、爆発しそうなほど赤くなっていた。

「私の魔導でぇ、『枯渇』させてあげるとぉ、超ヤバいらしいですよぉ？」

「ヤバいって具体的に何がどうヤバいんでしょうか」

「あは、ソウタって、やっぱり可愛かわいいですねぇ。ちっちゃくてぇ、すぐ狼狽うろたえてぇ、面白くてぇ──」

　ごす──何かが飛んできて、ソウタは解放された。

　それがドロップキックで、妖艶なエルフが吹っ飛ばされたと気付くのは、三秒ほど後だった。

　ソウタを救ったのは、男のエルフだった。

「大丈夫だったかい？　あの女の名はニスト。エルフの中でも最も厄介な奴でね。誰彼構わず誘惑するサキュバスエルフなんだ」

　爽やかな笑顔で、エルフの男は声を掛けてきた。

　少し低く、でも優しい声だった。

（た、助かった……）

　ソウタはほっと胸を撫なで下おろす。

　同性ならば、唇を狙ったりはしないだろう。

「はい。大丈……」

　ソウタも笑顔で答えようとしたが、そのとき、確かにソウタは見た。

　ぺろり、と上唇を這はう、舌を。

（た、助かってなかった────っ！）

　いや、まさか。きっと見間違いだ。男同士だぞ？

　頭の中で何度も否定する。だが、着替えるときに声を掛けてきたテナガエルフの件もある。すぐに、恐怖に顔が引きつった。

「さあ、一緒に学校へ戻ろう」

　エルフの男が、ソウタの肩に腕を回す。

　ぞくっと背筋が凍り付いた。

（ボクは助けられたんじゃない！　捕まったんだっ！）

　その手は、艶あでやかな仕草でさわさわと左胸をさすっていた。

「何も不安なことはない。ただ、君は身を任せれば──」

　ごす。

　後頭部に、膝がぶちあてられ、エルフの男は爽やかな笑顔のまま地面に倒れた。

「大丈夫だった？　あっぶっなー。そいつこそがサキュバスエルフで、ニストはただのドスケベエルフだからね！　覚えておいてね！」

　そこにいたのは、心配しきりな表情のメルフィーだった。

「メルフィー、あ、ありがとう……」

　見知った顔に、ソウタは安あん堵どした。

　最も早はや、信頼出来るのは、メルフィーだけだ。

　昨日、部屋こそ違えど、同じ屋根の下で過ごした。

　いつでも夜よ這ばいをするチャンスがあったのに、メルフィーは襲っては来なかった。

　信頼の実績がある。

「ソウタのことは、私が必ず守るっ！　『新宿のイレイザー』の名に賭けてっ！」

「ありがとう。でも、どうして？」

「え？　家族だから」

「…………それだけ？」

「それ以上に、理由はいらないでしょ。とにかく学校へ戻ろう。先生がいる前で襲っては来ないだろうし」

「なるほど」

　さらっと流したが、ソウタは嬉うれしかった。

　ああ、まだ自分には、家族だと言ってくれる者がいたのかと。

　まだ知り合ったばかりなのに、種族すら違うのに、さらっと流せるほど、自然に受け入れてくれている。

　そんなメルフィーに、『ありがとう』と、もう一度言いたかった。

「おいメルフィー。急に来た道を戻りおって。私との勝負はどうした」

　メガネエルフが呆あきれた表情でやってきた。

　体操着にブルマにニーソックスというベストチョイスな出いで立たちだ。

「ごめんクオフ。忘れてた」

　メルフィーは両手を合わせて謝る。

　スタートと同時に消えるような速度で走り出したのは、クオフとどちらが上か競うためだったが、すぐにソウタがヤバいんじゃないかと思い立ち、踵きびすを返したのだ。

「君の中で私の存在が忘れられるほどの大きさであることに、衝撃を受けている」

　ふうと溜ため息いきを吐つき、メガネをくいっと上げるクオフ。

「そうだ！　クオフ、こちらソウタ」

　メルフィーはぐいっとソウタを抱き寄せ、クオフに紹介した。

「こ、こんにちは」

「知っている。メルフィー、君の中にある『クラスメイト一覧』に私が入っていないことに、落胆していることを君に伝えようと思う」

「ごめんごめん！　でさ、クオフの魔導だったら、ソウタを無事に学校まで送り届けられると思うんだ」

「いいだろう。手伝おう」

「ホント？」

「正義とは、大きく二つある。強き力で悪を滅ぼすことと、強き力で弱き者を助けること。我が信念に従い、弱き者を助けよう」

「あ、ありがとう」

「礼ならば、助けられたあとにしてくれないか？」

「じゃ、早速学校へ戻ろうか。ここからなら一〇秒と掛からないし」

「ええ！　無理です無理！　もうボク足ぱんぱんで走ることも出来ないぐらいで」

「じゃあ、私がおぶったげる」

　メルフィーはすっとその場で座り込んだ。

「ええっと……いや、別におんぶする必要は……」

　ソウタは周りをキョロキョロと見回す。

　女子の背中に乗るという行為が、どこか恥ずかしかった。

「早くしろ。一〇キロの距離など、皆一分と経たたず帰ってくる。我々がこうして君と話していることすら、皆は『抜け駆けをされた』と感じて襲ってくるだろう」

「と言うわけで、ほらソウタ。どーんと乗っかりなさい」

「……うん」

　ソウタはそっとメルフィーの背に乗った。

「さ、じゃあ行こうか」

　メルフィーは立ち上がり、ソウタのお尻を持ち上げる。

「ああ、急ぐべきだ」

「うがああっ！　ボインエルフの分際で！　ボマイェ、カマしやがったなあっ！」

　立ち上がったのは、サキュバスエルフの男だった。

　後頭部にこんもりとたんこぶを作り、怒りに充血した瞳で立ち上がった。

　ごす──

　クオフが背後から後頭部を殴りつけ、サキュバスエルフは白目を剝むいて前のめりに倒れた。

　受け身すら取れていない倒れ方に、失神したと確信出来る。

「差別主義者は死ね」

　クオフは脇腹へ蹴りを加え、ふうと溜息を吐く。

「あはは、私は慣れてるから別に気にしてないけどね」

「慣れてるって……どういうこと？」

「我が星と人類の星が激突して以来、エルフは人類とのハーフばかりになってしまった。私は『メガネエルフ』、メルフィーは『ボインエルフ』と言ったように。だが、メルフィーのように容姿が変化してしまった混血エルフは、差別を受けるようになった。ただ、『エルフらしくない』という理由で、だ」

「……エルフらしくないんですか？」

「まあ、結婚は出来ないだろうねー。こんなデブデブとした胸肉、好きになるエルフなんていないし」

「全然デブデブしてないじゃないですかっ！」

　ソウタは驚いた。

　胸が大きいというだけで、『デブ』とされてしまうのがエルフの感覚。

　だが、今こうして背中の上から見ても、腕もくびれも、細く感じる。

　それこそ、ベストな体型と言えるだろう。

　だが、それはソウタが『エルフではない』からだ。

「あはは、ありがと。お世辞でもそう言ってくれれば、運動してきた甲か斐いがあるわ。まあ、どれだけ体重を絞っても、この胸はこれ以上小さくなんないんだけどさ」

「そう言えば、魔導で消し去ってしまおうなんて思わなかったのか？」

「一回、子供の頃にやったことがあるんだけど、すぐ一回り大きいのが実ってたのよね。消せば増えるという恐ろしい呪いよ」

「呪い……ですか」

　ソウタはカルチャーショックを受けていて、言えなかった。

　その巨乳は、その巨乳から流れるようなくびれは、人類にとって、いや、ソウタにとって、堪たまらなく魅力的なんだよ──と。

「まあ、メガネエルフは私ほど迫害されてはないでしょうけどねー」

「どのエルフでも、視力が低下すればメガネをするからな」

「あ、あの。とても興味深い話なんですけど」

　ソウタはもっとこの話を聞きたかった。

　メルフィーが、そのおっぱいをイレイザーによって消したくなるほどの過去。

　何があったのか。どうして今は、笑ってやり過ごせるようになったのか。

　その全てを知りたかったが、ふと遠くに、見えてしまった。

「ん？」

「なんか、来てます」

　ソウタが指を差す方向へ、メルフィーとクオフは視線を向けた。

　そこには、猛スピードで走るエルフの姿。

　その数──二〇。

　喋っている内に、エルフたちが帰ってきたのだ。

　荻おぎ窪くぼまで一〇キロメートル。それを、もう往復してしまったのだ。

「あっちゃあ、学校から近いからって油断してた」

「走れっ！　メルフィーっ！」

「ごめん、任せたクオフっ！」

　メルフィーは走る。

　ゆっさゆっさと揺れるのを抑えるため、ソウタはぐっとメルフィーにしがみついた。

　後ろのクオフの様子を見てみる。

「精霊よ！　彼かの者に鉄てつ槌ついを下さんっ！　ラーメンっ！」

　クオフの言葉と同時に、両りよう掌てのひらから、ぶわっと子供の腕ぐらいの太さの麵が伸びる。

　その麵の数は、数十本。

　そこら中にいるクラスメイトのエルフをぐるぐる巻きにして拘束する。

　首から足首まで麵に巻かれたエルフたちは地面に転がった。

　二〇名の、そのほとんどが。

「あれで大丈夫なんですか？」

　麵の魔導。というモノを、ソウタはまだ信用していなかった。

　もしあれが『麵』であれば、簡単に引きちぎることができるだろう。

「大丈夫大丈夫。あの麵のコシは、キサラギのエルフでもちぎれないように強く作ってあるのよ」

　メルフィーはクオフに絶対の信頼を寄せていた。

　ソウタはそれを聞いて、ただの麵ではなく『魔導』であることを思い出し、そりゃそうかと納得した。

　そしてメルフィーは走る。

　ソウタは何度も背後を確認するが、追っ手は来ない。

「心配いらないわ」

「え？」

「黒Ｔと手ぬぐいこそないけれど、クオフは『池袋のラーメン王』。絡め損なったりはしない」

「……今でも、池袋は激戦区なんですかね」

「うん。さっきいたニストもミリマーも池袋担当のキサラギだよ」

「……そっちじゃ、ないんですけどねぇ……」

　ラーメン激戦区池袋は今、キサラギ激戦区になっていた。

　ソウタが苦笑いを浮かべたときだった。

「嚙かみ砕けっ！　ハウンドっ！」

　声が聞こえたと思ったら、突如一匹のミニチュアダックスフントが横からちょこちょこと走ってきて、ソウタが「あ、可愛かわいいな」なんて言う暇もなく思いっきり足に嚙みついてきた。

　おんぶをされている分だけ、足がメルフィーの体の外にあったため、飛びついて嚙みつくのにちょうどいい位置だったようだ。

「た────っ！」

　ソウタの、卓球で点を取ったかのような悲鳴が轟とどろく。

「大丈夫！　ソウタっ！」

「大丈夫です」

　メルフィーはちらりとソウタの足に嚙みつく犬を見下ろす。

　血は出ていないようだと確認し、きっ、と目の前に立ちふさがるテナガエルフを見る。

「戻ってくるのを待っていたが、まさかボインエルフと共に来るとはな」

　そこにいたのは、着替えるときに声を掛けてきたクラスメイトのエルフ──レブンだった。

「一緒だと何か問題でも？」

　メルフィーが鼻で笑う。

「貴様如ごときにっ！　人類は勿もつ体たいないっ！」

「正面からっ！　甘く見られたもんね」

「ふっ！　両手の塞がっているイレイザーなど怖くないっ！　ハウンドっ！」

　レブンの右手から、トイプードルが飛び出した。

　小型犬と言っても、人間で言うならば一〇〇メートル走決勝レベルの速さ。

　そのトイプードルを追いかけるように、レブンも突撃してくる。

　レブンは犬の魔導でメルフィーを攻撃しつつ、ソウタを奪い去ろうと考えていた。

　両手が使えないメルフィーに、魔導は使えないと考えていた。

「イレイザーっ！」

　メルフィーは右足を振り上げた。

　トイプードルの顔を蹴り上げるような攻撃だったが、トイプードルは吹っ飛ぶどころか、その場からふっと消え去る。

　消去する魔導。

　今、メルフィーは確かに、足で魔導を扱ったのだ。

「ば、馬鹿な……」

「足の先でも魔導は使えるって、次から覚えておいた方がいいよ」

　魔導の犬を消され、動揺したレブンの後頭部に、メルフィーのかかとが落とされる。

　ジャンピングかかと落としである。

　そして、レブンとすれ違うように走り、スタート地点へと帰ってきた。

「もう大丈夫。ほら、先生が見える」

「手出し、してこないですかね？」

「先生に見られたら、内申書に響くからね」

「なるほど」

　ソウタは安あん堵どした。

　エルフが何故なぜ学校に通うのか。それは、人類と同じく、将来の就職のためである。

　少なくとも、授業中は問題なさそうだ。

　授業中、だけは。







　三時間目の授業はモンスター学。

「仕事があるので失礼する」

　助けてくれたクオフが、早退した。

「私も同じくです」

　ソウタを路地へ連れ込んだミリマーもクオフの後を追うように早退する。

　四時間目の授業は数学。

「私も仕事があるのでぇ、ごめんなさい」

　ソウタのシェーキを狙っていたニストが早退した。

「ボクも失礼する」

　続いて、犬で襲ってきたレブンもニストに続いて早退した。

　そして昼休み。

　ソウタはメルフィーのところへ行き、隣の席に座る。

　メルフィーの隣はクオフだったからだ。

「ねえメルフィー」

「んー？」

「クオフたちは、なんで早退したんですかね？」

「あー、キサラギの仕事が入ったからだよ」

「四名とも？」

「ん。ほら、純血エルフ殺害事件があってさ、それで護衛任務を受けたみたいなのよ」

「へー。あれ？　メルフィーも応募したんじゃ」

「あー、私は、不合格だった」

「それは残念ですね」

「合格の条件がねー。『三本指のドラゴン』を倒せる強さってことでさ」

「三本指？」

「あー、さっきのモン学でドラゴンは出てなかったもんね。簡単に言うと、強さの基準よ。私は二本指まで倒せるんだけど、指一本で大体一〇倍の差があるからね」

「他には誰がキサラギなんです？」

　ソウタはキョロキョロとクラス内を見回した。

　みんなソウタを今も狙っているために、目が合うエルフがちらほらといたが、メルフィーと一緒にいる間は手を出しては来ないようだ。

「この学校は、私、クオフ、ミリマー、ニスト、レブンで終わり。まあ、この学校っていうか、ここら一帯で、だけど」

「……えっと、全員このクラスなんですか？」

「そりゃあ、ひとまとめにした方が管理しやすいじゃない？」

「なるほど。じゃあ、今ドラゴンが来たらメルフィーが独りで戦わないとダメってことですか？」

「まあ、この辺りでは一本指ぐらいしか来ないから、私で十分」

「どうして一本指しか来ないんですかね」

「ドラゴンは、エルフを食べたいんじゃなくて、エルフの中にある精霊を食べたいのよ。だから、人類は狙われないし、強くて美味おいしい精霊を持ったエルフなんて、『こっちの星』にはいないいない」

「良かった……じゃあ、人類はドラゴンに食べられたりはしないんですね」

「そういうこと。あ、そうだ。ソウタは何かサークルに入らないの？」

「あ、サークル活動なんてあるんですね」

「キサラギはまあ無理だとしても、何か打ち込めるようなモノがあった方が、留学生活も楽しいかなって思って」

「メルフィーは何かやってるんですか？」

「私？　私は──『ヤリサー』に入ってるよ」

「や、やややややヤリサーってあのヤリサーですかっ？」

　まさかの言葉に、ソウタは狼狽うろたえた。

　ヤリサー。それは、下心を全開にしたチャラい連中が飲み会やコンパでとにかくイヤらしいことをしようという恐ろしいサークルである。

　それが、ソウタの認識だったからだ。

「他にヤリサーなんてある？」

「あ、そっか。エルフ語でヤリサーだから……」

　ソウタは一いち縷るの望みを抱いた。エルフの言う『ヤリサー』はきっと別の意味だろうと。

「いや、これは現地の言葉だよ？」

　メルフィーのあっけらかんとした言葉は、そんなソウタの望みを、一撃で打ち砕いた。

「……メルフィーがそんなサークルに入っていたなんて……え？　ヤりまくり？」

「まあ、そりゃあ、どうしたってヤりまくっちゃうわよね」

「例えば……一日何名ぐらいの方と？」

「んー。毎日ヤってる訳じゃないから、週末にまとめて相手にするし、前にヤったときは一〇名ぐらいかな」

「ら、乱交じゃないですかっ！　ええ！　エルフってそんな乱れてるんですか！」

「乱れ雪月花って感じねー」

「どんな感じなんすかっ！」

「まあ、メンバーの中には、乱サーって呼んでるのもいるよ？」

「てことはもう毎日……」

「まあ、他のサークルメンバーは毎日ヤってるでしょうねー」

「……メルフィーはちなみに、どういうタイプが好きなんですか？」

「やっぱり、長いのがいいかな」

「長いの……」

「あーでもホント色々あってー、短くて太いのがいいって言うのも聞くわね」

「それって、もしかして──」

　ソウタは男性のタイプを聞いていたのだが、どうやら下半身の一部のことを言っているようだった。

「そうそう！　チン……なんとか……チンっていう」

「ほぼ言ってるじゃないですか！　なんとかも何も、全部じゃないですかっ！」

「なんかちょっと違うな。チンペロ？　ペロチンだったかな」

「チンをペロしちゃダメですよっ！　何やってんすかっ！」

「ソウタ凄すごい興味津々じゃない。ヤったことあるの？」

「ないですよ！　ボクは、その……そんなことしてる余裕もなかったんで」

「…………そっか。ねえ、してみたくはない？」

「え？　まあ……そりゃあ……男の子ですし」

「うんうん。男の方が確かに好きよね。じゃあ、ちょっとヤってみよっか」

「え？　今ですか？」

「ちょうど、長い休憩のタイミングだし」

「え？　ここで、ですか？」

「別にどこでもいいけど。外とか、屋上とか行く？」

「…………やっぱり、それはさすがに、いけないような気がします」

「え！　何がっ？」

「何ってその……にゃんにゃんすることが」

「何そのネコみたいな擬音。何をどうやったらにゃんにゃんなんて音が出るのよ」

「ガキの腰使いやあらへんでみたいな感じの」

「ソウタ！　落ち着いて！　もう言ってる意味が全然わかんなくなってるから」

「ご、ごめんなさい。ちょっと頭を冷やします」

（きっと、何かの間違いだ。メルフィーがそんなことをする訳がない）

「まあ、腰の使い方は大事だけどね」

「やあああっ！　やっぱりヤってんじゃないっすかーっ！」

　ソウタは嘆いた。おいおいと嘆いた。机に突っ伏して泣いた。

　メルフィーが、そんなサークルに入っていたなんて、悲しくて泣いた。

「ええ！　ちょっと顔上げてよ！　私がなんか苛いじめてるみたいじゃない！」

　メルフィーは突然泣き出したソウタに怯おびえ、キョロキョロと辺りを見回しながら慌てる。

「どうかしたの？　ねえメルフィー」

　そこへエルフが心配そうな顔で近づいてきた。ソウタよりも身長が低く、幼い顔をした『ロリエルフ』の少女だった。

「ううん。ちょっと私にもよくわかんないんだけど……あ、そうだ。ねえね、ちょっとあれ見せてあげて」

「あれって？」

「ほら、ちん……なんとか……ちん。チンチンペロペロみたいなの」

「何を見せる気ですかっ！　誰のをですかっ！」

　ソウタは机に突っ伏したまま、椅子の上で三角座りで股間をガードした。

「あー、ティンベーローチンね。ちょっと待ってて。カバンから取ってくるから」

「え？　ティ……」

　ソウタは、顔を上げて涙を拭った。

「はい、持って来たよ」

　そこで見たものは、カメの甲羅のような大きな盾と、棍こん棒ぼうのような短い槍やりを持つロリエルフの姿だった。

「えっと……それは？」

「こっちの盾がティンベーで、こっちの短槍がローチン」

　ロリエルフが笑顔で教えてくれる。

「……あ、なるほど、そういうことか」

　ソウタは、ぽんと一つ手を打って理解した。

「何が？」

「ヤリサーって、槍のサークルってことですね？」

「他に何があんのよ」

「なんだ……ボクぁてっきり……良かった。ランサーなんてなかったんだ」

「いや、あるんだけど」

「だとしたら一つ気になるんですけど」

「なあに？」

「乱れ雪月花は、槍技じゃないです」

「……マジで？」

「マジです」

『槍サー』の真実を知ったそのときだった。

　強風が吹きつけて、教室の窓が割れた。

　飛んでくるガラスの破片から身を守り風を避よけるために腕で顔を覆った。

　そして、その衝撃が収まると、ゆっくり腕を下ろし、何が起こったのか、窓の外へ目をやる。

　教室にいる誰もが、同じような行動を取った。

　そして、誰もが恐怖に顔を歪ゆがませた。

　瓦解したビルの上に、降り立った──ドラゴン。

　それも、巨大なドラゴンだ。

　漆黒色の、ずんぐりむっくりな巨体。

　全長、およそ四〇メートル。翼を広げれば横にも四〇メートルあるだろう。

　降り立つだけで、ビルを破壊してしまう、正に『怪獣』だ。

　何よりも驚いたのは、太い腕の先。

　指の数だ。

「ご、五本指の……ドラゴン……なんでこんなところに……」

　メルフィーは息を吞のんだ。

「あ、ありえない……」「なんてデカさだ……」

　クラスメイトたちの声も、震えていた。

　ドラゴンの強さ、格を判断するのに一番わかりやすいのが『指の数』であり、指一本の違いは一〇倍の強さの差があると言われている。

　この付近に出てくるドラゴンは、大体が一本指。せいぜい二本指だ。

　先日メルフィーとクオフが戦っていたメタル・ナ・ドラゴンですら、新宿では初めての三本指。

　こいつは五本指。

　つまり、一〇倍の一〇倍。

　このドラゴンは、メタル・ナ・ドラゴンの一〇〇倍強いということになる。

　あくまで目安。あくまで目安ではあるが、戦う前に戦意を失うには十分の目安だった。

　だが──ここは学校だ。

　仲間が、いる。

「そこの君たち！　どういう魔導が使えるっ？」

　メルフィーは早口に聞いた。

「た、たんぽぽを出せます」

「油を出せます」

「ボクも、たんぽぽを」

「…………くっ」

　エルフの魔導は、その全てが戦闘に使える訳ではない。

　今や、二〇〇億のエルフがいる中、戦闘に特化したエルフの方が圧倒的に少ないのだ。

　この新宿区を、メルフィー独りが担当するほどに。

　近くの区を担当するキサラギは、今全員ここにはいない。

　そう、クオフやニスト、レブンやミリマーたちは、護衛任務に出てしまった。

　教師たちも、昔は戦士だったが、今はもうよぼよぼの老齢。

　この学校で、いや、この区画で戦えるのは、メルフィーただ独りだったのだ。

　そのことを、教室内のエルフたちも考えていた。

「相手は五本指。はっきり言って、私独りじゃ手に負えないわ。みんな、手を貸してくれる？」

　その言葉に、賛同者は現れない。

　何も言葉を発さず、独りのエルフが後ずさりをしたのを合図に──

「うわあああああっ！」「逃げろっ！」「急げっ！」「きゃああっ！」

　教室の出入り口に、殺到するエルフたち。

　我先にと押しのけて、濁流の如ごとく教室から出て行く。

　槍サーのエルフも、剣サーのエルフも、弓サーのエルフもいたが、皆スポーツとして、サークル活動としてやっているだけであり、キサラギのようにモンスターハントをするためではない。

　戦う気力も、勇気も、持ち合わせていなかった。

　そして残ったのは、メルフィーとソウタだけだった。

「……ダメ、か」

　メルフィーは落胆する。

　五本指のドラゴンは、戦わずとも強いと分かる。

　モンスター学で、何度も何度も学んできた。

　これだけのエルフがいれば、みんなが加勢してくれれば、あるいは──

　そう思った矢先に、誰も加勢してはくれない現実を突きつけられた。

「メルフィーは、どうするんです？」

「やるしか、ないでしょう？」

「逃げないんですか？　敵かなわないって、分かってるんでしょう？」

「諦めるのは、嫌いなの」

　そう言って、メルフィーは笑顔を見せたあと、窓から飛び出した。

「我が声に応え、顕けん現げんせよっ！　イレイザーっ！」

　その手に、ハルバートが出現する。

　校舎よりもデカイドラゴンに果敢に挑むメルフィーの後ろ姿を、ソウタはじっと見つめていた。

　このエルフを、死なせたくはないな──と。







　もし、街で買い物やデートをしているとき、突然テロリストが銃を乱射したら、どうする？　もし、ゴジラやキングコングのような大怪獣が降り立ったら、どうする？

　逃げる。とにかく、その場から逃げる。

　その行動は、臆病でもなければ愚かでもない。

　当然。正しい行動。

　知識として、知っているからだ。

　その強さ。その硬さ。容赦のなさ。対話の意味のなさ。抗あらがうことの無謀さ。

　エルフたちも、エルフたちですらも、そうだ。

　ドラゴンを前に、エルフは逃げ惑うしかない。

　そんな中、果敢にも脅威に立ち向かう者がいる。

　それが、キサラギだ。

　テロリストが現れたとき、人類ならばこう考える。

　警察がきっとなんとかしてくれると。

　大怪獣が現れたとき、人類ならばこう考える。

　国が、なんとかしてくれる。

　そういう精神的支柱。

　ドラゴンが現れたとき、キサラギがなんとかしてくれる。

　だからこそ、エルフは逃げる。

　逃げの一手に全力を注げる。

　そしてそのことを──




　ドラゴンも理解していた。




　ドラゴンが、エルフを捕食するために街へ出てきて、起こす行動は二パターンだ。

　キサラギが来る前にエルフを食べられるだけ食べ、そして逃げるか。

　立ち向かってくるキサラギを倒してから、悠々と逃げるエルフを食べ始めるか。

　五本指のドラゴンは、当然後者だった。

　自分の力が圧倒的であると、ドラゴン自身が知っていたからだ。

　メルフィーは逃げるエルフたちの合間を縫って、ハルバートを両手でしっかりと持ち、道路を走る。

「いけっ！　イレイザーっ！」

「やっちまえ！」

　メルフィーのことを知るエルフたちがその背中を押すように激励する。

　その声に後押しされるように、メルフィーは加速した。

　このドラゴンのことを、メルフィーは勉強不足で知らなかった。

　黒い体に、真っ赤な右腕。

　右腕のみが炎のように赤いことから、『ワンハンド・レッドドラゴン』と呼ばれている。

（あの右腕が、厄介そうね）

　ドラゴンの一部分だけ形や色が違う場合、そこは弱点ではなく、長所であると、キサラギの経験からメルフィーは知っていた。

　メルフィーは左側から攻める。

　だが──メルフィーは知らなかった。

　メルフィーの経験は、所詮、一本指、二本指のドラゴンのこと。

　こんなところに五本指が現れるなんて、思いもしなかったがために、何のデータも持ち合わせてはいなかったのだ。

　だから、知らなかった。ワンハンド・レッドドラゴンは、シロクマと同じように全個体が『左利き』だということを。

　獲物が右腕を警戒し、左から襲ってくるよう、あえて右手が赤く進化したドラゴンなのだということを。

　メルフィーはビルの壁を蹴り、三角飛びのようにワンハンド・レッドドラゴンに飛びかかった。

　タイミングは、絶妙。

　ワンハンド・レッドドラゴンが右手側に視線をやって獲物を探している瞬間だ。

　死角からの攻撃。

　その大きな頭目がけて、メルフィーは振りかぶる。

　刹那──ハルバートを振り上げたメルフィーの腹部を、ワンハンド・レッドドラゴンの中指が貫いた。

　体がくの字に折れ、手足は弛し緩かんし、ハルバートが地面に落下する。

　長く綺き麗れいな髪が広がり、大きな目は驚きに見開かれたあと、痛みにぎゅっと強く閉じる。

　ごぼっ──と口から鮮血が飛び散った。

（なんて……速……）

　メルフィーは驚きよう愕がくした。

　その巨体に似合わず、その動きは俊敏だった。自分の体より何倍も大きな腕が、見えない速度で攻撃に転じた。

　見ることもなく、気配だけで。

　そう。五本指のドラゴンともなれば、視認せずとも敵の位置を把握出来るのだ。

　周りにいたエルフたちは驚愕と絶望に体を強こわばらせた。

　唯一の希望。

　光。

　拠より所どころ。

　それが今、一瞬にして──奪われたのだ。

　腹部を貫いた左手の指を引き抜くと、大量の鮮血が滝のように流れ落ちた。

　ワンハンド・レッドドラゴンはメルフィーの頭を右手の指で摘まみ、滴る血すら勿もつ体たいないと、大きく口を開けて上を向く。

　流れる血が舌の上で踊り、喉の奥へと消えていく。

　そのまま、指を離してメルフィーを口に放り込もうとした瞬間──

　メルフィーの体がブレ、その場から消える。

　何が起こったのか、誰も分からなかった。

　その後も、何かが高速で動いている様子だけが、見守っていたエルフたちの目に映った。

　巨大なワンハンド・レッドドラゴンの周りを飛び交い、その都度、ドラゴンの巨体が揺れる。

「かはっ──」

　何者かに吹っ飛ばされたメルフィーは、学校の屋上に寝ていた。

　あのとき、油断して腹を貫かれたとき、メルフィーの意識は飛んでいた。

　その意識が戻ったのは、あまりの激痛からだった。

　背骨がぐるりと回転したような痛み。さらに肩けん胛こう骨こつの間から全身の神経をゆっくり引き抜かれたかのように、全身を激痛が走っている。

　悲鳴を上げる暇すらない。ただくぐもった喘あえぎを吐き出し、両手を背中に回して痛みの発生源を押さえながら、体を休ませることしか出来ない。

（何？　なんなのこの地獄のような痛みは……）

　今まで、感じたことのない痛み。

　細胞の一つ一つが歯痛のようにじんじんと重く痛んでいる。

　涙が溢あふれ、頭が爆発しそうなほどスパークしている。

　脳が鈍化しているのか、感覚が鈍くなっているのか、耳から入ってくる音はまるで水中のようにごぼごぼと気持ち悪く響き、景色がゆっくりとスローモーションになっている。

　そのせいか、一秒が数十秒に思えた。

　何時間経たったのか。それとも数分しか経っていないのか。もう何もかも訳が分からない。

　そんな痛みがすーっと鎮静していった頃になって、やっと貫かれた腹部を気に掛けた。

「噓うそ……」

　制服は破れている。確かに、自分は貫かれたはずなのに──肉体は穴が空いてないどころか、血も出ていない。

　地獄のような痛みがあったのに、体は何ともないのだ。

　不思議な感覚に戸惑いながら、はっと今の状況を思い出す。

　ワンハンド・レッドドラゴンの巨体は、まだ健在だった。

（また、あれに……）

　ぞく、っと体に流れたのは、『恐怖』。

　あのとき、メルフィーは確かに死にかけた。

　いや、死んでいたはずだった。

　大きく、強いドラゴン。

　今まで戦ってきたドラゴンとは、比べものにならない強さ。

　自分の培ってきたモノを、一瞬で全て否定されるほどの力の差を感じた。

　だが──

　メルフィーが引くわけにはいかない。諦めたくはない。

　ここで逃げてしまっては、あれを放って置いてしまっては、どれだけのエルフが犠牲になるか分からない。

　今感じている恐怖を、か弱いエルフに感じさせる訳にはいかないのだ。

「今度は──油断しないっ！　我が声に応え、顕現せよっ！　イレイザーっ！」

　メルフィーは手にハルバートを生み出して、またワンハンド・レッドドラゴンに飛びかかる。

　死の恐怖より、使命感が勝ったのだ。

「うああああああああああああっっ！」

　その叫びは、自らの恐怖を吹き飛ばすためのモノだった。

　自分の居場所を、今から攻撃するという瞬間を、敵に知らしめてしまう無謀な行為。

　だが、ワンハンド・レッドドラゴンはメルフィーの方へ顔を向けない。

　ハルバートが振り下ろされる。

　その一太刀で、ワンハンド・レッドドラゴンの頭の一部を『消去』させた。

　メルフィーの『イレイザー』に、如何いかなる防御も通用しない。

　それが鉄だろうが『絶対に破壊されない壁』だろうが、削り取ることが出来る能力。

　ワンハンド・レッドドラゴンの皮膚がどれだけ硬かろうが関係ないのだ。

「うらうらうらうらうらうらうらっ！　うら……あれ？」

　何度も何度も何度も、メルフィーはハルバートを振り、頭を削っていく。

　皮膚、頭蓋骨、そして脳にまで達した瞬間──

　ワンハンド・レッドドラゴンの全身から、炎が噴き出した。

　腕から、腹から、尻尾から、翼から。

　一筋の炎が放射され、周りの家屋を燃やしていく。

　学校の校舎も部分的に黒く焦げてしまった。

　そして、ついにワンハンド・レッドドラゴンは地面に伏せる。

「倒した……」

「イレイザーがっ！　ドラゴンを倒したぞっ！　五本指をっ！」

　沸き上がる歓声。家屋や校舎、体育館などに避難していたエルフたちも皆出てきて、喝采を浴びせる。

　だが、メルフィーは怪け訝げんな表情を浮かべていた。

（……倒した？　私が？　いえ、きっと違う……こいつはすでに『倒されていた』んだ）

　必死に攻撃していたが、その手応えのなさに違和感を覚えた。

　沸き上がる喝采を受けながら、メルフィーは笑顔を作れはしなかった。







　その日の午後の授業はなくなり、自宅に戻ったメルフィーは、すぐに二階へ上がり、ある部屋へと入った。

「ノリノっ！　インターネット貸して！」

「インターネットというか、パソコンね。はい」

　布団に飛び込んで来たメルフィーに、やれやれと溜ため息いきを吐つくノリノ。

　部屋に入るときはノックをしろと言うのは諦め、ごろりと横に転がってスペースを提供した。

「ありがとっ！」

　メルフィーは慣れない手つきでマウスを動かし、指一本でキーボードを叩たたき、検索する。

『新宿のイレイザー、お手柄！』のニュース記事を発見した。

「あー、ネット上でも話題だったよ。何せ、五本指だもんね」

　家族の喜ばしい大手柄に、ノリノは興奮していたが、それを表には出さず淡々と言った。

「そうなんだけど……ノリノ、戦ってる映像とか、どっかに上がってきてない？」

「あー、えっと……ちょうどさっき見てた奴が」

　ノリノは慣れた手つきでメルフィーがワンハンド・レッドドラゴンと戦っている映像を捜し出し、再生させた。

　メタル・ナ・ドラゴンのときとは違い、学校というエルフが大勢いる場所での戦いで、撮影しているエルフも多かったため、すぐに映像を発見出来た。

　メルフィーが突っ込んで、殺されかけたあと、何が起こったのか。

　メルフィーはそれを確認したかったが──

「超スピードすぎてよく見えないけど、ここ何をどうしたの？　誰かの魔導？」

　ノリノが指を差して聞いた。

　巨大なワンハンド・レッドドラゴンの周りを、黒い影がひゅっ、ひゅっ、と動いていた。

　メルフィーをいとも簡単に貫いた指では捉えられない速度。

　一〇〇年前から進化していないケータイのカメラでは残像しか捉えられない速度。

　メルフィーは動画を静止させ、少しずつ少しずつ、コマ送りにしてみるが、それでも黒い残像だけで、何も分からない。

「私じゃない」

　ぼそりとメルフィーは呟つぶやいた。

「え？」

「これ、戦ってるの、私じゃない」

「でも、ほら」

　ノリノはトドメのシーンを再生する。

　必死の形相でハルバートを振るう、メルフィーの姿だ。

「やっぱり……思った通り」

　メルフィーはノリノと違って、別のところに注目していた。

　ドラゴンの、目と舌だ。

　光と力を失った瞳。弛緩した舌。

「何が？」

「私がトドメを刺したとき、このドラゴンはすでに──死んでいた」

　メルフィーはすっと正座して、アゴに手をやる。

「え！　ええ！　じゃあ、えっと……メルフィーが倒したんじゃないの？」

　ノリノは驚き、目をぱちぱちと何度も瞬かせた。

「………………うん」

　疑惑が確信に変わり、メルフィーは眉間にシワを寄せる。

「えっと、ドラゴンって死んだら炎噴き出すんだね。倒しても厄介だね」

　ノリノが最後にドラゴンが倒れるシーンを見ながら言う。

　周りのビルを焦がす、真っ赤な炎を全身から噴き出した後、ずずんと前のめりに倒れる姿があった。

「ううん。これが、きっとこいつの死因。誰かが倒したんだ。『炎』の魔導で」

「それって、『元素オリジン』の使い手がこの街にいたってこと？」

「実は、前にメタル・ナ・ドラゴンを倒したときも、先に倒されていたんだ。『雷』系の魔導で。ほら、ちょうどソウタが家に……来た……日……」

　ドラゴンは、すでに倒されていた。

　誰に？　どうやって？

　そう考えたとき、メルフィーはある仮説へと辿たどり着いたのだ。

「どうかした？」

「ねえノリノ。ソウタって確かこう言ってたよね。この街に来たのは、一度じゃないって」

「う、うーん。よく覚えてないけど」

「ソウタの渡航歴って見れないかな？」

「普通なら、渡航歴を探るなんて無理だろうね」

「そっか」

「えっと……まあ、私なら……出来っけど」

「やって！」

「何をそんなに必死になってるんだか……えっとね。今年の……一月と二月と四月、あとは最近二回ぐらいかな」

　ノリノがデータをどこからか引っ張ってきたのを見て、メルフィーの頭の中で、がっちりと歯車が嚙かみ合った。

「やっぱり……」

「何が？」

「私ね。メタル・ナ・ドラゴンが元素オリジンの使い手に倒されたってクオフに言われたとき、ぴーんと来たのよ。──元素オリジン魔導だったら、純血のエルフの殺害も出来るだろうって」

「うん」

「あの学校には、ううん、あの状況でキサラギのようにドラゴンを倒せるエルフは私しかいない」

「うん」

「今日は違った。今日だけは、違ったの。そう──ソウタが留学してきた、今日だけは」

「……えっと、つまり、メルフィーはこう言いたいのかな？　ソウタがその『元素オリジン』の使い手だって」

「うん。この渡航歴が正しければ、純血エルフ連続殺害事件の時期とも合っている。そして──」

「ソウタには、純血エルフを殺す動機がある」

　ノリノは、メルフィーの言いたいことを理解し、ごくりと唾を飲む。

　そして、しばし沈黙した。

「そう。動機があり、手段もあるとすれば──」

「でも、その手段に問題があるんじゃない？」

　ノリノももしかしたら──と思い始めていたが、どうしてもその仮説を信用出来なかった。

「え？」

「えっと……メルフィーは、ソウタが元素オリジンの使い手だと思っている。さらに、少なくとも雷系と炎系、二種類の魔導を使える。なんなら、純血エルフを殺しに行くための手段も魔導として、このドラゴンを倒したときの高速移動の魔導も使える。少なくとも、四系統の魔導の使い手ということになる」

「そう」

「そんな奴、いるの？」

「……うっ」

　メルフィーは戸惑い、返答出来なかった。

「エルフですら、独り一系統。人間は魔導が使えないのに、ソウタはそれが出来るってことだよね？」

「そう、なるね」

「そんな奴、いるぅ？」

　ノリノは楽しそうに、バカにしたように語尾を上げた。

「うぐ……」

「えっと、そもそも純血エルフ殺害事件が同一犯だってことも確証がないよね」

「はい」

　メルフィーは敬語になっていた。この仮説の優位性は、ノリノにあることを、暗に認めてしまったのだ。

「この渡航歴も月は合ってても日にちまでは合っていない」

「はい」

「それでも、えっと……ソウタが、五本指ドラゴンを倒すほど強いって思う？」

「……そういうことになります」

　言われれば言われるほどに、穴が見つかり、その穴の大きさに戸惑う。

　やっぱり、無理のある仮説だったかな？　とメルフィーが思った瞬間──

「面白い」

　ノリノは、にっと悪戯いたずらな笑みを浮かべた。

「え？」

「それがもし本当なら、超面白い」

「でも、今ノリノが言ったように、あり得ない話じゃない？」

「彼は人体実験を受けていた。その実験内容がもし──」

「複数の元素オリジンを体内に宿した、人類初の魔導師を作ることだったとしたらってことね」

「あり得ない話──ではなく、あり得なくはない話」

「あれ？　ノリノがあり得ないって言ったんじゃない」

「えっと、『手段に問題はある』って言ったけど、『あり得ない』とは思ってない。その仮説──確かめよう」

「どうやって？」

「……キスすればいい」

「ええ！」

「えっと、もし彼に精霊が宿っているならば、精気ではなく、精霊を吸い取れるはず」

「なるほど。ホント、ノリノは何でもよく知ってるなぁ」

「えっへん」

　ノリノは言わなかった。

　全て、ネット上で見聞きした内容で、裏取りも学術的根拠も何もない情報で喋しやべっているとは──

「でもさ。ソウタは長い間辛つらい目に遭ってきた訳だし、ソウタを迎え入れるって話をしたとき、お兄ちゃんもあんまりヒドいことをしないようにって言ってたじゃない？　無理矢理そういうことをするのは、やっぱり気が引けるなー」

「えっと……そのことなんだけど」

「ん？」

「向こうが望めばどうだろう？」

「というと？」

「キスがしたくてしたくて堪たまらないような状況に追い込み、向こうからしてくるように仕向けるの！」

「ええ！　そんなこと、出来るかな……」

「……我々には、難しい」

　ノリノはそう言いながら、無駄に育った胸を見下ろした。

「まあ、そうよね。こんな胸をしてるボインエルフなんかじゃ……でも、エルフと人類は文明も文化も違う訳だし、もしかしたら──デカ胸に嫌悪を抱かない可能性もあるんじゃない？」

「……えっと、メルフィー。これを見て欲しい」

「ん？」

　ノリノがパソコンの画面に映し出したのは──名画『モナリザ』だった。

「これは……？」

「これは、人類の中で一番美しい人物の肖像」

「……こんなのが」

　エルフの美意識からは、考えられないのっぺり顔だった。その胸は、大きくはない。

「さらにこれ」

　次に映し出したのは『ミロのヴィーナス』だ。

「あ、さっきのより綺麗」

「これは、美の女神とまで言われた彫刻」

「………………どっちも、エルフの平均的な胸肉ね」

「これ、これ、これも──」

　ノリノは、次々と名画を引っ張り出す。

　ルノワールの『イレーヌ・カーン・ダンヴェール嬢』。

　フェルメールの『真珠の耳飾りの少女』。

　ジョン・コリアの『レディ・ゴディバ』。

　ファレロの『月のニンフ』。

「……うぐぅ」

　そのどれもが、ボインエルフのような豊満な胸を持っていない。

　世界三大美女と称される楊よう貴き妃ひもクレオパトラも小野小町も、巨乳ではないことを、ノリノから突きつけられた。

「そう、残念ながら、人類もエルフと同じく、小ぶりな胸が好き。ボインエルフのようなだらしない胸は、ただの贅ぜい沢たくな肉でしかない」

「もうやめて！　わかったから……でも……ノリノ、何か勝算がありそうな顔ね」

「えっと……コスチュームプレイという奴をやってみようと思う」

「それはどういう戦術なの？　コスチュームって……服？　でいいの？」

「えっと、人類は裸よりむしろ服を着ている方が興奮するらしい」

「なんで？　裸の方がその……エッチぃじゃない」

「わかんない。しかし、それは好都合。私の『布の魔導』ならば、どんな衣服も拵こしらえ放ほう題だい」

「……一つ、心当たりがあるわ」

「さすが現地の言葉通」

「人類ってね。『冥土の土産』が大好きなのよ」
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　ソウタが家に帰ってきたのは、二一時を回った頃だった。

　制服姿にカバン。そして、学校に出掛けたときは持っていなかった『クーラーボックス』を肩から提げていた。

「あれ？　鍵が掛かってる……夜だし、当然か」

　ガチャガチャとドアノブを回してから、なんの花も植えていない植木鉢の下にある鍵を取る。

「あはは、いつの時代も、鍵を置く場所は一緒だな」

　なんて楽しそうに言いながら鍵を開けて中へ入ると──

「お帰りなさいませご主人様お帰りなさいませご主人様お帰りなさいませご主人様～」

　一息に、早口に、メルフィーが元気よく迎えてくれた。

「……どうしたんですか、それ」

　ソウタは困惑した。

　メルフィーは今『メイド服』を着ていたからだ。

　何故なぜ急にこんなコスプレを始めたのか。

　そしてあの挨拶。

　これではまるで、メイド喫茶のようではないか。

「ノリノに作って貰もらったの。……こういうの、嫌いだった？」

　メルフィーはスカートの裾を摘まんで広げながら、恥ずかしそうに言った。

「…………大好きですけど」

　ソウタは率直に伝えた。こういう出迎えは大歓迎だ。

　女子というのは、服装一つ、髪型一つで印象ががらっと変わる。

　そして、この変化は、良い変化だとソウタは笑顔を見せていた。

「やっぱりそうなのね！　良かった。じゃあ改めてお帰りなさいませご主人様～」

「た、ただいま」

　メイド喫茶など行ったこともないソウタは戸惑いつつも靴を脱いで玄関を上がる。

「ご主人様入りまーす」

「はいヨロコンデー」

　居間から明らかに喜んでいない、ただ機械的に返事をしただけのような声が聞こえてくる。

　居間へと向かうと、そこにはメイド服のノリノが厨ちゆう房ぼうに立っていた。

「いらっしゃいませ！　メイド喫茶『フウリンヘザン』へようこそ！」

　とメルフィーが両手を広げてにっと白い歯を見せた。

「……フウリンヘザン……って言うのは？」

「私が一番好きな言葉。徐しずかなること──」

「それは知ってるんですけど、その……『ヘ』の部分がちょっと違ってます」

「そうなの？　爆発すること屁への如ごとく……じゃないの？」

「本当は『風林火山』で、へじゃなくて火なんです。炎って意味の。火曜の、火」

「へえー。そっちの方が格かつ好こいいね！　ようこそメイド喫茶『フウリンカザン』へ！」

「どうも」

「あ、おタバスコはお吸いになられますか？」

「ちょっと言い方間違ってますよ」

「あ、おタバスコを一気にお吸いになられますか？」

「吸わない吸わない！　なんでより強烈に吸わせようとしてんすか！　古典的ギャグじゃなかったら見逃す間違え方やめてくださいよ！　それ以上高度なボケだったらツッコめませんから！」
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「こちらのお席にどうぞー」

「あの……はい」

　慌てて文字数の多いツッコミをしてしまい、ソウタは反省していた。

　あそこは、「間違ってるのはそこじゃねえよ」か、「タバコだよっ！」の一言で良かったはずだと。

　ソウタは先にシャワーを浴びたかったが、とりあえずメルフィーが満足してくれればいいなと、居間の端にカバンとクーラーボックスを置いて、席に着く。

「こちらメニューになっとります」

「なんか、ちょこちょこ言い回しが気になりますけど……どれどれ」

　基本メニュー。

　レンバス。焼きレンバス。塩レンバス。レッドホットレンバス。

　コースメニュー。

　並。上。特上。極上。

　レンバス、レンバス、レンバス……

　エルフの食事はレンバスのみだ。

　今や、酒もマヨネーズも醬しよう油ゆも全てレンバス粉から作られている。

　小麦にも米にも大豆にもトウモロコシ粉にも卵白にもなる万能植物。それがレンバス。

　レンバスの粉から、地球にあった八〇％の調味料を再現することが出来た。

　主食にするレンバスは、甘みはクッキーのようでいて、歯応えはクラッカーのような食べ物で、味と食感はメロンパンの上の部分が一番近い。

　これを昼と夜に掌てのひらサイズを一つずつ食べるだけで、一日の栄養は足りるどころか有り余る。エルフの体型がみな同じなのは、レンバスのみをみんなが食べているからだ。

　エルフたちは食というモノに楽しみを見み出いだしておらず、このレンバスだけ食べていれば生きていけるので、他のモノを食べる人類を野蛮だと考えていた。

　動物の命、最低限以上の植物の命を狩って食べるなど、それこそ、野獣のすることであると。

　しかしながら、二つの世界が合体して一〇〇年で、『食欲』というモノが芽生えたエルフも少なからず存在する。

　ソウタが持って帰ってきたクーラーボックスも、そういうエルフから借りたモノだったのだが、中身を出すタイミングを見失ってしまっていた。

　じっくりメニューを何度も読み直したソウタが手を上げると、メルフィーが少し屈かがんで注文を聞く。

「じゃあ、せっかくですし……極上コースってのをお願いします」

　というソウタの声を聞いて、ノリノがガシャンと皿を落とした。

「極上……噓うそ……でしょ……まだ……心の準備が」

　今にも泣き出しそうな顔で冷蔵庫にもたれ掛かるノリノの姿に、ソウタは狼狽うろたえた。

「え！　そんな心の準備がいるような奴なんですか？」

「ノリノっ！　ご主人様が選んだコースは絶対に遂行するって決めたじゃないっ！　勇気を出すのよっ！」

　まるで赤紙が来たときのような絶望の表情と落ち込み方に、メルフィーが駆け寄り激励する。肩を揺さぶっても、ノリノの体には、力が入らない。

「勇気がいるんですか？　あのー、並コースでも別にいいんですけどー」

「遠慮なんかしなくていいの！　あなたがしたいモノを…………我々はやるしか、ないんだから」

「なんでそんなに急に深刻な事態になっちゃったんですか？　いや、どういう事態なのかわかんないんですけど」

「立って……」

「え？　座ったところなのにですか？」

「お風呂へ、どうぞ」

　この遊びがどういうモノなのか、未いまだに要領を得ないモヤモヤを抱えながら、ソウタは居間から風呂場へと移動する。

「あ、着替え……」

「着替え、用意してるから入って。いいから早く」

　ノリノが頰ほおを赤く染めて言う。

「はあ」何を赤くなっているのか分からず、脱衣所で服を脱ぐと、風呂場へ。

　浴槽に湯は張っておらず、シャワーを浴槽に向けて蛇口を捻る。

　シャワーに手を当ててお湯が出てくるまで少し待っていると──

　ソウタは目を丸くした。

　そして、さっと股間を両手で押さえた。

「はい極上入りまーす」

「えっと、よ、ヨロコンデー」

　ビキニ姿のメルフィーとノリノが、狭い浴室へ入ってきたのだ。

　メルフィーは長い髪をゴムでポニーテールに纏まとめながら、ノリノは恥ずかしげに顔を真っ赤にして、もじもじと両手を擦こすり合わせながら。

「な、なななななんなんですかっ！」

　ソウタはノリノと同じように耳まで真っ赤にして背中を向ける。

「極上コースだけど？」

　きょとんと小首を傾かしげるメルフィー。

「えっと……『並』がメルフィーのマッサージ。『上』が私とメルフィーでマッサージ。『特上』がメルフィーとお風呂で、『極上』は私とメルフィーで体を洗ってあげるという内容になってて」

　ノリノの説明は、全て初耳だった。

「我が声に応え、顕けん現げんせよっ！　イレイザーっ！」

「怖い怖いっ！　え！　魔導使うんですかっ？」

　詠唱が聞こえ、ソウタは怯おびえに怯えた。

「あー心配しないで。私のイレイザーは紙を傷つけずに文字を消すぐらい繊細な操作が可能だから。皮膚を傷つけず、表面にある垢あかや老廃物だけを綺き麗れいに消去してあげる。さ、座って」

　両手に石けんのような四角いモノを持ちながら、メルフィーは笑顔で言った。

「なんでボクだけ裸なんですか」

「いやあ、私も最初は裸の付き合いをしようと思ったんだけどさ。人類の人って、水着姿が大好きだって話で」

「……まあ、嫌いじゃないですけど、裸の方が──」

「さっ！　さっさとやろう！」

　ノリノがソウタの言葉を遮った。

　もしここで裸の方が好きなんて言われたら、メルフィーはきっと「じゃあ私たちも裸になりましょう」なんて言いかねない。

　そんなこと、恥ずかしすぎて出来る訳がない。

　このビキニが、最大限の妥協なのだ。

「……はい」

　ソウタは言えなかった。「ボクも恥ずかしいんで、出て行って貰もらっていいですか」とは言えなかった。

　心のどこかに、女子に体を洗って欲しいという下心があったのかもしれない。

　ソウタが股間を押さえたまま椅子に座ると、メルフィーが床にヒザを突いて、ソウタの背中をシュインシュインと洗い出した。

「なんかシュインシュイン言ってますけど！」

　ごしごしではなくシュインシュインだったことに恐怖を覚え、ソウタが悲鳴に似た声を上げる。

「大丈夫大丈夫。毎日やってるから失敗しないって」

「失敗したらどうなるんですか？」

「そりゃあ、抉えぐれる」

「……それはヤバイです！」

「えっと……顔はこっちお願いします」

　ぐいっと顔を正面に戻された。

　そこには、ノリノの小柄な体に似つかわしくない、巨大なおっぱいが──

（デカイ……）

　ノリノの身長は、メルフィーより低いが、そのおっぱいは、メルフィーと同じサイズ。

　そのため、同じサイズなのに、より大きく見えてしまう。

「何かしゅ？」

「はい？　なんかしゅ？」
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「何回、かしゅるの？」

「かしゅる……あ～、じゃあ、二回で」

　かしゅかしゅとシャンプーを手に出して、ソウタの黒髪を洗っていくノリノ。

　わしゃわしゃと髪を洗えば、ぷるぷると小刻みにおっぱいが揺れる。

　さらに水晶玉に手をやる占い師よろしく、脇を開いてやるもんだから、綺き麗れいな脇も見放題。

　むっちりの神髄とは何か。

　それは──脇である。

　おでこから垂れてきたシャンプーにうっすらと目を閉じるが、全て閉じてしまうのが名残惜しくなるほど、その光景は素晴らしかった。

　さらに──

「はいじゃあ次前洗うから手どけてー」

　と、メルフィーが後ろから腕を回してきた。

　背中に、水着が当たる感触がしたと思ったら──柔らかな衝撃。

　おっぱいを、背中に押し当てながら、ソウタの胸や腹を洗い始めたのだ。

「あぁう……」これには思わずソウタも声を上げざるを得なかった。

（どうしてこうなったんだっけ？　なんなのこの状況……）

「はい終わり」

　メルフィーの密着洗体が終わり、シャワーでシャンプーの泡を流されて、なんだか全身が軽くなったような気持ちになったソウタの顔を、タオルのようなモノでさっと拭き取られる。

　そのタオルは、今まで感じたことのないほどのふわふわかつ、一瞬でしっかりと水を吸い取る魔導のようなタオルだった。

　わしゃわしゃとタオルで髪を揉もまれると、まるでドライヤーで一〇分ほど乾かしたかのように、水気は飛んでいた。

「これは……魔導ですか？　すごいふわふわで、気持ちいいですね」

「あ、分かった？　私の魔導。布の」

　やっとノリノが笑顔を見せた。

　魔導を誉ほめられて、嫌な思いをするエルフなどいないのだ。

「詠唱とか無しで出せるもんなんですね」

「シャワーの音で聞こえなかったんじゃない？　ノリノ、いつも超小声でやるし。着替えもノリノが魔導で用意してくれてるんだよー」

「……あの、出来れば独りで着替えたいんですけど」

「そう？　あはは、そうだよね恥ずかしいよねぇ」

「私だって、見られたくないし」

　うんうん、とノリノが共感する。

「じゃ、先居間に戻ってるね」

「えっと、私たちの着替えが終わるまで、待って欲しい」

「あー、はい。それはもちろん。じゃあ、終わったら声を掛けてください」

「はーい」

　メルフィーとノリノは笑顔で風呂場を後にする。

　脱衣所で着替えるのかとソウタは思ったが、どうやら居間で着替えるようなので、ソウタも脱衣所へ向かう。

　ごうんごうんと動く洗濯機の上に、服が畳んで置いてあった。

　ワイシャツと下着のみ。

　その下着を手に取り、ソウタはあんぐりと口を開けたまま震えた。

　その下着は、女性物の下着。

　それも──『いちごパンツ』だったのだ。

（こ、これを穿はくのか……）

　穿きたくない。だが、脱いだ分はもう洗濯機の中だ。

　眉をきゅっと寄せ、険しい眉間のまま、仕方なく下着を穿き、ワイシャツを着る。

　ワイシャツのサイズがデカイ。

　腕を伸ばしても指先すら出ない。

「着替え終わったよー」

　とメルフィーの声が聞こえてきて、ソウタは脱衣所を出た。

「いらっしゃいませいらっしゃいませぇ～」

　色々な言いたいことがレベルＭＡＸのテトリスのような速度で募っていたが、とりあえず──

「『お帰りなさいませご主人様』はどこへ旅立ったんですか」

「え！　だって、もう帰ってきてるし」

「築地かと思いましたよ。──で、この格好、なんなんですか？」

「え？　確か現地人の人は『いちごパンツ』と『大きいワイシャツ』が好きなんだよね？」

「…………着るのが、じゃあ……ないんですよねぇ」

　いちごの柄をしたパンツ。確かにそれは好きだが、穿きたい訳ではない。

「どういうことなの？」

「いちごパンツが好きなんじゃなくて、いちごパンツを穿いている女の子が好きなんだと思います。そして……いちごパンツ、ボクはそれほど好きじゃありません」

「ええ！　じゃあ何が好きなの！」

「しましまです！　青と白のしましまが好きなんです！」

「ええっ！」

　急に、メルフィーが顔を真っ赤に染め、きゅっとスカートを押さえた。

「どうかしました？」

「なんで私がしましまだって分かったの？　見た？」

「ええ！　いえ！　知りませんでしたから！　たまたまです！」

「たまたましましまだっただけ？」

「たまたましましまだっただけです」

「たまたましましまだっただけかー。で、どう？」

　メルフィーはほっとした表情のあと、揉もみ手でをしながら聞いてきた。

「どう……って？」

「したくなってきたんじゃない？」

「何をですか？」

　ぐぐいっと体を寄せてくるメルフィーに、ソウタは引きつった顔で肩を竦すくめた。

「これだけのぉ？　サーヴィスをぅ？　受けてしまったらぁ？」

「まあ、とてもその……素敵な体験ではありましたけど……」

　メルフィーが何を求めているのか、ソウタは分からなかった。

　そしてメルフィーも、「キスをしろ」とは言わなかった。

　あくまで、ソウタにソウタの意思で、キスをしたくなって貰うのが今回の計画だったからだ。

「メルフィー、ちょっとテレビ見て」

「え？」とんとんと肩を叩たたかれ、メルフィーはテレビに目を向ける。

　ドラマが流れていたが、その画面の上に、速報が入っている。

　その内容を見て、メルフィーは目を丸くして驚いた。

　またもや純血のエルフが殺害されたという。

　メルフィーとノリノは、すぐさまソウタの顔を見る。

　もしソウタが犯行に及んでいたならば、何かしらのリアクションを取るだろうと。

「また殺しですか？　怖いですね」

　残念そうな顔。

　まるで、無関係のような顔だ。

（絶対にあやしい……）

　メルフィーは、疑いを深めていた。

　テーブルにあるリモコンを押して、ニュース番組を確認する。

　事件が起こったのは、本日二〇時。

　護衛にキサラギ一〇名を付けていた純血エルフの銀行員が、何者かによって惨殺されているところが見つかった。

　どこからどうやって犯行に及んだのか、キサラギ一〇名の誰も目にしていないという。

　他の銀行員も、怪しいエルフはいなかったと証言し、事件は謎のまま。

　学校が終わったのが、一二時過ぎ。

　だが、ソウタが帰ってきたのは、二一時過ぎ。

「えっと……そう言えばソウタ。帰ってくるの遅かったけど、どこ行ってたの？」

　ノリノが直球を投げた。

（ちょっと！　そんなこと言ったら疑ってるってバレるでしょうが！）

　とメルフィーは肝を冷やしたが、ソウタはメルフィーとノリノが疑いを持っているなどと思いもしなかった。

「あ！　怒ど濤とうの衝撃にすっかり忘れてた！　それなんですけど、ちょっと魚を捕ってきまして」

「魚？　って、あの水中でしか生息出来ない？」

「せっかくなんで、今日は料理でも振る舞おうかなーって」

「へえー。それって、現地料理ってこと？」

「と言っても、ただの塩焼きなんですけどね」

　そう言いながら、ずっとほったらかしだったクーラーボックスを開ける。

「塩焼き……」

（……誤魔化した）

　ノリノも、いよいよソウタを疑い始める。

　魚を捕っていたから、帰りが遅れた？　偶然、純血のエルフが死んだ時間に？

「いやあ、魚を食うエルフがいるんですねー。本当はボク独りで食べようかなと思ってたんですけど、漁師のエルフさんがクーラーボックスを貸してくれて。実は魚を食べるエルフも増えてるんですって。あ、キッチンお借りしますよ」

「へえー。まあ私も興味はあるかなー。って、お借りするも何も、ここはソウタの家じゃん。何でも好きに使っていいよ」

　メルフィーは笑顔を向けながらも、ちらりとノリノを見た。

　ノリノは真剣な表情で一つ頷うなずく。

　やっぱり、ソウタは怪しい。

　これほど自分からべらべらと喋しやべるのは、初めてのことだ。

　もうこれ以上、エルフ殺害事件のことは触れるなと言わんばかりに。

　キッチンへ立つソウタを見ながら、メルフィーとノリノは顔を寄せる。

「ちょっとメルフィーっ。追及するチャンスだったのに」

「そうなんだけど、あなたが殺したの？　なんて言いにくいじゃない」

　メルフィーとノリノはひそひそとウィスパーボイスで囁ささやき合う。

「そう言えば──」

　包丁でうろこをがりがりと削るように剝はがしながら、ソウタが先に声を掛けてきた。

「な、なに？」

　焦るメルフィーは、やはり追及するチャンスを逃した。

「どうして、メイド喫茶みたいなことを始めたんですか？」

　水道水で丹念にうろこを取り去りながら、ソウタは疑問をぶつけてみた。

「それはその……なんと言いますか、目的を言ってしまうと達成が困難になりますんで」

「あ、何かゴールみたいなモノがあったんですね」

　腹を裂いて内臓を取り出す。

「ええ、まあ」

「教えてくださいよ～。ボクもその目的を達成出来るように、こう、頑張りたいですし」

　エラも切り取って腹の膜も切り裂き、血合いを洗いながら取り除く。

「いやいや……あ、じゃあこうしようか。──私は目的、答えを言わない。でも、三つまで質問には答えてあげるから、それで勝手に想像して解釈するって感じで」

「あはは、ゲームみたいですね。分かりました」

　それを三枚に下ろして味付けし、オーブンで塩焼きに。

　手を洗いながら質問を考えた結果、最初の質問は──

「じゃあまず……学校関係ですか？」

「いいえ」メルフィーは伏し目がちに首を振った。表情からヒントを探られないためだ。

「演劇とか屋台とかするのかなって思ったんだけどな……んー。じゃあ二つ目。どこかにカメラはありますか？」

「いいえ」

「テレビ番組のドッキリ企画でもない……か。えー、じゃあなんだろう。あ！　じゃあ最後の質問です」

「ど、どうぞ」

　当てられたらどうしようとドキドキしながらメルフィーは上目遣いにソウタを見つめる。

「あなたが今一番欲しいモノはなんですか？」

「………………真実」

「哲学的っ！　ええ！　違うの！　何か欲しいモノがあって、それをボクに強請ゆするのかと思ったんですけど！　ちょっと答え教えて下さいよー」

「ダ～メ。質問には答えたんだから、あとはご勝手に推理しなさいな」

「むぅ～。モヤモヤするなぁ～」

　そうこうしている内に、マダイの塩焼きが焼き上がっていた。

　知識として知っていたが、実際にやってみたのは初めてで、手際が良いとは言いがたい出来ではあったが、ちゃんと出来たと自画自賛する。

　丸々三尾焼いても良かったが、もし「やっぱり食べられない」と言われてもソウタが一気に食べられないので、三枚に下ろしてメルフィーとノリノに用意したのだ。

　魚の肉を食べることすら野蛮だと考えているエルフに、『尾頭付き』は出せない。

「どうぞ」

　焼きたてのマダイを、皿に乗せて、他は何も付け合わせもなくテーブルへ。

　席に着いて、ナイフとフォークを手にしたメルフィーは、一度「うわぁ……」と声を出したあと、ソウタに顔を向ける。

「良い色のお皿を選んだね」

「誉めるところはそこですか！」

「えっと……バラバラ焼死体……えげつねぇ」

　ナイフでつんつんと突きながらノリノが言う。

「言い方っ！　それは言い方のせいです！　とりあえず食べてみて下さい。ダメそうだったらボクが食べるんで」

「うん……」

　メルフィーはナイフで一口分を切り取り、フォークで刺してぱくりと口に入れた。

「んんっ！　噓うそっ！　何これ！　おいしっ──」

　メルフィーがナイフを持った方の手で口を押さえ、目を丸くした。

　その目には、驚きと喜びが映る。

「良かった。お口に合ったようで」

　ソウタはほっと胸を撫なで下おろす。お世辞のリアクションとは思えなかったからだ。

「焼きレンバスのように香ばしく、干しレンバスのようにパッサパサなのに、蒸しレンバスより柔らかな歯触りに、浅漬けレンバスのような強めの塩分……うんうん凄すごい美味おいしい！」

　メルフィーはあまりの衝撃に、饒じよう舌ぜつになった。

「なんでこんな美味しいんだろう……複雑な気分」

　ノリノは顔をしかめていたが、手は止まらない。

「こんなに美味しいなら、命を冒ぼう瀆とくする野蛮行為も頷けるね」

「喜んで貰えて嬉うれしいですよ」

「えっと……美味しいけど喜んではいないから。美味しいからって命を奪っていいなら、ドラゴンがエルフを食べるのだっていいってことになる」

　ノリノはむっとした表情で調子に乗るなとばかりにソウタを見る。

「……そうですね。すいません。文化を押し付けてしまって。下げます」

「えっと……下げなくてもいいけど。……で、まだあるんでしょ？　もうないの？」

「え？　まああと二尾一応ありますけど」

「えっと……焼いちゃっていいと思うな」

「いいの？」

「私ももう少し食べたいなーって」

　メルフィーもノリノも、すぐに完食してしまった。

「あ、じゃあメルフィーはおかわりってことで」

「ちょっと待って。私もだから」

　ノリノはギロリとソウタを睨にらみ付つける。

「え？　でも美味しくないんですよね？」

「何度も何度も美味しいとは言ってる。喜んではないけど。野蛮で傲慢で気持ち悪いけど、私もおかわりが欲しい」

「好きなのか嫌いなのかよくわからないですね」

「嫌い。大っ嫌い。でも美味しいから、もっと食べたい。これには、……えっと、生レンバスが凄く合うと思う」

「生レンバスっ！　それ絶対美味しい！　レンバスとレンバスで挟んで食べようよ！」

　メルフィーがノリノの提案に身を乗り出してテンションを上げた。

「あ、だったら次は揚げにしましょうか」

「揚げ？」

「レンバス粉をまぶして油でからっと揚げて「許可っっっ！」」

　言葉の途中でノリノが叫ぶように言った。

「えっ！」

「聞いてるだけで美味しそう。好きにやって」

　ノリノはまだむっとした表情だった。

　が、口の端からたらっ──とヨダレが零こぼれ、それを手で拭いて、顔を真っ赤に染める。

「あ、でもお兄ちゃんの分は？」

「帰ってくるのを待ちますか？」

「ただいまー」

　噂うわさをすれば、ギャルフォードが帰ってきた。

「あ！　お帰りなさいませご主人様お帰りなさいませご主人様お帰りなさいませご主人様～。おタバスコは一気にお吸いになられますか？」

　メルフィーが急いで玄関へと向かい、出迎える。

「ええっとぉ、どうしたんだい？」

「はいお客様入りまーす」

「はいヨロコンデー」

「はい、よろこんで」

　ソウタは楽しそうにノリノと同じ言葉で出迎えた。







　メイド喫茶とマダイパーティで盛り上がったメルフィーは結局、問い詰めることもキスすることも出来なかった。

　次の日になって、登校すると、席に着くなり溜ため息いきを吐つく。

（はあ。ソウタの真実、暴けなかったな）

　一度誤魔化されて以来、殺害事件の話を振るタイミングを佚いつし続けていた。

「やあ、おはよう、イレイザー。純血エルフの護衛はどうだった？」

　メガネエルフのクオフがやってきて、声を掛けた。

「あ、おはよー。今度は一発オッケーだったよ。ドラゴンを倒したことがあるってのが条件だったからねー」

　メルフィーは純血エルフの護衛任務にまた応募していた。

　そして、今度は受かったのだ。

「さすがだな。君の実力は知っていたつもりだったが、まさか五本指ドラゴンを倒すほどとは」

「ま、まあ……私の魔導なら、その……どんな防御力も無いに等しいし、それが三本指だろうが五本指だろうが、通じるってことよね」

　本当は自分の手柄ではないという後ろめたさからか、メルフィーは早口にぺらぺらと喋った。

　ノリノには真実を語ったが、同じキサラギであるクオフには真実を伝えなかった。

「なるほどな」

「え？　信じてくれるの？」

　クオフとメルフィーは何度も一緒にドラゴン退治をしてきた『親友』と呼ぶべき戦友だ。

　メルフィーの実力は全て把握している。

　五本指のドラゴンなんか、倒せる訳もないのに。

「ああ、……あの留学生が」

「え？」

「いや、何でもない。おめでとうと言っておくよ」

　クオフはくいっとメガネを上げて、首を横に振った。

　そのときだ。

「勘弁してくださーい！」

　ソウタの悲鳴が轟とどろく廊下を、メルフィーとクオフはちらりと一いち瞥べつする。

「あっちゃあ……トイレに行くぐらいなら捕まらないと思ったんだけどなー」

　メルフィーはソウタと一緒に登校してきた。

　理由は、まだソウタを狙っているエルフがいるからだ。

　トイレに行っている間ぐらいならば、と油断していた。

　立ち上がったメルフィーを、クオフが手で制する。

「私が行こう」

「そう？」

　メルフィーはクオフだったらソウタを救えるだろうと、席に着く。

　ゆっくりとスカートを閃ひらめかせながら教室を出て行くクオフの背中を見つめながら、メルフィーは嫌な予感がしていた。

　そのクオフの後ろ姿は、ドラゴンに挑むときと同じく、勇ましいオーラに包まれていたからだ。







「本当はぁ、楽しんでるんじゃないっすかぁ？」

　甘ったるい吐息。

　ソウタは女子トイレの個室で、あのシェーキを欲しがるエルフ『ニスト』に捕まっていた。

　手は後ろに回されて、両手の親指を紐ひもで固定されている。指などで搔かくようにしてなんとか解ほどこうとするが、全然解ける気がしない。

「い、いえ！　そんなことはないですっ！」

　便座に座らされ、ニストはソウタの膝の上に乗る。大きく足を開いて、首に手を回し、その一挙手一投足にソウタはドキドキした。

「キス、したくないんですよねぇ？」

「はい。そうです」

「私はぁ、キスがしたいわけじゃないんだけどぉ……そこまで嫌がるなら、したくなっちゃいますよねぇ」

　くすくすとからかうように笑いながらニストは言う。

　ずいっと顔を寄せられて、ソウタは必死に顔を背けた。

「じゃあ何がしたいんですかっ！　してどうするんですかっ！」

「……エルフの、子供の作り方って知ってますかぁ？」

「え？　それはまあ……エルフも人類も似たようなもんかなーなんて」

「エルフはぁ、人類とキスをすることで精気を吸い取ることが出来る。そして、その精気を使って──妊娠することも出来るんですよぉ」

「そ、そうなんですかっ！　いやいや、それを聞いたらますます迂う闊かつには出来ないですよ」

「でも、私はぁ、それでは妊娠が出来ないんです」

「エルフなのに？」

「私の種族名は『ニセサギエルフモドキダマシ』。これで分かるでしょう？」

「ええっとぉ……もう少し説明が欲しいです。それって結局エルフなんでしょうか？」

「地球とぶつかる前から存在した、エルフに似た種族。それが『サギエルフ』です」

「それは、エルフではない？」

「長耳ではあったんですけどねぇ、エルフではないんです」

「へえー」

「そのサギエルフの中にぃ、よりエルフに近い種族がいた。それがニセサギエルフ」

「はい。ほぼエルフってことですね」

「そのニセサギエルフと人類のハーフで生まれたのが、ニセサギエルフモドキ。これは、エルフよりむしろ人類よりの、エルフとはほど遠い種族だった。でも、このニセサギエルフモドキの中に、エルフに近い種族が──」

「ああもう訳が分かんなくなってます！　え？　エルフなんですか？　エルフじゃないんですか？」

「せっかくもうゴールなのに？」

「結論を下さい」

「ニセサギエルフモドキダマシが妊娠するには、シェーキが必要」

「つまり、人類に近いと？」

「いや、それはニセサギエルフモドキ。ニセサギエルフモドキダマシは、エルフに近い」

「ええっとぉ、エルフだったら精気でよくて、人類だったらシェーキが必要で、でもエルフに近いからええっと」

「とにかく、私はぁ、人類のシェーキで子を産みたいということなのです」

「とんでもなく恥ずかしいことをきっぱり言わないで下さいっ！」

「恥ずかしい？　子を産み、育てることの何が恥ずかしいのですかぁ？」

「目的は素晴らしいですけど！　手段まで口にするのが恥ずかしいんですっ！」

「へえ、面白い考え方ですねぇ。そうか、人類はシェーキを口の中でくちゅくちゅすることを恥ずかしいと思うんですねぇ。可愛かわいい～」

「より具体的に言わないでくださいっ！　……でも、なるほど、エルフに近いって意味が少し分かりました。ニセサギエルフモドキダマシは、口からシェーキを飲み込んで妊娠出来るんですね。それは、人類では不可能です」

「美味おいしくないから全部は飲まないですよ？　お口の中でくちゅくちゅしたあと、ぺってします」

「さらに具体的に言わないでくださいっ！　恥ずかしいですからっ！」

「恥ずかしいですかぁ？　え？　じゃあ～、ソウタは歯磨きをするのも恥ずかしいのですかぁ？」

「歯磨き？」

「白い液体を棒に付けてぇ、お口の中に放り込んでくちゅくちゅしたあとー、ぺってしないんですかぁ？」

「……いや、しますけど」

「人類ってぇ、歯磨きすることすら、恥ずかしいことなのぉ？」

　ニストはバカにしたように笑った。

「……はいっ！　歯磨きはっ！　恥ずかしい行為ですっ！」

　ソウタは強く言い放つ。

「えぇ、そんなこと……いや、あれ？　確かに見られると恥ずかしい気がしてきた」

「でしょう？」

「でも、どうしてかなぁ？」

「ん？　何がです？」

「ソウタは、どこか余裕があるように思えるんですよねぇ。そう、まるで、この状況を打破する『切り札』みたいなのを隠しているような……」

　ニストがソウタのアゴを細い指でなぞる。

　そのとろんとした瞳と甘い吐息に、ソウタは苦笑いしか出来ない。

「それは、私のことかな？」

「え？」

　ごすっ──後頭部を強打され、ニストは気を失った。

　全身の力が抜けて、ぐだっとソウタにのし掛かる。

　そのまま横へずり落ちそうになるのを、両手が使えないので、足と頭と肩を使い、必死にソウタは抑えた。

「エルフを止める手段、それしかないんですか？」

　助けに来てくれたクオフをニスト越しに見ながら、溜ため息いき交じりに言った。

「授業でもやったろう？　ほどよくエルフを気絶させる方法。力こそが全てのこの社会では、安全かつ速やかに気絶させる方法が必要だと」

　ニストの体を抱きかかえ、個室から引きずり出すと、隣の個室へ連れて行くクオフ。

「ええまあ……でも、助かりました。ありがとう」

　戻ってきてソウタの指を拘束している紐を解くクオフに、ソウタは優しい声で礼をする。

　やっと解放され、紐の痕が残る親指をさすりながら笑顔を向けた。

　立ち上がり、トイレから出ようとしたら、鍵が掛かっていることが分かった。

「あれ？」

　当然、鍵は内側から掛けるモノ。鍵を開けて外へ出ればいいのだが、ソウタは疑問に思った。

　何故なぜ、鍵が掛かっているのだろうか？　──と。

　ニストが鍵を掛けたのなら、どうやってクオフが入って来た？

　クオフが入って来たのなら、鍵は開いているはず。

　つまり──この鍵は、最後に入って来たクオフが掛けたモノ。

「ねえ、クオフ……どうして……」

　ソウタは振り返り、そして驚いて後ずさりし、ドアに背中をぶつけた。

　クオフが、制服を脱ぎ始めたのだ。

　インナーシャツも脱ぎさると、ぷりんとした小ぶりのおっぱいが現れる。

　エルフに、ブラジャーを着けるという文化はない。

　補強も補正も支えも必要ない。激しい運動如ごときで傷つくような、ヤワなクーパー靱じん帯たいを持っていない。

　垂れぬ！　崩れぬ！　色いろ褪あせぬ！

　それが、エルフのおっぱいである。

「な、ななななな……」

　ソウタは顔を真っ赤に染めて、だが目を離せずにいた。

　メルフィーの巨乳も素晴らしいが、エルフらしいおっぱいもまた、素晴らしい。

　クオフは恥ずかしげに顔を赤く染め、腕で胸を隠しながらも、服を脱ぐ作業を止やめない。

　スカートがすとんと落ちて、純白のパンティ様がお目見えになられた。

　さらに、その下着すら、するりと脱ぎ去ってしまう。

「何をしてるんですかっ！」

　ソウタはとうとう声を荒らげた。
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「私は、力が必要なのだ。だから、君の力を借りたい。そのためならば──その代わりに、私の体をどう扱って貰もらっても構わない」

　クオフは腕で胸を隠していたが、意を決したように両手をすっと下ろし、全てをさらけ出した。

「どう扱ってもって……どう？」

「ど、ドスケベを、すればいいと思うぞ」

「しませんよ！」

「人類は……人類のオス種は、女体を弄いじくり回すことに情熱の全てを賭けると聞いている。それを、させてやろうと言うのだ」

「やりませんよ！」

「な、何故だ！　私は、自分の容姿には少し自負心があるのだ！　そのプライドごと、君は受け入れてくれないというのか！　なんと残酷な仕打ち」

「えっとその……クオフは、ボクのことをその……好きなんですか？」

「ああ、それなりに」

「それなりに？」

「文房具で言うと、でっかい三角定規ぐらいだ」

「……そこそこの好意は感じ取れますけど……じゃあやっぱりダメです」

「メルフィーには、したのにか？」

「し、してませんよっ！」

「奴の力で五本指のドラゴンを屠ほふれる訳がないっ！　貴様がっ！　接せつ吻ぷんして……接吻して……」

　クオフはそこで恥ずかしさのあまり言葉に詰まって、目を背けた。

　クオフが他のエルフと同じようにソウタの唇を狙ってこない一番の理由がこれだった。

　クオフにとって、キスという行為が、恥ずかしかったから。

「クオフは魅力的な女性だと思いますし、そりゃあ好きに出来るならしたいですけど……それをこう、なんと言いますか、交渉の道具みたいに扱いたくはないです。すいません」

　ソウタは鍵を開けて、急いで女子トイレから脱出した。

「あっ」クオフは追いかけようとしたが、自分が今ほぼ裸の状態であることで、それが出来なかった。

「んー、やっぱりダメかー。よっこいしょっと」

　後ろから声が聞こえ、クオフは体を抱くようにしてうずくまる。

　だが、窓から入って来たのがメルフィーだったことを確認し、ほっと息を吐いてすぐに立ち上がった。

「メルフィー。見ていたのか」

　制服を着直しながら、クオフは溜ため息いきを吐つく。

「まあ、最後の方だけね」

　メルフィーは窓からトイレの中に入ってきて、そのまま壁にもたれながらクオフの着替えを見つめていた。

　クオフの体は、エルフらしい見事なプロポーションだ。

　メルフィーはメイド喫茶フウリンヘザンでダメだったとき、裸で迫るという手を考えたが、人類は巨乳が好きではないという先入観から、実行には移さなかった。

　そして今、裸で迫っていても無理だったと確信したのだ。

「何がダメだったのだろうか？　メルフィー、君はどうしたのだ？」

「人類って、実は裸より服を着ている方が好きらしい」

　メルフィーはアゴに手をやり、考える。

　やはり、ここはノリノが言っていた戦術の方が正しかったのだろうと。

「なんだとっ！　……変態だな」

　クオフには、考えもつかないことだった。

　裸が一番エロいに決まっている。脱げば脱ぐほど興奮するに決まっている。

　そう思っていたが、それがエルフ特有の考え方で、人類は違うとしたら？

　そう考えれば、今失敗したことも納得出来る。

「やっぱり、コスプレが一番の手だと思う」

「…………そう言えば、聞いたことがある。『冥土の土産』という」

「あ、それ、もうやった」

「なんだとっ！　くそう、それでかー。ええい。今度こそ必ず接吻を遂げてみせる！」

　クオフは、ぺちんと膝を叩たたいた。

（……なんでだろう。クオフに、先を越されたくないって……胸がきゅーってなる）

　メルフィーは心のどこかで、ソウタがクオフとキスしなかったことにホッとしていた。







　エルフは車や電車を使わない。

　場所を取るし、自由が利かないし、何より『遅い』からだ。

　それらは楽ではあるが、自転車で十分だった。

　しかしながら、他県へ行くとなれば電車を使う。さすがに距離がありすぎると、快適さが勝つからだ。

　メルフィーとクオフは学校終わりに勤務先である海老名まで、小田急線で向かった。

　新宿から乗ったため、エルフが多く、座ることが出来ない。

　出入り口から少しだけ横にずれた、優先席の前でメルフィーとクオフは並んで立っていた。

　吊り革を摑つかんで、電車に揺られていく。

「あ、そう言えばクオフ！　すっかり忘れてた！」

　並んで隣に立っているクオフに、メルフィーが声を掛けた。

「何をだ？　声を荒らげるほどのことか？」

　クオフは窓の外の流れゆく街並みを眺めながら、小声で返した。

　ここは教室でもトイレでもなく、すぐ側にエルフがいる。

　クオフが小声だったことで、メルフィーはこほんと一つ咳せきをして、小声になる。

「どうしてメタル・ナ・ドラゴンの手柄を独り占めしたのよ」

「………………この仕事を、受けるためだ」

　クオフは神妙な面持ちを見せた。

「この仕事を？」

「ああ、私はどうしても、純血エルフの護衛の任に当たりたかった。その条件が」

「ドラゴンを倒せる強さを持ったキサラギってことね」

「うむ。あの時は、手柄を半々にするつもりだったのだが、この募集を見つけて欲が出てしまった。……一言も相談せずにやってしまった後ろめたさから、言えずにいたところだよ。──すまなかった」

「いや、まあ……怒ってる訳じゃないんだけどさ……次からは一言言ってからやってよね」

「あはは、次からということは、また独り占めしてもいいのかい？」

「私だってするかもよ」

　メルフィーとクオフは互いに笑いあった。

　メルフィーの中に、それほど怒りはなかった。

　一緒にメタル・ナ・ドラゴンと戦ったのは確かだが、倒したのは自分ではない。

　そして、自分もまた、ワンハンド・レッドドラゴンの手柄を横取りして、今の仕事に就けたのだ。

　クオフと、やっていることは同じだったし、クオフが感じている後ろめたさがよく分かったからだ。

　一駅進む毎に独りまた独りと乗客は降りていく。

　都心から離れれば離れるほど、乗り込む客は減っていく。

　そして、席が一つ、空いた。

　だがそこは──

「ねえクオフ」

「どうした？」

「優先席って、最優先なのは妊婦だよね？」

　優先席。それは、妊婦、怪我をしている方、老年者、子供連れなどを優先し、席を譲るために設けられた優しさの塊。

　その中でも、最も優先されるべきはなんなのか。

　怪我をしている方と妊婦がいたら、どちらが座るべき椅子なのか。

「障害者も優先すべきだが、確かに妊婦の方が優先度は高そうだな」

「じゃ」と、笑顔でメルフィーが空いたスペースに座ろうとして、クオフはがっと肩を摑んで止めた。

「おい待て。何故なぜ今の話の流れで君が座る」

「私はボインエルフだから、もうこれは妊婦と同じレベルの重さと苦しさを抱えている訳よ」

「それを言うならば、私だってメガネエルフだ。視力という障害を抱えている」

「でも最優先は妊婦じゃない？」

「君のそのボインには命は宿っていないだろう。重さも大したことはない」

「うぐっ……た、確かに！　でもそれだったらクオフだってメガネで視力は補強してるじゃない！」

「杖つえを持っているからお年寄りは優先すべきではないと言うのか？　松まつ葉ば杖づえを持っているから障害者は優先度が下がるのか？」

「うぐっ、私のだって！　こりっこりの肩コリと腰痛を抱えている言わば病気持ちプラス妊婦な訳で！」

　クオフはすっとメガネを外す。

「あー、何も見えない。明日さえも見えない。今日が何曜日なのかも分からない」

「うぐっ、リアルタイムで重傷になるなんて……卑ひ怯きような。そして何曜日かは分かれよ」

「私は何があっても引かない」

「私だって、何があっても諦めないっ！」

「ならばここはエルフらしく──力で決めようか」

「力こそが全てよね。結局」

　がしっと指と指を絡め、指相撲を始める。

　しかし、ぷしゅーと扉が開いて、乗り込んできたエルフに、目を丸くした。

　そこにいたのは──

　怪我をした子供を連れた、老齢の妊婦だった。

　圧倒的最優先。その神々しさに、メルフィーとクオフは自然と敬礼し、空いていた優先席に促した。

「所詮我々は、『井いの中なかの蛙かわず』ということだな」

　低レベルな争いをしていたことを、クオフは嘆く。

「……それ、どういう意味か全く分からない」

　現地の言葉通のメルフィーだったが、クオフほどの知識は持ち得てはいなかった。

　彼女たちは、嚙かみ合わない。







　そんなこんなで海老名で降りたメルフィーとクオフは、仕事現場へと向かった。

　近くには厚木飛行場があった場所が、今はぽっかりと空き地になっている。

　そんな空き地のすぐ側に、その建物はあった。

　真四角な灰色の七階建て。窓と入り口があり、デザイン性は感じられない作りだ。

　質素すぎる。コンクリートを型にでも流し込んで作ったかのように均整の取れた大きな建物だった。

　いかに人類が創意工夫に長たけていたかを再認識させられる、エルフが作ったシンプルな建物だ。

　そんな建物を見上げて──

「サイみたいなところね」

　とメルフィーが感想を述べる。

「ああ、四角い感じがな」

　クオフが共感しながら、建物の中へと入っていった。

「え？　色の感じじゃなくて？」

「ん？　窓が窪くぼみを表現しているところが、ではなく？」

　入り口にいた警備員のエルフに一礼し、受付へ。

「えっと、護衛任務で来たんですけど」

　受付のお姉さんに、メルフィーが声を掛ける。

「それでしたら、身分証の提示をお願いします」

　笑顔でそう言われ、学生証を提示する。

　それをパソコンのデータと参照したお姉さんは、電話を取り、どこかへと連絡を取った。

「それでは七階、市長室へお願いします」

「分かりました」

　会釈をして、奥へ。

　エレベーターを待ちながら──

「で、……何サイのことを言ってるの？」

　とメルフィーが話を戻す。

「サイは一つしかないだろう？」

　クオフが眉間にシワを寄せながら返す。

「え！　二種類はいるでしょ？　シロとクロ」

「へえー、クロいサイもあるのか。大体シロのイメージだが」

　エレベーターが来たので、乗り込んで７のボタンを押すと、階数表示を見上げた。

「……ある？　いるじゃなくある？」

「いる？　まるで生物のように言うな」

「やっぱり。私のサイとクオフのサイは別のサイだわ」

「ほう、メルフィーのサイはどういうサイなのだ？」

「こう、パオーンパオーンって」

　メルフィーは鼻のところに手をやって、頭を上下に振る。

「……それは、象なのでは？」

「いや、サイなんだけど。じゃあ、クオフのサイってなんなのよ」

「こう、転がして運試しをする」

　クオフは手を振って、小さなモノを投げるような仕草をする。

「あははは、それはサイコロでしょ。なんで略して言うのよ。あははは、わかりにきー」

「いや、賽さいとも言う」

「ないないないない。サイコロをサイって、ティンベーローチンをティンって言うようなもんじゃない。あーおっかしー。ツボ入ったわツボに。サイコロだけに」

「なんだろう。何故か私が負けたような感じになっている。というか、ツボとサイコロを知っていて、どうして賽の言い方だけ知らんのだ」

　とサイ談義に花を咲かせながら、七階へ。

　エレベーターの隣には、薄ら灯あかりの階段。

　真まっ直すぐ一直線に伸びる廊下の左右には、大部屋がある。

　会議室と書かれている大部屋を見回しながら廊下を歩き、奥へいくと、市長室に辿たどり着つく。

　振り返れば、市長室のドアからエレベーターまでは真っ直ぐ一直線に結べるようになっていた。

　ガチャ。

　ノックもせず、扉を開けるメルフィー。

「こんにちはー。護衛任務で来ましたー」

「君のその図太さを、たまに羨ましく思うよ」

　クオフがやれやれと首を横に振る。

　部屋は、かなり広かった。

　応接用だろうか。低めのテーブルと、それを囲むようにふかふかした椅子。

　棚には何かしらの賞状やトロフィーが飾ってある。

　そして様々な書類が積み上げられたデスク。

　そこに、独りのエルフがいた。

「やあ、よく来てくれた」

　下品な笑み。

（これが、純血のエルフなの……こんな醜い）

　それは、容姿端麗な者しかいないはずのエルフからすれば、考えられない姿だった。

　顔から足先まで、贅ぜいの限りを尽くした贅肉。

　ソファーのような椅子でなければ腰掛けられない大きさ。

　新幹線や飛行機のトイレには絶対に入れないほどの、ぶよぶよとした体のエルフだった。

「まるでミルドラースね」

「ん？　なんだそれは？」

「いや、独り言だから気にしなくていいわ」

　約一五〇年ほど前にこの世界にあったゲームをノリノと一緒にやっていたメルフィーは、そのゲームのキャラクターと、今目の前にいるエルフを重ねていた。

　最初は細身の魔法使いなのに、変身すれば顔も体もぶよぶよとした醜い姿になるというキャラクターだ。

「君たちが、最後だ。守るべき場所もこの七階。エレベーターと階段のところに立っていて欲しい」

「わかりました」

　メルフィーは辺りを見回し、この部屋に窓がないことに気付いた。

　外部から誰かが来るならば、階段とエレベーターのところしかないということだ。

「トランシーバーと時計を渡しておく。定時連絡は三〇分置き。そのレシーバーは各階のエルフたちに繫つながっている。君たちは七班。つまり、一つの階に一つの班があるということだな」

　何度も何度も言った言葉なのだろうか。エルフはダルそうにつらつらと説明し、机にトランシーバーと時計を置いた。

　時計と言っても、ストップウォッチのようなタイマーだった。

「なるほど」

　クオフは三〇分に設定されているタイマーを作動させる。

「何か質問は？」

「いえ、特には──」

　メルフィーは色々聞きたいことがあったのだが、聞かなかった。

　換気も出来ないような部屋で仕事をするのは不快ではないのかとか、瘦せようとは思わないのかとか。

　目の前にいるぶよぶよとしたエルフから目を背けたくて。早くこの場から逃げたくて。

「それでは、これより任務に移る」

　トランシーバーを弄いじりながら、クオフが一足先に市長室から退出した。

「ああ、期待しているよ」

　一礼して、メルフィーも市長室を出る。

「メルフィー。どう思う？」

　ゆっくりと歩いてエレベーターの前まで行きながら、クオフが溜ため息いき交じりに言う。

「何を？」

「あのような純血のエルフを、私は守るに値するとは思えない」

「んー、まあ私だってデブいからなー」

　メルフィーはそう言いながら、ぎゅっと胸を寄せた。

「君のは、血筋のせい、先天的なモノだろう？　だが奴のはただの、だらけきった生活習慣のせいだ。その生活習慣も……肉を食らうという野蛮なモノ」

「……ま、まあ……何を食べるかは自由だとは思うけど……そ、それより定時連絡一回目はもうした方がいいんじゃない？　挨拶っていうかー」

　メルフィーはしどろもどろに言う。

　言えない。自分も野蛮に魚の肉を食らい、ハマってしまいそうなほど美味おいしかったとは口が裂けても言えなかった。

「そうだな。確かに使っておいて損はない」

　メルフィーがトランシーバーの送話ボタンを押しながら話してみる。

「あーあー、えー今からえー着きましたえー七班です」

　何をどう言おうか考えずに喋しやべってしまった。

「返事ないね」

「ＰＴＴボタンを放せ。それを押している間は受信出来ないし、送信出来るのは一機だけだ。君が押しっぱなしにしている間、誰も送信出来ない」

「あ、そうなの？」

「だから、もうＰＴＴボタンを放すぞという意味を込めて、最後にどうぞを付けた方がいい」

「なるほどねーどうぞー」

　そう言いながら、メルフィーはボタンを放す。

『こちら一班。今の会話丸聞こえだったぞ、どうぞー』

『二班です。よろしくお願いします。どうぞ』

『三班。どぞー』

『あはははは、若いねぇ』

　様々な声が返ってきた。

　そのまま、夜が更けるまで、メルフィーとクオフはエレベーターと階段が見える位置で立ち続けた。

　いつ敵がやってくるか分からない任務。座ってなどはいられない。

　三〇分毎の定時連絡も、職員が帰宅したとか、異常なしと言うだけで何も問題は無い。

　独りなら退屈な仕事だったろうが、友と一緒ならば苦ではなかった。

　就業時間は深夜の一二時まで。

　ただただお喋りをしているだけで終われば、これほど楽な仕事はない。

　緊張感も薄れた頃だった。

「おい、ボインエルフ。ちょっと来たまえ」

　市長室から、雇い主である市長のエルフがちょいちょいと手招きする。

「私……だけ？」

「君だけだ」

　メルフィーの問いに、こくりと頷うなずく。

「何、ここは私独りで問題ない」

　というクオフを残し、メルフィーは市長室へと向かった。

　中に入ると、市長はドアを閉める。

「ぐふふふ。金が欲しくないか？」

　下品な笑い声。そして、下品な質問に、メルフィーは目を細めた。

「ないよりはあった方が良いとは思うけど、それが？」

「私の妾めかけになれ」

「えっ」メルフィーは細めた目を今度は丸くした。

「ボインエルフはモテないだろう？　だが私は大好きだっ！　私ならば、その大きな胸を愛してやれる」

「く、口説いてるの？」

　急な話に、メルフィーは困惑した。

「ああ、そうだ」

　市長はきっぱりと答える。

「お断り──」

　毅き然ぜんとした態度で、メルフィーが断ろうとした瞬間、それを搔かき消けすように──

「君は今まで、モテたことがあるか？」

「失礼な言い回しね」

「ボインエルフはどれだけウエストがくびれようが、足が長く八頭身だろうが、デブだデブだと嫌われてしまう運命にある」

「……否定はしないわ」

「今、君が断ろうとした理由は、その理由と変わらない。私の体がミルドラースのようだという理由だけで嫌いになろうとした」

「……そうね」

　メルフィーは苦笑いを浮かべた。ミルドラースみたいだという言葉も、聞こえていたしそれが何かも分かっているようだった。

「私だからこそ、分かるのだ。私だからこそ、愛せるのだ。──君は、その大きな胸は、誇るほどに魅力的だ」

「……そんなこと……」

「私を愛せとは言わない。ただ、側そばにいて欲しいんだ。そのための、対価は払う」

「……私があなたを愛する可能性は、考慮しないの？」

「ぐふふ。その目を見れば分かるさ。君は他のエルフと同じように、私を嫌悪していると」

「……諦めが、早いのね」

「無駄なことは嫌いなんだ」

「………………考えさせてくれる？」

「ああ、この仕事の期間、考えていて欲しい。私は、君に、一ひと目め惚ぼれしたということを」

　メルフィーは一礼して、市長室から出た。

　ボインエルフは、確かに嫌われている。

　恋愛などしたくても出来なかったし、これからも出来ないだろう。

　せめて、ボインエルフの男がいればいいのだが、三毛猫のように、ボインエルフは九九％女性しかいない。

　そんな自分を、愛してくれるという。

（もしかしたら、この機を逃したら二度と……）

　思い悩みながらエレベーターの方まで歩く。

　ずっと床を見ていたメルフィーは顔を上げて、目を丸くした。

「く……っ」

　クオフの名を呼びたかったが、すぐに言葉を飲み込んだ。

　クオフが、倒れている。

　階段の踊り場から、エレベーターに向けて足が出ていた。

　上半身は見えないが、そのスカートが制服であることから、クオフであると推測出来る。

　倒れていると思い、言葉を掛けようとしたのだが、それがもし『倒されている』とすれば、敵が今どこかに隠れている可能性がある。

　声を出せば、自分の居場所を知らせるようなモノだ。

（どうしよう……）

　メルフィーは悩んでいた。

　ここには、護衛の任務のために来ている。

　今すぐ反転して市長室へ戻り、敵襲があったことを知らせるべきだ。

　だが、もしクオフがまだ生きていて、それも瀕ひん死しの状態で、今すぐ助けに向かえば死なずにすむ状態だったなら？

　もし、ここで市長室へ戻り、中に籠城し、その結果クオフが死んでしまうようなことになったなら。

　様々な不安で、胸が張り裂けそうだった。

　一番最悪なのは、クオフの安否を確かめる方を選んだが、すでにクオフは死んでいて、市長も殺されてしまうこと。

　ここは、市長室へ戻るべき。そう、戻るべきだった。

　だがメルフィーはエレベーターの方へ走っていた。

　任務より、友を取ったのだ。

　クオフの体は上半身が階段の踊り場に倒れていて、下半身だけがエレベーター前に伸びている。

　どれだけの深手を負っているのか、そもそもクオフなのかですら、確実ではない。

「…………イレイザー」

　ぼそりと呟つぶやくように詠唱する。弱々しく簡素な詠唱のため、手にしたのはいつものハルバートではなく、孫の手ぐらいの小さな武器だった。

　敵は、まだメルフィーに気付いていないかもしれない。

　大きな声を出すわけにはいかない。

　敵は、クオフを倒したのに、姿が見えない。それはつまり、どこかに身を潜めているということ。

　いつ襲ってきてもいいように、武器は手にしておかなければならない。

　そんなメルフィーの警戒心を嘲あざ笑わらうかのように、襲われることなくエレベーター前まで来ることが出来た。

　階段の踊り場に上半身だけ出して倒れているクオフの首に手を当てる。

　ひんやりと冷たい肌だったが──

（良かった。生きてる）

　まずは、そのどくんどくんとした血液の流れを確認し、メルフィーはほっと胸を撫なで下おろす。

　血痕はない。外傷という外傷もない。

　気絶させられているだけ。

　メルフィーはエレベーターに目をやる。

　二基あるエレベーターは、一階と五階で止まっている。

（囮おとりにした訳でもない……か）

　クオフを生かしておいた理由は、仲間であるメルフィーをおびき寄せて不意打ちを仕掛けるからだと思っていた。

　だから、階段かエレベーターの中に隠れているのだと。

　だが、見当たらない。

　クオフを気絶させておいて、五階か一階に降りたとでも言うのだろうか？

　敵の目的が分からない。

　トランシーバーが、クオフの手にはなかったため、一階や五階の仲間と連絡は取れない。

　ともかく、クオフは無事──とまではいかないが、出血もしていない状態ならば、このまま放置しておいても問題なさそうだ。そこで、市長室へ行き、報告をしようと廊下へ目をやったとき、メルフィーはまた警戒心を強めた。

　会議室のドアが一つ、開いている。

（いつから……）

　クオフが倒れていたとき、クオフが気になって辺りをよく見ていなかった。

　あのときドアが開いておらず、今開いているとしたら？

（マズイっ！　敵はもう、すでに市長室へ行ってるかもしれないっ！）

　メルフィーは立ち上がる。

　そして、一歩踏み出した瞬間、視界がぐらりと揺れた。

　きーんと耳が鳴る。

　ふわりと長い髪が広がり、メルフィーは前のめりに倒れた。

　手で受け身をとることすら出来ないほど、あっさり意識を持って行かれた。

　そう──背後から一撃を食らい、気絶させられてしまったのだ。







「メルフィー。大丈夫か？　メルフィーっ！」

　はっと覚醒し、メルフィーは立ち上がった。

　ぐわんぐわんと世界が回る。立ちくらみで、また倒れそうになった。

　最悪な気分の目覚めだ。吐きそうになったのを、手で押さえて苦しそうな表情のままなんとか耐える。

「あう～」

　ずきずきと鈍い痛みの残る後頭部に手をやり、辺りを見回した。

「大丈夫そうだな」

　声をかけてくれていたのは、クオフだった。

　エレベーター前。どれだけの間気絶していたのだろうか。

「え！　今明らかに苦しい表情を浮かべたのにっ！　……まあ、クオフも無事そうで良かったわ。あっ！　そうだっ！　市長はっ！」

「ああ、私も今目覚めたところだが……恐らくもう」

　クオフの不吉な予想を無視して、メルフィーは廊下を走る。

　ドアを開けたそこには──

　散乱した書類と、倒れた棚と、転がる椅子。倒れたソファー。割れたテーブル。

　そして、血ち塗まみれになり、一目で事切れていると分かる、凄惨な死体。

「……くっ」

　護衛であるメルフィーとクオフが気絶させられていたのだ。

　こうなっているだろうことは、予想出来た。

　だが、そう簡単に受け止められはしない。

　出会ったばかりとはいえ、話したことがある相手。

　自分のことを、好きだと言ってくれた相手だ。

「メルフィー？　泣いているのか？」

「え？　……まあ、何も出来なかったのが、悔しくて──つい」

　ぐっと涙を拭うメルフィー。

「私もだよ」

「ねえ、敵の姿は、確認したの？」

「いや、分からない。階段で物音がして、見に行ったら背後から襲われていた」

「そう。……警察に、電話しないとね」

「奴らもバカではない。すでにこの殺害現場を離れているだろうが──」

「……うん。でも、手掛かりが何か出るかもしれないし」

「今までに一度も出ていないからな。期待は出来ないが──メルフィー？　どうした？　まだ痛むのか？」

「え？　うん。まあ痛むのは痛むんだけど」

「様子が変だぞ？　病院へ行こうか？」

「あ、うん。大丈夫。そうじゃなくて」

「どうしたというのだ？」

「私は、私を愛してくれそうな唯一の存在を、守ることが出来なかったんだなって」

　心ここにあらず。しんみりとしたメルフィーの背中に、クオフは何も言えなかった。







　メルフィーが家に帰ってきたのは、深夜一時頃だった。

　警察に事情聴取され続け、それだけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいになったメルフィーは肩も耳もへなっと落ち込んだ様子で帰宅した。

「ただいまぁ……」

　口から漏れる声も、元気がない。

　みんな、もう寝てしまったのだろう。

　返事は特になく、リビングへと向かう。

　すると──

　メルフィーより暗い空気が漂っていた。

　ノリノ、ギャルフォード、そしてソウタが神妙な面持ちでじっと静寂を作っていた。

「あ、メルフィー。おかえりなさい」

　ソウタが気付き、やっと声を返す。

「みんな、起きてたの？」

「ああ、私も先ほど帰ってきたばかりでね」

　ギャルフォードが笑顔を向ける。だが、いつものような優しい笑顔ではなく、疲れが見えていた。

「あれ？　……メルフィー、元気ないね」

　ノリノが眠そうな目を向けながら聞く。

「それがさー。警察に何度も何度も何度も何度も同じことを聞かれてさー」

「まあ、それが警察の仕事だし。でもどうして警察に？」

「……護衛任務、失敗したから」

　メルフィーはぼそりと小さく呟いた。

「え！　またっ？　……そう」

　ノリノはちらりとソウタを見た。

　今度も、またソウタの仕業なのだろうか？　メルフィーより大分早く帰宅していたのだが、メルフィーが遅れたのは事後処理のためだ。

「でね、態度がすんごく悪かったのよ。私たちキサラギがドラゴンを倒してあげてるから、エルフの事件に専念出来ているって感謝の気持ちがあれば、ああいう横柄な態度は取らないと思うのよねー」

「あー妙に上から目線で話をするよね。警察と医者って」

「で、あんたたちの方が元気ないじゃない。どうかした？」

　カバンを部屋の隅に雑に置いて、メルフィーは制服のまま椅子に座る。

　本当はすぐに部屋着に着替えたかったが、それよりも何があったのかという好奇心が勝った。

「ああ、実は、私のところにもとうとう来てしまったんだ」

　ギャルフォードが残念そうに言う。

　テーブルには、一枚の手紙があった。

「来てしまったって？」

「えっと……犯罪予告」

　ノリノの言葉に、メルフィーは目を丸くさせた。

「犯罪予告……え！　あの連続殺害事件、予告されていたってこと？」

　メルフィーは、うっすらおかしいと感じていた。

　連続殺害事件が起こり、自分も狙われているから、護衛を付ける。

　それは当たり前のことだが、その数が少なすぎた。

　もっと多くのエルフが、護衛を募集してもいいはずだ。

　犯罪予告を受けたエルフが募集をしていて、その他の純血エルフは犯罪予告のことを知っていたから、募集しなかった。

「公表はされていないけどね」

　ギャルフォードは髪を搔かき上あげて溜ため息いきを吐つく。

「やっぱり、同一犯の犯行ってことか」

　メルフィーは、むー。と顔をしかめてから、ちらりとソウタを見た。

　あの市長を殺したのも、ソウタなのだろうか？

　メルフィーは手紙を開き、内容を確認する。

『罪を告白し、全てを公表せよ』

　それが、要求だった。

　猶予は三日間。それまでにこの要求に答えなければ、命はない。

「……罪、ねえ。公表すればいいんじゃないの？」

「と、言われてもな。なんのことやらさっぱり分からないんだ。『全て』、と言ってるんだから、一つや二つの罪ではないんだろうけど」

「……ソウタは、何だと思う？」

　メルフィーは、震える声で聞いた。

　答えが、怖かったから。

「え？　罪……ですよね？　んー、なんだろう」

「お兄ちゃんが……ううん、純血のエルフが隠している罪。心当たりないの？」

「隠されているってんなら、知りようもないんじゃないですかね。この予告だって、公表されていなかったから、知らなかったし」

　苦笑いをするソウタに、メルフィーはそれ以上聞かなかった。

『あんたがやったの？』と聞いたところで、答えは決まっている。

『やっていない』だ。

　そして、それを覆すほどの証拠を、メルフィーは握っていない。

「護衛、依頼しなきゃね」

　ノリノが寂しそうに言う。

　ノリノは、護衛に期待を持てなかった。

　今まで、護衛が守り切れたエルフがいないのだから。

「ああ、そういうことだ。参ったよ」

「……私がやる」

　メルフィーはぼそりと呟き、立ち上がる。

「メルフィー、君を危険な目に遭わせたくはない」

　ギャルフォードが真剣な瞳を向けた。

「私がやらなきゃ、誰がやるってのよ！」

　バン、とテーブルを叩たたき、メルフィーは声を荒らげた。

「他のキサラギが」

　ぼそりとノリノが答える

「そうだけど！　私もやるの！　やられたままではいられないもの！」

　そう言いながら、メルフィーは居間を出て二階への階段を駆け上がっていく。

「でも、どうやって募集するの？」

　というノリノの言葉に、ギャルフォードはおかしなことを聞く子だなと思いながら──

「え？　そりゃあ雑誌とか新聞に出して……」

　と、そこまで答えて、はっと気付く。

「ああ、そうか、そうだった。メルフィーに頼むしかなさそうだ」

「だよね」

　ノリノがうんうんと頷うなずいた。

「何がです？」

　ソウタはきょとんとした表情で何に納得したのか問う。

「予告によると、三日後にやってくるそうなんだ。今から募集をかけても間に合わない」

「あ、なるほど……」

　ソウタもその言葉で理解した。

　今から募集して、どれだけのエルフが集まるだろうか？　『募集』ではとても間に合う気がしない。

「そう言えば、三日ってことは募集掛けても間に合わないよね」

　居間に戻ってきたメルフィーの手には、衣服があった。

「あー、今正に、ジャストでその話をしてたよ」

　ギャルフォードがやっといつもの優しい笑顔を見せた。

　兄妹、考えることは同じだなーと。

「クオフに頼んでみようかな。キサラギの友達多いから」

「あ、お風呂入るの？」

　ノリノがちらりと風呂場を見る。

「沸いてる？」

「うん、ギャル兄が入るはずだったから」

「いいよ、メルフィーが先に入って。私はそのあとで」

　ギャルフォードは笑顔のまま手を振った。

「ごめんね。じゃあ先入らせて貰うわ。今日は……色々疲れたから」

「…………」

「…………」

「…………」

　急に喋しやべることがなくなってしまった。

「クオフ、受けてくれるといいですね」

　ソウタの脳裏に、トイレでの裸のクオフが浮かぶ。

　思わず顔がにやけてしまうほどの、ボディが。

「えっと……そうそうドラゴンなんて来ないし、点数稼ぎに受けると思う。立場が逆で、池袋のラーメン王から依頼されたら、メルフィーは必ず受ける」

「……友達、ですもんね」

「そう」

「そう言えば、ノリノは学校へ行かないんですか？」

「…………うん」

「どうして？」

「ソウタ。君にも、誰かに知られたくないことはあるだろう？　ノリノにはそれが学校の──」

「構わない。私たちはもう、『家族』なのだから。私が学校に行かない理由は単純明快。イジメに遭うから」

「エルフの学校に学年なんてないだろうし、メルフィーやボクと同じクラスに行けば──」

「……すでに、試験済み」

「そうなんですか」

「私は、エルフの中で最も忌み嫌われる種族──『ロリボインエルフ』だから」

「忌み嫌われる……」

「ロリエルフ、ボインエルフだけでもその偏見は凄すさまじい。その二つの種族の血を持つ私は──ふう……そして、それに抗あらがえるほど、私の心は強くなかった」

「……すみません。ホント、聞くべきじゃなかったと──」

「いずれ、必ず聞いてくる話だと思ってたし、一度だけ聞くのなら気にしない。二回も三回も聞いてくるならソウタを嫌いになるだろうけど」

「ごめん」

「いい。代わりに、失礼なこと聞いていい？」

「どうぞ」




「連続殺害犯って、ソウタ？」




「ち、違いますよっ！　ええ！　なんですかその質問っ！」

「……って、……まあ、言うよね」

「疑ってたんですか？」

「ちょっとだけ。人類はエルフに滅ぼされ……そうになった訳だし、留学を決めたのも、復ふく讐しゆうが目的かなって」

「いやいや、ないですないです」

「……って、……まあ、言うよね」

　苦笑するソウタに、ノリノは疑惑を深めていた。

「私も、ソウタに殺されないよう、気を付けないといけないね」

　ギャルフォードも小さく笑い飛ばした。

「……ギャル兄は、優しすぎるんだよ」

　ノリノは呆あきれた声で言いながら、じっとギャルフォードを見つめていた。

　それから三〇分ほどして、メルフィーがほかほかの状態で居間へ戻ってきた。

「ふー。いいお湯だったー。あ、クオフたち受けてくれるって」

「え？　もう依頼したの？」

「ふっふっふ。私のケータイは防水なのです」

　冷蔵庫からレンバスソーダの缶を持って来て、かしゅっと開ける。

　椅子の上に片膝を立てて座り、ぐっと喉に流し込んだ。

「あんまりお風呂でケータイ使うの、よくないよ？　このケータイ依存症」

　ノリノが呆れたように言う。

　メルフィーはトイレに行くときもお風呂へ行くときも、必ずケータイを持っていく。側そばにないと不安になるからだ。

「インターネット依存症に言われたくはないわー。あ、クオフからメール来た。クオフの他に九名、確保してくれたって」

「それは良かった。キサラギだったら、安心だ」

「えっと……前々から思ってたんだけど、どうして警察とか警備会社に頼まないの？」

「警察は犯罪がまだ起こっていないところには出てこないし、警備会社は戦闘能力がほとんどないエルフばかりだからね」

　ノリノの素朴な疑問には、ギャルフォードが答えた。

　力が全て。が信条であるエルフ社会に於おいて、犯行予告や果たし状は日常茶飯事。

　警察は、犯罪予告程度で動いてはくれないのだ。

「ふーん。それで警備会社が務まるんだ」

「あくまで、不審者の監視役ってぐらいなレベルだからね」

「ギャル兄の仕事場ってどういう間取り？」

「そもそも、ギャルフォードさんってどこで働いているんです？」

「銀行だ。そう言えば、ソウタには言ってなかったね」

「……一〇名の護衛で、足りるの？」

「ああ、建物は二階建てだし、十分だと思う」

　そう言いながら、ギャルフォードはカバンから紙と万年筆を取り出し、間取りを書き始める。

「一階には、営業受付、金庫室、応接間があって」

「入り口は二つ？」

「そう。で、二階には会議室と私の部屋があって──ここに資料室」

「それほど広くはないみたいね」

　簡易な見取り図を見下ろしながら、ふむとメルフィーがアゴに手をやった。

「支店だからね」

　とギャルフォードが苦笑いを浮かべた。

「一階に金庫室って怖くない？　強盗とか」

「この金庫室は扉も壁も魔導で出来ていて、よほどの魔導でなければ傷一つ付かないんだよ」

「……なるほど」

「よし、入り口二つにそれぞれ二名、階段の一階と二階にそれぞれ二名、お兄ちゃんの部屋の前に二名で──お兄ちゃんの部屋には私が入る。これでちょうどかな」

「……それを、この場で言っていいの？」

　ノリノがちらりとソウタを見る。

　ソウタは、何やら思い詰めたような神妙な面持ちで見取り図を見下ろしていた。

「ソウタは当日、学校を休んでノリノとここにいて」

　メルフィーはソウタへ笑顔を向けた。これ以上ないほどにっこりとした笑顔だ。

「休んで？　どうして？」

「ノリノが一人だと、寂しいだろうし、もしかしたら、襲われる可能性だってある」

「あー、ギャルフォードさんへの人質としてってことですか？」

「そうそう。だから、ソウタにはノリノを守ってあげて欲しいのよ」

「それならば、メルフィーも一緒にここへ残って……」

「ダメっ！」

　ギャルフォードの提案を、メルフィーは鬼の形相で否定した。

「他のキサラギが守ってくれるなら……メルフィーまで来なくても……」

「それじゃダメなのっ！　お兄ちゃん！　湯が冷めるからお風呂行ってきて！」

「ど……どうした？　凄すごい剣幕で……」

「ソウタは寝る準備っ！　歯磨きへゴーっ！」

「は、はいっ！」

　やけにハイテンションで指示されて、ソウタはダッシュで洗面所へ、ギャルフォードはゆったりと脱衣所へ向かった。

「ふう」

　メルフィーは冷や汗を拭う。

「すごい強引さ」

「……これは、チャンスなの」

「なんの？」

「真実が、これで分かるはず。もし、ソウタがノリノとここに留とどまらなかったら、もし殺害犯が真っ先にお兄ちゃんのところへやってきたら」

「……ソウタが、猟奇犯罪者ってことになる？」

「ならない？」

「どうも根拠が弱い気がする」

「……今日、私は守れなかった」

「そう……辛つらいね」

「でも、そのおかげで、確信が持てたの。──ソウタがやったんだって」

「どうして？」

「私とクオフを、殺さなかったから」

「……なるほど、見知った仲だから殺さなかったってこと。でも、それはただ純血のエルフ以外は殺さない主義なのかも」

「……そう言われるとまた確信が鈍るわ」

「メルフィーって浅はかだもんね」

「ストレートな侮辱やめなさい。……今回の件で、どうも違和感があるのよね。何か、核心的なモノを見逃してるような気がする」

「えっと……メルフィーがここで見張ればいいんじゃないの？」

「……もし、襲ってくるのがソウタじゃなかったら、一大事になるじゃない」

「そっか。まあ、そっか」

「今、ソウタは配置と間取りを頭に叩たたき込んだはず」

「うん」

「でも、実はここ、裏口があるのよ」

「裏口？」

「以前に、一回遊びに行ったことがあるんだけど、お兄ちゃんの部屋から窓の外は、隣の建物の壁しかない」

「最悪な景観」

「壁と壁にこう手足をついて、ちょこちょこと登ることが出来るぐらいの狭い隙間」

「えっと、お兄ちゃんの部屋を知っていれば、そういうルートもあると……確かに裏口」

「そう。この配置だと、誰もその裏口からの侵入を阻めない。二階だし上がってくるのは簡単に出来る」

「じゃあ、そこにも配置すべきなんじゃないの？」

「あえて、開けておくの。そして──お兄ちゃんには資料室で仕事をして貰もらって、私は独りでお兄ちゃんの部屋にいる」

「なるほど……えっと……囮おとりになるってことだね」

「ソウタが殺害犯であれば、必ず護衛の目の届かないところから来るはず」
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　そして、何事もなく三日が過ぎ、予告のあった当日を迎える。

　ソウタは朝から学校へ行かずに、教育テレビを見ながら朝食を取っていた。

　この、体調がそれほど悪くもないのに学校を休んでしまったときの朝九時というのは、どこか不思議なわくわく感と後ろめたさが混在した感覚になるのを思い出す。

　ご飯を食べて、二度寝して起きたら、もう一八時。八時間もぐっすり二度寝してしまい、罪悪感すら覚えた。

　目を開けたときに、部屋の片隅でケータイを弄いじっているノリノを見たときは、幽霊が出たときぐらい驚いたものだ。

　トイレに立つときも、洗面所へ行くときも、二階に上がって部屋でくつろぐときも、何故なぜかずっとノリノが付いてきていた。

　主人を好きすぎる犬を飼っているような気分というより、むしろ無尽蔵のスタミナによるオールコートマンツーマンディフェンスを受けているようなプレッシャーだった。

「メルフィー、大丈夫ですかね」

　と言葉のボールを投げてみる。

「問題ない」

　………………終わった。

　会話のキャッチボールにならない。

「気になるの？　護衛のこと」

　と思ったら向こうから別のボールを投げてくれた。

「……ええ。実は気になってることがあるんですけど」

　ソウタはぼそぼそと喋しやべる。

　ノリノの目が、じとっと暗かったからだ。

「聞こう」

　ノリノはまるでハードボイルドな探偵のような口ぶりで小さく返した。

「キサラギって何名ぐらいいるのかなーって」

「えっと……こっちの星には、三万弱ぐらいだったと思う。それだけ？」

「今までの護衛は、誰が護衛してたのかなーなんて。調べようもないですけど」

「……調べられる」

「え？　そうなんですか？」

「私なら」

　そう言いながら、ノリノはソウタの手を取って、自分の部屋へと連れて行く。

　部屋に入るや否や、ぴょーんと飛び込むように布団へ向かい、マウスをかちっとワンクリックすれば、スリープ状態だったパソコンが目を覚ました。

「今までソウタがぼこぼこにしたキサラギは誰だったのか……だっけ？」

「ええ！　違います違います！　これまで護衛任務に当たったのが誰だったのかです」

「……はい、出た」

「早っ！」

「時系列順に一覧で出してみた」

「殺されたのはどのグループなんですか？」

「全部。護衛がいても、一度も守れていない。全て──予告通りに殺されているだろうと推測される」

「ふむふむ。あっ……ああっ！　あれ？　もしかして……ちなみに今日の護衛は？」

　一つ一つ確認しながら、ソウタはあることに気付いて、声を上げる。

「やっぱりそう来たか」

「え？」

「なんだかんだ言って、今日の護衛のメンバーを知りたかっただけでしょ？」

「なんでまた」

「あなたが……殺害犯だから」

「…………あっ！　だからずっと今日マンツーマンディフェンスしてたんですか？」

「そう」

「メルフィーが今日学校を休めって言ったのも……そうか。メルフィーもボクのことを」

「そう」

「参ったな……じゃあ、そうだ。ボクの話を聞いて下さい。そして、判断して欲しいんです」

「理由ね……聞こう」

　ノリノはまた、探偵のような口ぶりで真剣な目を向けた。

　ソウタはノリノを説得出来るか、勝負に出た。

　成功すれば、問題なし。

　もし失敗すれば……残念ながら、少し眠って貰もらうつもりで。

　もし後者であれば──もう二度と、この家にはいられないだろう。







　ソウタが銀行に着いたのは、それから一時間後のことだった。

　パーカーのフードを深く被かぶり、顔を見られないようにしながら、軽いランニングをしている体ていを装ってやってきた。

　二つある入り口の前には、知らない顔のキサラギがケータイを弄りながら立っている。

　それがキサラギであると判断出来たのは、手に斧おのや弓矢などの武器を携えていたからだ。

　ソウタは入り口の前をすーっと通過し、きょろきょろと辺りを見回した。

　そして、誰もいないことを確認した後──建物と建物の隙間に飛び込んだ。

　両手を真まっ直すぐ広げることも出来ないぐらいの狭さ。

　それは一時間走のときにミリマーやニストに狙われたときと同じような狭さだった。

　両手も両足も突っ張って、ざらざらの壁を登っていく。窓から零こぼれる薄ら灯あかりに照らされながら二階へ向かい、そして、窓から侵入する。

　意外にも、窓に鍵は掛かっていなかった。

「ちぇえええええすとおおおおお！」

　そこへ、ハルバートが振り下ろされた。

　ソウタは窓枠に腰掛けるような形で、その一撃を真剣白刃取りの要領で受け止めた。

「メルフィー、声が大きいから。しーっ」

　ソウタはパーカーのフードを脱ぎ、不審者ではないことをアピールした。

「ソウタ……やっぱり……やっぱりあなたがっ！　連続殺害事件を！」

「誤解ですよ！」

「じゃあ、どうしてここにいるのよっ！」

「……ギャルフォードさんには、死んで欲しくないからです」

「え？　……で、でもあれ？　お兄ちゃんを殺しに来たんじゃないの？」

「ボクがギャルフォードさんを殺すなら、家でやってますから」

「………………そりゃそうだわ。いや、家でやらなかったのは、足が付くのを恐れたからでしょ！」

「話を、聞いてくれませんか？」

「ノリノをどうしたのよ！　あんたがここにいるってことは……ノリノをどうにかしたんでしょ！」

「いや、ノリノは、理解してくれました」

「え！　……あの子は……もうっ」

　メルフィーの脳裏に、「面白い」とにんまり笑うノリノの顔が浮かぶ。

　ノリノならば、話を聞いてそれが興味深い内容であれば、ソウタを引き留めない可能性はある。

　だが、それはつまり──メルフィーがソウタを止めてくれると信じているからだとメルフィーは考えた。

「聞いて下さいっ！　ボク、誰がやったのか気付いたんですっ！」

　身構えるメルフィーに、ソウタは慌てて言う。

「え？」

「さっき、ノリノとキサラギがどれだけいるのかを調べてて、そして護衛の任務を受けたキサラギが誰なのかを見てて気付いたんです」

「どういうことよ」




「殺害犯は、護衛をしていたキサラギたちです」




　とにかく結論から、ソウタは切り出した。

　これを提起しなければ、また攻撃されそうだったから。

　メルフィーは目を丸くさせ、ぱちぱちと瞬かせた。

「それはつまり……私がっ！　お兄ちゃんを殺すとでも言いたい訳っ！」

　メルフィーは怒り心頭に発する。

「いえ、今日の場合──メルフィー以外の全員が犯行に及ぶはずです」

「どうしてそんなことが言えるのよっ！」

「殺されたエルフを護衛していたキサラギたちは、大体同じメンバーなんです」

「大体、なんでしょ！　全員そうだって訳じゃない！」

「まず、この純血エルフ殺害事件は、どんなに護衛がいても影すら見せずに犯行に及んでます」

「それは、そういう魔導の使い手なんじゃないの？」

「殺されたエルフは確か、様々な方法で、様々な場所で殺されている。だから、単独犯であるという確信が持てない。では、複数犯ならば、どうでしょうか？」

「……それは、撹かく乱らんしようとして……」

「犯行予告にあったように、実行犯の目的は殺すことではなく、何かを公表して欲しいというモノだった」

「……うん」

「これはつまり、恐らく今の現状、政治的なモノとかに不満を持った組織の犯行。犯行周期が短くなっているのは、その勢力が拡大していったから」

「……なるほど」

　何故、キサラギが護衛しているのに、犯行が可能だったのか。

　何故、毎回一〇名以上のキサラギで警護しているのに、誰もその姿を見ていないのか。

　その一〇名のキサラギ全員が、犯行に荷担していたからだ。

　護衛に当たっていたエルフが全て結託しているならば、それは結果的に護衛ゼロとなる。

　誰にも見られることなく暗殺が可能ということだ。

「我々の言葉で言うと──『テロリスト』です」

　ソウタは、寂しそうな声で言った。

「ちょっと待って。つまり、こういうこと？　クオフが、犯罪者だって言いたいの？」

「その可能性が高いです。ギャルフォードさんの殺害予告を三日にしたのも、メルフィーがクオフを頼るのを見越した上だとすれば──」

　ソウタの推理に、メルフィーは思わず手で口を覆った。

　思い当たる節が、ある。

『ああ、私はどうしても、純血エルフの護衛の任に当たりたかった。その条件が』

　クオフは、メルフィーに黙って、メタル・ナ・ドラゴンの手柄を独り占めにした。

　その目的は、護衛任務を受けるため。

『あのような純血のエルフを、私は守るに値するとは思えない』

　クオフは、護衛任務を受けていながら、守るに値しないと言った。

　そして──違和感が、鮮明になる。

『奴らもバカではない。すでにこの殺害現場を離れているだろうが──』

　奴ら──

　確かに、クオフはあのとき、殺害犯のことを複数形で表現した。

　どうして？

　どうして、複数犯であることに確信を持っていたのか。

　あのとき、エレベーター前でクオフが倒れていたとき、他に誰もいないことは確認済みだった。

　だが、メルフィーは背後から殴られ、意識を飛ばされた。

　クオフと、メルフィーしかいない場所で。

　もし、あのときのクオフに、意識があったとしたら？

　メルフィーを襲ったのが、クオフだったなら？

　あのとき、メルフィーが殺されなかったのは、見知った仲だったからだ。

　だから、ソウタの犯行だとメルフィーは決めつけた。

　しかし、その考えは、クオフにも当てはまる。

「クオフが全てをやったとは思えません。彼女の護衛任務は、最近の二回だけですから」

「元々……そのテロリストって奴の仲間で、ずっと参加する機会を窺うかがっていた」

　どうしても──護衛に選ばれたかった。

　その言葉が、犯行に荷担したかったという意味であれば、理解出来る。

「というのがボクの推理です」

「じゃあどうしてソウタはここへ来たのよ！　それを伝えるなら電話でも──」

「メルフィー、仕事中は電話切ってるでしょ？　掛けたんですけど繫つながりませんでした。銀行は営業時間外だし、クオフや他のキサラギに伝えられる訳もありませんし」

「うぐぐぐ……でもそれを証明する決定的な証拠はないわけでしょ？」

「まあ、はい。ですが、もしこれが真実だとすると──」

「もうすでに、『敵』は侵入を果たしている」

「ギャルフォードさんは資料室でしたっけ？」

「ええ。ってなんで知って──ノリノか。なるほど、ノリノがそれを話したってことは、ソウタの案に納得したってのはとりあえず本当みたいね。殴って気絶させるなら、それは聞き出せないし」

「信じて、くれますか？」

「……とりあえず、今日はね」

　メルフィーは確信を持つことはしなかったが、信しん憑ぴよう性せいは高いと判断した。

「では、急いでギャルフォードさんのところへ」

　メルフィーとソウタは部屋を出て、廊下を進む。

　資料室の場所は、隣の隣。

　一歩でも早く──逸はやる気持ちに、足も速くなる。

「お兄ちゃんっ！　帰るよっ！」

　相変わらずノックもせずに戸を開き、開口一番でメルフィーが叫ぶ。

「ええっ？」

　ギャルフォードは狭い机に向かって丸椅子に座りながら書類に判を押しているところに、急にメルフィーがやってきたもんだから困惑し、素っ頓狂な声を出すしかなかった。

　そんなギャルフォードに説明することもせず、メルフィーは腕を摑つかんで立ち上がらせる。

「どうしたんだい？」

　スーツのボタンを留めながら、ギャルフォードが苦笑いを浮かべた。

「敵が……来てるの」

　いちいち説明するのも億おつ劫くうだと、メルフィーはギャルフォードの腕を摑み、資料室を出る。

「あれぇ……？　どうかしたんですかぁ？」

　その甘ったるい声には、覚えがあった。

　先ほどまでは誰もいなかった廊下。

　それも、階段近くではなく、通路の奥に独りのエルフが立っていた。

　ニストだ。

「べ、別に何も」

　メルフィーは思わずハルバートの矛先を向けつつ、小声で言ってしまった。

　それは、誰の目にも、何もなかったとは思えない初動。

「……そっかぁ。へえ～」

　ニストはゆっくりと一歩、また一歩とソウタたちの方へ歩み寄る。

「マズイわ」

　ぼそりとメルフィーが呟つぶやいた。

「何がです？」

　ソウタがニストに聞こえないように小声で返す。

「あいつ……普段から、妙～に……鋭いのよね」

　メルフィーの予感は当たっていた。

「気付いちゃったって、ことですよねぇ。そして、逃がそうとしている訳だ」

　ニストは、メルフィーの態度一つで、今の状況を把握してしまった。

　そして──そのニストの言葉は、ソウタの推理が当たっていたということをメルフィーに告げていた。

「ええっとぉ……何がどうなのか」

　独り、状況を理解していないギャルフォードの手を取り、メルフィーは走る。

　ニストのいる方ではなく、階段の方へ。

「逃げるんですか？」

　ソウタはメルフィーがニストと戦うのだと思っていたが──

「あいつはね、魔導だけなら王族クラスなのよ。絶対に戦いたくない」

　急いで階段に向かうと、そこには護衛はおらず、振り返ればニストの後ろでもう独りのエルフが会議室から出てくるところだった。

　階段を担当していたニストたちが二階を見回っている最中だったのだ。

「確か……『枯渇』がどうこう言ってた気がしますが」

　早足で階段を降りながら、ソウタが記憶を思い返していた。

「そう。あいつの『排水溝の魔導』は、全てを吸い取り、からっからにしてしまう。戦って負ける相手とは思わないけど、もしあいつにぎゅーって腕とか握られたら、今日一日もう魔導使えなくなるわ」

「なるほど。魔導を枯渇させる魔導か。確かに厄介ですね」

「倒すとしても、最後っ！　一番最初に戦うには、荷が重すぎるわっ！」

「戦うって、護衛のキサラギと？」

　ギャルフォードはまだ理解しきっていなかった。

「ああもうっ！　お兄ちゃんっ！　護衛のあいつらが、命を狙ってる奴だったってこと！」

「あ、なるほどー。え？　全員かい？」

「……私以外は、全員疑うべきね」

　ようやくギャルフォードも事態を飲み込むことが出来、階段を降りると、そこにも護衛はいなかった。

　どうやら、一階の担当護衛も見回り中のようだ。

「ここで会ったが運のツキって奴ね」

「……一応聞きますけど、どういう意味ですか？」

「ソウタに会えて、運がツキ始めたって意味だけど？　タイミング良く、見回りで誰もいないんだもの」

「やっぱり。笑顔で言うから、ボクの知ってる奴と違う気がしました」

「……また間違ってる？」

「はい。運の尽きって言うのは、もう運さえなくなった最後の時みたいな感じの──まあ、今の状況ならば、その言葉に間違いなさそうですが」

「あ……」

　出入り口を見れば、そこにはクオフの姿があった。

「見回りではなく、入り口に集結してたみたいですね。……逃がさないために」

　メルフィーは悩む。

　強行突破をかけて、外へ出るか、階段を上り、ニストを突破してソウタが来た窓から出るか。

「こっちだ！」

　ギャルフォードが階段でも入り口でもなく、営業受付の奥の奥へと走り出した。

　ソウタとメルフィーは困惑しながらもその後を追い、そんな三人に気付いたキサラギたちが追いかけてくる。

　ギャルフォードが鍵を開けて入った部屋は、妙にだだっ広い大広間だった。

　何も置いていない、無駄なスペース。

「ここは？」

「金庫室を見張るための、大広間さ。エルフは様々な魔導を使うからね。金庫室から何かを持ち出そうとしたとき、金庫室へ入るエルフに不正がないように監視するのが、この部屋なのさ」

　四隅の天井に、監視カメラがある。

　ここにカバンを持って入ったり、必要以上のモノを取ってきたりすると、この大広間で御用になるのだ。

　だからこそ、何も置いていない。部屋が広いのは、狭い場所で一対一の戦いを行うと不正者の方が有利になる可能性があるためで、この大広間は、複数のエルフが集団で一人の不正者に襲いかかれるようになっている。

　真四角の、白い部屋だった。

　そして、仰々しい扉が一つ。

　金庫室へ入るための、唯一の扉だ。

「この金庫室の扉は、ドラゴンの皮膚でコーティングされている。王族クラスの魔導じゃないと、傷一つ付けられないはずだ」

　そう言いながら、ギャルフォードは扉を開ける。

　指紋認証、網膜認証、声紋認証に加えて、一六桁の暗証番号。

　ハンドルを回し、重たい扉がゆっくりと開いた。

「来たっ！」

　メルフィーが叫ぶ。

　金庫室の扉が開いたと同時に、クオフたちが大広間に飛び込んで来た。

「奴らっ！　金庫に入るぞっ！　止めろっ！」

　金庫室の扉が重すぎて、なかなか開口部が広がらない。

　まず最初に、ソウタが中へ入った。

　背が低く、薄い胸板が役に立った。

　次にギャルフォードが入る。

　そして──

　メルフィーは、扉を閉めた。

「なっ！　メルフィーっ！　何をやって！」

「私が入るまでは間に合わないっ！　その隙間じゃ、私の大きすぎる胸は……引っ掛かるだけだから」

　メルフィーはうっすらとだけ開いた扉を、両手で押すようにして閉じた。

「ダメですよっ！　メルフィーが来ないと──」

　ソウタの声は、ずずんと閉じた扉に搔かき消けされた。

　クオフの麵が扉の隙間に入ろうとしていたが、間一髪。

　メルフィーの判断はギリギリで、麵の侵入を阻んだ。

「クオフ、どうしてこんなことをするのか、聞かせて貰えるんでしょうね」

　メルフィーはくるりと踵きびすを返し、対たい峙じする。

　その場にいたのは、クオフ、ニスト、ミリマー、レブン。

　クラスメイトたちだった。

　その後ろにも、もう四名。今日が初対面だったキサラギの男がいる。

（八対一か……ま、まず勝てはしないでしょうね）

　メルフィーを囲うように、距離を取って包囲しようとするキサラギたちを目にして、メルフィーは苦笑いを浮かべた。

　残り二名はきっと、出入り口を固めているのだろう。

「正義のため。──我々、『正心正義連合』の目的のためだ」

「その連合が、なんなのよ」

「純血のエルフ……二つの世界がぶつかったとき、世界を救った英雄たち。──我々はそう、授業で習ってきた」

「違うとでも言うの？」

「確かに、彼らは偉業をこなしてきた。だが、その裏の部分を隠すことに、我々は怒りを覚えた」

「裏の部分？」

「私は、我々は、許せんのだ。人類に対し、暴虐の限りを尽くした当事者が、それを指示した鬼畜共が、罪の意識も感じずに、『仕方がなかった』などというふざけた言い訳をするだけでのうのうと生きている。それが、許せんのだ。裁かれるべきエルフが裁く側にいるのが、堪たまらんのだ」

「……だから、クオフたちが裁くってこと？」

「その通りだ」

「その行為は、クオフの言う暴虐の限りの一つには入らないの？」

「我々は正しい心でやっている。この世には、生きていてはならぬ外道、悪が存在する。そしてそれを罰することが、正義なのだ。どんな手を使ってでもな」

「その行いが悪だとしても、正義と呼ぶの？」

「そうだ。悪を討つ。その力が悪の力だとしても、悪を討つ者は、悪を討つ力は、正義と名を変える」

「結局のところ──」

「そう、意見の相違は、争って解決するしかない」

「……クオフ、私ね。あんたのこと、好きだったんだけどな」

「奇遇だな。私も、メルフィー、君に好意を持っているよ」

「だけど、お兄ちゃんを殺させる訳には、いかないっ！」

「私も、この正義を引く気はないっ！」

「顕けん現げんせよっ！　イレイザーっ！」

　メルフィーは魔導を発動し、ハルバートを手にする。

　と同時に、その場にいたエルフも身構えた。

「殺すなよっ！　この扉を開けられるのは──こいつだけだっ！」

　クオフの言葉と同時に、左右からレブンとミリマーが襲いかかってきた。

「私じゃっ！　暗証番号も知らないわよっ！」

　ハルバートをぶん回し、突撃の勢いを殺す。

　踏み込み損なったミリマーとレブンは元の位置に戻った。

「メルフィー。君の魔導がなんなのか、自覚し直せ」

「私の魔導？　あっ──『消去』」

「ふっ、相変わらず、胸は大きいが脳みそは小さいな。君の魔導ならば、その扉が如何いかに重厚であろうが、ぶち破れる」

「くっ……ほんと、浅はかだったわ」

　メルフィーもギャルフォードも、切羽詰まった状況で行き当たりばったりな行動の中、そこまで頭が回っていなかった。

　ソウタは金庫室の壁からメルフィーのイレイザーで外に出ることを考えていたが、それを口にする前にメルフィーが金庫室の扉を閉めてしまった。

『ダメですよっ！　メルフィーが来ないと──』の後には、こう続いていたのだ。

　メルフィーが来ないと、中へ入る意味が無い──と。

「参ったわ。てっきり、中で籠城して、明日の朝にでも職員が開けてくれるまで待つんだと思ってたけど……」

　金庫室の扉は、王族クラスの魔導でなければ開けられない。

　そして、ここに王族はいない。

　金庫室にさえ入ってしまえば、あとは悠々と外へ出られたはず。

　胸がデカかったせいで──────







　ソウタは金庫室の壁をこんこんと叩たたきながら一周していた。

「メルフィー、大丈夫だろうか……」

　ギャルフォードは棚にもたれ掛かり、心配そうに扉を見ていた。

　完全防音のため、中からは外の様子が全然分からない。

「大丈夫では、ないでしょうね」

　ソウタは金庫室を一周して、扉のところへと戻ってきた。

「え？　でも、敵はメルフィーのクラスメイトたちだろう？　殺しはしないのではないかな？」

「ええ。クオフはメルフィーを殺しはしないでしょう。ですが、それは友だからではなく、メルフィーがこの扉を開けられるからです」

「そうか。メルフィーのイレイザーなら」

「ボクが懸念しているのは……メルフィーが、ボクたちを守るために自ら命を絶つことです」

「……なるほど。それは大変だ」

「ギャルフォードさん、メルフィーを助けに行っても、いいですか？」

「た、助けに行くって……この扉は内側からは開けられないんだ」

「ボクが開けます。ですが、それはギャルフォードさんを危険な状態にするということ。出来れば、壁を破壊したかったのですが、どうやら無理そうで」

「扉ならば破壊出来るとでも言うのかい？」

「はい。隙間が多い分、いけそうです。……ギャルフォードさんは大丈夫ですか？」

「……ああ、これでも私は『万能のギャルフォード』と呼ばれている。そう易やす々やすとやられはしないさ」

　ギャルフォードはしっかりと強く頷うなずいた。

「──我が右手より、粉砕くだけ羅鉄っ！」

　ギャルフォードは目を疑った。

　今、ソウタの眼前にあった扉が音を立てて瓦解していくのが見える。

　厚さ一メートル以上の分厚い扉が、まるで積み木でも崩したかのように、バラバラになって巨大な穴を開ける。

　そして、一つの疑問が頭に浮かんだ。

　この扉を破壊出来るほどの魔導。

　では──どうして──

　ソウタはこれほどの力を持っていながら、あの収容所から脱出しようとはしなかったのか？

　あの収容所の建物は、人類が建てたもの。この扉より頑丈な作りとは思えない。

「ギャルフォードさん、頑張って下さい」

「ああ、メルフィーを……頼む」

　ソウタの真剣な目に、ギャルフォードは思考を切り替えた。

　今はただ、この場を凌しのぐことに集中すべきだ。







「嚙かみ砕けっ！　ハウンドっ！」

　レブンの魔導によって放たれた『犬』がメルフィーの左腕に嚙みついた。

　ハウンドとは言うが、それは猟犬ではなく、トイプードルだ。

「あああっ！」

　メルフィーは痛みに声を上げる。

「やっと左腕だな。次は足にするか右腕にするか……さあ、扉を開けろ」

「お断りだ！　まだ私は戦える！　まだ私は──」

　ドンっ──と背後から音がして、メルフィーは驚いた。

　ばさばさと長い髪が、衝撃と爆風に靡なびく。

「噓うそ……でしょ？」

　メルフィーは苦笑いを浮かべた。

　この金庫は、中から開けることは出来ない。

　ここにいるキサラギたちが全員掛かっても破壊することが出来ない強度がある。

　それが、ガラスでも割るかのように破壊された。

　拳大ほどの扉の破片が部屋中に飛び散り、転がっていく。

　メルフィーを追撃しようとしていたレブンはその破片がぶつかり、転倒していた。

　そして──よっこいしょっと穴から出てきたのは、ソウタだった。

「ごめん、メルフィー」

「ソウタ……がやったの？」

「…………ええ」

　ソウタは困ったような表情で、ぱんぱんと服に付いた扉の破片を払った。

「魔導を、使えるんだ」

「ええ」

　最も早はや隠すことは出来ない、とソウタは小さく頷く。

「そっか。──やっぱり、そうだったんだ」

「すみません」

「ううん。私、嬉うれしいんだ。やっと、心より言えるから」

「心より？　何を？」

「ワンハンド・レッドドラゴンのとき、私を救ってくれたのは、やっぱりソウタだったんだね。──ありがとう。そして今も、私を助けるために魔導を使ってくれたんでしょう？　本当に、本当にありがとう」

　メルフィーの真っ直ぐな言葉。

　その感謝の言葉がくすぐったくて、ソウタは小さく会釈を返すことしか出来なかった。

「なんだ……何が起きたんだ……」

　キサラギたちは動揺していた。

　鉄と鉄がぶつかったような大きな音に身を竦すくめて、動けなかった。

「……扉が」「穴が出来ている」

　何が起こったのか、理解に苦しんでいた。

「あそこから入れるっ！　入れるぞっ！」

　叫んだのは、レブンだった。

　穴から出てきたソウタには、見向きもしなかった。

　この穴を開けたのはソウタではなく、ギャルフォードだと思ったからだ。

「この『万能のギャルフォード』。ただでは死なない。さあ掛かってこい！」

　穴の奥から、ギャルフォードが叫ぶ。

　中にギャルフォードが、目標がいることを確認したキサラギたちは、穴へと殺到した。

「我が左足より──飛翔とべ、風華」

　穴の前に立っていたソウタの左足が、緑色の空気に包まれた瞬間──とんと床を蹴る。

　とん、とん、とん──床を蹴る音、壁を蹴る音。その音の位置で、一気に大部屋を壁伝いに移動して背後に回られたと知る。

「は、速いっ！　なんだこいつは！」

「くっ、まさか……エルフでもないのにっ」

　ふっと黒い残像を残し、ソウタの姿が消えたことに、エルフたちは度肝を抜かれた。

　そして次の瞬間──悲鳴。

「うがあああっ！」

　クオフが振り返る頃には、エルフの独りが床に倒れていた。

　さらにもう独り──

　その相手は──

「やっぱり……切り札、あったんですねぇ」

　ふふっ、とどこか嬉しそうに笑うニスト。

　背後に回られ、後頭部に痛打を受け、ニストはゆっくりと倒れる。

「ニスト……ボクは、あなたに言い寄られるの……嫌いじゃなかったですよ」

　膝からかくんと、糸の切れたマリオネットのように倒れるニストの背中に、ソウタはそっとそう呟つぶやいた。

「ニストが……スタードさんと……ニストが……」

　ミリマーが呆ぼう然ぜんと呟いた。

「くっ、対ギャルフォードの魔導を持つエルフを優先的に狩りに来たのかっ！」

　レブンは舌打ちをして、金庫室の中を覗のぞく。

「我が魔導の万能っぷりを味わうがいいっ！　藍より青く、芽吹けっ！　アリウムっ！」

　ギャルフォードの右手に、青あお葱ねぎが握られていた。くるくるとバトンでも回すように葱を手の中で遊ばせながら、戦闘態勢を取る。

　ギャルフォードの魔導は、『葱』の魔導だ。

　魔導の葱とは言え、鈍器に使えるような硬さはない。

　あくまで、葱。武器には使えない。

　だが、このギャルフォードの魔導は、そうそう容易たやすく突破出来るモノではない。

「フォーメーションを組めっ！　気を付けろっ！　奴の葱は触ったエルフを葱に変えてくるぞっ！」

　ギャルフォードの前には三名のキサラギ。

　キサラギが穴の中へと入り、ギャルフォードと対たい峙じしたのを確認し、レブンが穴へと向けた足を止め、ソウタの方へと向く。

「中は彼らに任せよう！　ミリマーっ！」

「え？」

「恐らく、ギャルフォードがソウタに何かをしたのだろう。今のあいつは──放って置く訳にはいかない」

「う、うん」

　ミリマーも金庫室の中へは入らず、レブンの陰に隠れながらソウタに目をやろうとしたら──

　向き直ったすぐ側そばに、もうソウタの姿があった。

「い、いつの間に──」

　ソウタはミリマーに拳を振りかざす。

「くっ！　保てっ！　リンスっ！」

　ミリマーが魔導を発動させると、ソウタの拳はぬるっと粘度の高い液体に包まれ、滑るようにミリマーの体を横切った。

　どん──と金庫室の壁にヒビが入る。

　そのあまりの威力に、ぞっとしたミリマーとレブンは、慌てて金庫室の前から飛んで逃げた。

「メルフィーっ！　ここはボクに任せてっ！　ギャルフォードさんをっ！」

「ソウタ……」

　メルフィーは目を丸くして驚いたあと、にやりと笑って金庫室へと向かった。

　ワンハンド・レッドドラゴンを倒せるほどの強さをソウタは持っている。

　ここは、ソウタに任せ、自分はギャルフォードのところへ行くべきだ。

（参ったな……殺すところだった。殺すのは簡単だけど、殺さずに戦力を削るのは──難しい）

　しかし、メルフィーが考えているほど、ソウタに余裕はなかった。

「今のはなんだっ！　何をしたのだっ！」

「なんて威力……絶対、絶対おかしいよっ！」

　混乱するレブンとミリマー、そんな中、独りだけ冷静に状況を把握している者がいた。

　視力と引き替えに知力を得た『メガネエルフ』のクオフだ。

　クオフはふと考える。

　ソウタは、見えない速度で移動し、『殴ってきている』。

　先ほど、左足に纏まとわせたのは、『風の魔導』。

　ソウタは、人類でありながら魔導が使えるのだ。

　あり得ない。などという言葉はすぐに消し去った。

　実際、今あり得ているのだ。使えないはずの人類が、魔導を使っている事実を受け入れるしかない。

　しかし、魔導が使えるなら、それも、『元素オリジン』の魔導ならば、近づかずとも放てばいいのに。

　放てばいいのに──

「……そういうことか。ラーメンっ！」

　クオフは両手から極太麵を放射する。

　大広間を覆い尽くす、数百本の麵。

「しまっ──」

　ソウタは、ラーメンに絡まってしまった。

「おい！　クオフっ！　一体何をっ！」

　同じく、レブンもラーメンに絡まっている。

　無差別に攻撃するしか、見えない速度で動き回るソウタを捕らえることは出来ないと判断したからだ。

　全身をぐるぐる巻きにされ、床に横たわるソウタ。

「くぬっ……」どれだけ力を入れても、外せそうにない。

「やはりな。エルフではない君では、魔導は完璧に扱いきれない。恐らく、殴ることでしか発動出来ない。──『近接魔導師』と言ったところか」

「みぬかれちゃいましたか」

　ソウタはなんとか腕を動かして、口まで覆う麵をずらし、呼吸が出来るように頑張っていた。

「伊達だてのメガネはしていない」

「確かに、ボクの魔導は殴ることでしか発動出来ないマッチ棒のような方法ですが、自分自身に発動させるなら、詠唱だけでいいんですよ」

「それでこの状況を打破出来るのかな？」

「──疾走はしれっ！　雷らい霆ていっ！」

　ぴりっ──

　電撃がソウタの体を包み込む。

　髪の毛が逆立つのを見て、クオフは目を丸くしたあと、瞬時に魔導を解除する。

　ふっと部屋中にあった麵が全て消える。

「さすが、判断が速いですね」

　ソウタの体から流れた電撃は、麵を伝う途中で床や壁に流れた。

　もしクオフが魔導を解除しなければ、その電撃はクオフの体に到達していただろう。

「……貴様、風だけではなく、雷の魔導も使えるというのか。全く──どういう仕組みだ」

　クオフの隣に、レブンが移動しながら顔をしかめていた。

「万能の……」

　同じくクオフのところへと移動したミリマーがぼそりと呟いた。

「そうかっ！　万能と言うだけあって、ギャルフォードが何かをしたのだな！　恐らく、元素オリジンの精霊を彼の体内に──」

　ソウタはそんな推理を、否定しなかった。勘違いしてくれるなら、それに越したことはない。ソウタが魔導を扱えることを、極力知られたくはなかったからだ。

「保てリンス……」

　ぼそりと呟き、ミリマーの手が粘液に塗れた。

　そしてミリマーは膝を突き、両手を差し出す。

「精霊よ！　彼かの者に鉄てつ槌ついを下さんっ！　ラーメンっ！」

　続いてクオフの魔導が発動した。

　それは、ミリマーの両手の間を走り、ソウタへと向かっていく。

　丸太のような麵を避けながら、ソウタは麵に手を触れる。

「無駄だっ！　ミリマーの魔導は『保質』。──元の性質を保存するのだ。先ほどのようにはいかんよっ！　この麵に、電撃は走らないっ！」

「わざわざどうもっ！」

　クオフの忠告を聞いて、ソウタは麵から離れた。

　左足を踏み込み、また風の魔導の力で加速した瞬間──ソウタは体勢を崩し、頭から床に転がった。そして、部屋の隅の壁にぶつかる。

「くっ……これが狙いだったのか……」

　左足が、切断されていた。

　クオフは太麵による攻撃を行いながら、その一方で、ピアノ線のように、注視しなければ見えないような『極細麵』を張っていた。

　麵に引っ掛けて転ばすつもりだったが、あまりにもソウタの移動速度が速かったために、足を切断することになったのだ。

「困ったな……」

　ソウタの足からは、血は出ていなかった。

　白い光のようなモノが、ふわふわと傷口から溢あふれ出ていくだけだ。

「其そは地獄よりの使者にして、冥府を守る門番。汝なんじの黒き力を以て、我らが敵を滅ぼさん。──嚙かみ砕け、ハウンドっ！」

　レブンがハウンドを嗾けしかける。

　魔導は、その詠唱が長ければ長いほど、大きく、そして強くなる。

　今までのトイプードルなどとは違い、その犬は、三つの首を持つドーベルマンだった。

　大部屋をいっぱいにする、巨大な犬。

　一嚙みで、ソウタの体を八つ裂きに出来るほどの、巨大な犬だった。

「君の正義は、私たちには届かない」

　クオフはくいっとメガネを上げて、ソウタから顔を背けた。

　クラスメイトが無残に殺されてしまうところを、見たくはなかったからだ。

「……あっははははは」

　ソウタは壁に背をやり、座り直して大きな声で笑った。

「な、何がおかしい！」

「正義とは、弱い者を守ることと、悪を倒すこと、でしたよね。ボクを正義と呼んだのは、どちらの意味でですか？」

「ぐっ」

　クオフは言葉に詰まった。前者であれば、悪を倒しに来たという自分の正義が揺らぐ。後者であれば、自分が悪の行為をしていたと自白したようなモノ。

「運が悪かったと思ってくれ」

　レブンが手を振り、三つ首の犬がソウタに襲いかかる。

（……複数のエルフを『倒す』のがこんなに難しいなんて。しょうがない──これはあんまり、やりたくないんだけどな）

　ソウタは、困ったような表情を浮かべ、両手を前に出す。

「我が右手より──綺き羅らめけ、光牙」

　ソウタの右手が、白く光り輝いた。

「我が左手より──嚥えん下げせよ、闇夜」

　ソウタの左手が、黒く光り輝いた。

　そして、犬の牙が突き刺さり、飲み込もうとしたそのとき──

　ソウタはパンと手を打った。

　白と黒の光は混じり合い、大爆発を引き起こした。







　クオフが目を覚ましたとき、頭がぼーっとなっていて、耳はきーんと高鳴っていた。

　かすむ視界の中、手探りでメガネを探す。

　幸運にも、メガネはすぐ近くに落ちていた。

　少しひび割れているが、裸眼よりはマシだ。立ち上がりながらメガネを掛け、そしてようやく事態を把握した。

　天井が、落ちていた。大広間は瓦が礫れきの山が出来ており、レブンのハウンドは下半身を残して吹き飛んでいた。

　金庫室の壁はぼろぼろに剝はがれ落おちていたが、穴は空いていない。だが、ソウタが背中を預けていた壁は完全になくなっていた。

　蛍光灯は点滅を繰り返し、今にも消えかかっている。

　体の節々が痛いが、戦闘不能とは言えないだろう。

「……うぁ……クオフ……大丈夫か？」

　レブンが服に付いた瓦礫の破片を払いながらクオフの元へとやってきた。

　足を痛めたのか、引きずっている。

「ああ、私は問題ない。君のハウンドのおかげで、死なずに済んだようだ。ミリマーは？」

　クオフはメガネをくいっと押し上げ、動かなくなった魔導の犬を見上げる。

「爆発で、頭を強く打ったらしい。戦闘不能だな」

「奴のリンスが間に合えば、これほどのダメージもなかったろうに。やられたよ。まさかあれほどの魔導を使うとは」

「何があった！　大丈夫かっ！　終わったのかっ！」

　そこへ、キサラギが二名やってきた。

　外を守っていた護衛だ。

　レブンと同じく『テナガエルフ』の男たちだった。

　あまりの爆発音に、心配になってやってきたのだった。

「ええ。我々は別に──あっ」

　その二名の姿を確認し、クオフの表情が青ざめる。

「クオフ？　どうかしたのか？」

　レブンが言葉に詰まったクオフに声を掛ける。

「やられたっ！　くそっ！」

　そしてクオフは走り出す。

　その方向には、金庫室の扉がある。

　将棋崩しのように乱雑に積み重なった瓦礫を乗り越え、金庫室へと向かう。

　レブンたちもクオフの後を追い、金庫室へと足を踏み入れる。

　クオフは金庫室に足を踏み入れて、啞あ然ぜんとした。

　ふわりと風が吹きつけ、頰ほおと髪を撫なでる。涼しく、柔らかな風。

　鼻び腔こうをくすぐる──葱ねぎの香り。

「これは、どういうことだ……」

　レブンはその異様な光景に、困惑する。

　そこには、草原が広がっていた。

　それは葱の草原。

　床には葱が芝生のように生い茂り、書類や紙幣が乱れ飛んでいる。

　そこにギャルフォードの姿はない。

　この金庫室は、扉も壁も、並みの強度ではない。

　その壁が、破壊され、そこから風が舞い込んでいた。

　メルフィーは、金庫室へ入ったキサラギ三名をギャルフォードと二名で倒し、そして壁に穴を開けてギャルフォードを逃がしたのだ。

　イレイザーを前に、強度など何の意味もない。

　全ての外壁は、出口になるのだ。

　そして、外を守るキサラギは、あの大爆発の様子を窺うために、中へと入ってきてしまった。

　敗北──逃げてしまったギャルフォードを殺すことは出来ないだろうという、初めての作戦失敗に、クオフも他のキサラギたちも呆ぼう然ぜんとしていた。

「メルフィーっ」

　クオフはぐっと唇を嚙かむ。

「呼んだ？」

　棚の陰から、メルフィーが飛び出てきた。

　その手には、ハルバートの消しゴム。

　それを振り下ろした。

「避けろっ！　受けるんじゃないっ！」

　クオフの叫びは遅かった。

　エルフの独りがメルフィーのハルバートを左腕で受け止めると──その場に倒れる。

「何をされたんだ！」

　メルフィーのことを知らないもう独りが、驚きの声を上げた。

「奴の魔導は『消去』。イレイザーの一撃は、意識をも消去してくる。つまり、一発でも食らえば戦線離脱だ」

「……恐ろしい相手だな」

「最も早はや、ギャルフォードを討つことは叶かなわないだろう。だが、こいつらは殺す。妹が死んだのは、留学生が死んだのは、純血のエルフのせいであると一生後悔させ続けるっ！」

　レブンは強く言い放ち、メルフィーに対して構えた。

「……くっ」

　クオフは、言えなかった。

　殺す必要は本当にあるのか？　それでも、正義は我々にあるのか？

　それを聞けば、今までしてきたことや仲間との信頼関係が全て壊れてしまう気がしたから。

「……ソウタは、ソウタはどうしたのよっ！　クオフっ！」

　メルフィーはハルバートを振るう。

　怒りに満ちた一撃。

　それを、クオフは麵で受けながら、距離を取る。

　メルフィーのイレイザーに、接近戦をしてはいけないと分かっていたからだ。

「ルローソさんっ！　頼みますっ！」

「冥府より蘇よみがえり、ぶちかませっ！　クロスボーンっ！」

　金庫室に、巨大な握り拳が現れた。

　その拳には、肉も血管も付いていない。骨のみの拳だ。

　天井を擦かするほどの巨大な握り拳は、メルフィーの体を殴り飛ばす。

　イレイザーの最大の長所は、相手の魔導攻撃すら、一振りで消し去ることが出来るというところだが、すかすかかつ巨大なこの骨の攻撃は、ハルバートで上手うまく擦こすれなかった。

　ソウタが開けた扉の穴から大広間へ吹っ飛ばされてしまった。

「くっ、あんなちょっとの詠唱でこんな大きな魔導を発動させるなて……」

　純粋な魔力の差を、メルフィーは感じていた。

　たったの一撃なのに、重い。重すぎる。

　新幹線にでも激突されたような衝撃だ。

　クロスボーンの一撃は、メルフィーの全身に、深刻なダメージを与えていた。

　ガードした前腕部橈とう骨こつ、肋ろつ骨こつ、鎖骨もダメージを感じる。息が苦しくなるほどの苦痛。

「メルフィー？　どうして、逃げてないんですか？」

　震えるような小さな声が聞こえ、メルフィーは顔を向ける。

　そこに──瓦礫の下敷きになっているソウタがいた。

「良かった！　ソウタを一人置いて逃げられる訳ないじゃない。──ソウタ……無事……なの？」

　ソウタの左足がないことに気付き、声を失った。

「ええ。今の、ボクの体は……血も肉も内臓も全て『精霊』で出来てますんで」

　人類は一〇〇年ほどしか生きられない。

　だが、ソウタは若い容姿のまま、一〇〇年の時を生きてきた。

　何故なぜ生きられたのか。それは、体の大部分を精霊で補ってきたからだ。

「ねえ」

　メルフィーはハルバートを振るい、瓦礫を消去していく。

「ん？　なんですか？」

「人類は、ううん、ソウタは──どういうときにキスしたくなるのかな？」

「え？　もしかして──まだ戦うつもりなんですか？　メルフィーがここに一人で来たってことは、ギャルフォードさんはもう逃がしたんでしょう？」

「あいつらを、このまま放っては置けない。……懲らしめてやらないと。でも今の私じゃ敵かなわない。ソウタ、私を強くして欲しい。ソウタなら、それが出来る。でも──メイドの土産でもダメだった。極上コースでも、クオフの裸でも。どうすれば──」

「ボクは初めて会った時から、メルフィーを魅力的に思ってましたよ。特にその……大きな胸が」

「え！　そうなの？」

　瓦礫を除去し、ソウタの体を引きずり出す。

「人類はエルフと違って──巨乳好きの方が多いんです」

　それは、メルフィーにはとても魅力的な言葉だった。

「この、デブだデブだと言われ続けて来た忌々しい胸を、ソウタは愛してくれるの？」

「……メルフィー」

　ソウタはメルフィーの首の後ろに手を回し、すっと髪をすくい上げる。

「ソウタ？」

　摑つかみきれなかった髪の毛がふわっと優しくメルフィーの肩を叩たたいた。

「いつだったか、メルフィーが髪をポニーテールにしたときがありました」

「あったっけ？」

　メルフィーの大きな胸の中で、とくんとくんと心臓が強く打っていた。

「あのとき、もしじっとこうして顔を見つめられたら、きっとボクはキスしたくなってましたよ。めちゃめちゃタイプでした。マジで超可愛かわいいと思いました」

　ソウタは真剣な目で、メルフィーを見る。

「そこまで言われると、なんだか急に恥ずかしさが」

「……これをすれば、きっと地獄のような苦しみがメルフィーを襲うことになる。それでも、良いですか？」

「お兄ちゃんを守れるなら……ソウタを守れるなら、どんと来なさい」

　そしてソウタはそっとメルフィーと唇を重ねる。

　ふにっと柔らかな感触。

　その心地よさに、ソウタもメルフィーも目を閉じていた。

　刹那──メルフィーの体に流れ込んでくる──精霊。

　それは、精気ではなく、精霊だった。

　唇を離し、メルフィーは目を開いて、一つ大きく頷うなずいた。

「これ……凄すごい純度の高い……精霊？」

「ボクがキスを拒んできたのは、精霊を宿していると知られたくなかったから。人類なのに、精気がないことで失望させたくなかったから。そして──魔導が使えることを、出来れば知られたくなかったからです」

　メルフィーは全身を駆け巡る、強力な精霊を感じていた。
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　熱く、重い。そして、精霊が呼びかけてくる。

（我が名を唱えよ──）と。







「──────必要はないはずだ」

「いや、息の根を止める必要がある」

　金庫室から、クオフたちが大広間へやってきた。

　どうやら、今までメルフィーの処遇を言い合っていたようだ。

　クオフは作戦失敗に伴い、すぐにこの場を離れることを提案していたが、レブンとルローソは何かしらの成果を持ち帰る必要があると考えた。

　そして、多数決の結果──メルフィーを殺しにやってきたのだ。

　メルフィーは、ソウタのパーカーの、フードの部分の紐ひもをしゅるるっと引き抜くと、髪をポニーテールに纏まとめる。

「さ、気合い入れて──いかないとね」

（唱えよ──我が名は──）

　精霊の声に耳を傾け、メルフィーはクオフたちへ右手を差し出す。

「──炎魔っ！」

　だがメルフィーの呼びかけに、精霊は応えない。

「くっ──落ち着け……私」

　イレイザーとは生まれた時からの付き合いだ。

　だが、この『炎魔』とは、まだ出会ったばかり。ただ名前を呼びかけただけでは、精神が統一されず魔導は発動しない。

　魔導を扱うときは、心の持ちようが大切だ。

　メルフィーは、それを扱うためのやり方を、ある言葉から知った。

　それは、メルフィーが最も好きな日本語『フウリンヘザン』。

（おっと……確か本当は『フウリンカザン』だったわね）

「いたぞっ！　やはり逃げてはいなかったか！」

　レブンの声が聞こえる。

「其は悠久を焼き尽くす煉れん獄ごくの魔王」

　メルフィーは目を閉じて、穏やかな声で詠唱を始めた。

（焦るな。逸はやるな。信じろ。徐しずかなること、『風鈴』の如ごとく──）

「もう生かしておく必要もないっ！　嚙かみ砕けっ！　ハウンドっ！」

　ハウンドの口は、メルフィーの喉笛を狙い、口を広げる。

「心配いらない、メルフィー」

　だが、その魔獣の牙が捉えたのは、ソウタの腕だった。

　メルフィーとハウンドの間に入り、盾となったのだ。

（許すな。抑えるな。解放しろ。爆発すること──『火山』の如くっ！）

　かっと目を見開いて、メルフィーは荒々しく言う。

「赤き猛りを身に纏い──我が声に応え、咆哮ほえろっ！　炎魔っ！」

　メルフィーの体から炎が噴き出した。

　その炎は獅し子しの如ごとき野獣と化し、瓦が礫れきの山の上に現れる。

　その巨大さ。そしてその強大さに、レブンたちは呆ぼう然ぜんとする。

「馬鹿なっ、奴の魔導は『消しゴム』のはずだ……」

　口の中に出来た唾が、すぐに蒸発する。

　まるでサウナのような熱さが、大部屋に充満してきた。

「二つ以上の魔導を使うことが出来るエルフなんて聞いたこともない」

「だが、現実として奴は『炎の魔導』を扱うことが出来ている！」

「髪型だっ！　きっと髪型のせいだ！　それしか考えられない！」

「ポニーテールだっ！　奴のポニーテールを解除すれば、きっと勝てるっ！」

　レブンとルローソが互いに焦りの声を出したときだった──

　炎の獅子、炎魔が咆ほう哮こうする。

「く、クロスボーンっ！」

　ルローソの骨の魔導が発動する。

　巨大な骨が現れた瞬間に、炎魔から熱波が襲い、じゅっ、と音がして、焼失した。

　熱波の後に、炎が吹き荒れた。

　嵐の如く、大部屋を炎が暴れ、ルローソの体にぶつかった。

「ば、馬鹿なっ！　なんて……なんて威力……」

　炎が通り過ぎ、全身を焼かれながら、ルローソはその場に倒れる。

「何をしたっ！　何をしたメルフィーっ！」

　レブンはそう叫びながら、同じく炎に焼かれ、真っ黒焦げになりながら前のめりに倒れた。

　残るはクオフのみ。そのクオフは──

「終わりだっ！　メルフィーっ！」

　メルフィーの背後にいた。

　炎魔を目の当たりにしたとき、そのヤバさにいち早く気付いたクオフは、メルフィーの背後に回っていた。

　どれだけ強い魔導だろうが、メルフィー本人を攻撃することはないだろう。つまり、メルフィーのいるところが、唯一の安全地帯であると確信しての行動だ。

　そして、背後からクオフはメルフィーに麵を振りかぶる。

　その麵は、正に麵棒のような長さと硬さを持った武器と化していた。

　メルフィーは振り向かずに、ぼそりとこう呟つぶやく──

「ええ、終わりよ。──私たちの勝利でね」

　その言葉の意味に、クオフは瞬時に気付く。

「我が右手より──」

　いつの間にか、すぐ側にソウタがいた。

　クオフは気付かなかったのだ。足元に寝そべっていた少年の姿に。

「しまっ──」

　クオフは体が硬直した。硬直、してしまった。

　そのまま攻撃していれば、メルフィーを仕留めることは出来たろう。

「溢あふれろっ！　水騎っ！」

　ソウタの拳が、クオフの横腹を叩たたく。

　クオフはくるくると空中で回転したあと、受け身を取ることなく地面に倒れた。口から、大量の水を吐き出して。

「はあ……はあ……はぁ……」

　メルフィーはぺたんと尻餅をついた。

　大広間には、倒れるキサラギたちの姿。

　金庫室の方から吹きつける風が、火照った体を冷やしてくれる──と思っていたら、冷えるどころか体がどんどん熱くなる。

「な、何これっ！」

　爪の間から、炎が噴き出した。体内から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが全身を焼き始める。

　熱い。熱いなんてもんじゃない。燃える。燃えている。

「……気を抜いてしまったせいで、始まっちゃいましたか」

　ソウタはゆっくりと歩み寄り、優しくメルフィーの体に触れる。

「こ、れ……」

　喉が焼ける。メルフィーは声が出ず、口の中の水分は蒸発した。

「精霊を二つ以上体内に入れると、精霊同士がケンカをしちゃうんです。魔導を使えば、使った分だけ暴れちゃうんです」

　そう言いながら、ソウタは炎を噴き出すメルフィーの体を抱きしめ、そしてそっと口づけをする。

　すると、メルフィーの体から、ふっと炎が消え去った。

　だが次の瞬間──ぼっとソウタの体が燃え上がる。

「そ、ソウタっ！　ソウタああっ！」

　肩代わりしたのだと、すぐに気付いたメルフィーは擦かすれた声で叫ぶ。

「ボクは慣れてるんで、気にしないでください」

「慣れてるって……」

「魔導を使えば、使った分の反動が来るんです。今日はえっと──雷と、光と闇と、風と水……鉄の魔導も使ったかな？」

「なんでそんなに沢山やっちゃったのよ！　それら全ての反動が来るの？　えっ！　ずっと苦しむの？」

　メルフィーはぞっとした。自分は、ほんの数秒の反動で、死ぬほどの恐怖を感じていた。それを、今からどれだけソウタはその身で味わうのか。

　想像するだけで、痛々しい。

「同じ魔導は一日に一度しか発動できないもんで」

　使った魔導の分だけ、暴れる。

　ワンハンド・レッドドラゴンを倒したとき、どれだけの炎を使ったのだろう、それを鎮めるために、ソウタは海へ行き、タイを釣ってきた。

　いや、海に飛び込んで、ついでにタイを捕まえてきた。

　あのときメルフィーは純血エルフを殺しにいっていたと疑っていたが、本当は、炎に焼かれ、苦しんでいたのだ。

　夜が更けるまで、ずっと──

「……顕けん現げんせよ、イレイザー」

　メルフィーは消しゴムを取り出して、ソウタの頰ほおを撫なでる。

「…………噓うそでしょ？」

　ソウタは苦笑いを浮かべた。

　メルフィーのイレイザーは、ソウタの炎を消去したのだ。

「良かった。本当に良かった」

　ぎゅっとメルフィーはソウタの体を抱きしめる。

「大丈夫ですよ。ボクはあれで死んだりしませんから」

「そうじゃない。私、ずっとソウタに恩返しをしたかった。……私は、ソウタの魔導の反動を消すことが出来る。あなたの『ため』になれることが、良かった」

「メルフィー」

　ぎゅっと抱きしめるメルフィーの腕に、ソウタはそっと手を置いた。

「いっ──つぅ～」

　メルフィーの体に激痛が走る。

　張っていた緊張が解け、ハウンドに嚙かまれたことや、クロスボーンに全身の骨を砕かれたことを思い出した。ソウタに触れられるだけでも、凄すさまじい激痛が襲ったのだ。

「……ねえソウタ。ワンハンド・レッドドラゴンのとき、私の体を癒やしてくれたよね」

「はい」

「回復の魔導──またやってくれないかな。私も、クオフたちも」

「わかりました。ですが、他者への魔導は思いっきり殴らないと発動させられないんです」

「そうなの？」

「ええ、ボクの回復魔導は死ぬほど痛いですよ」

「……知ってるわ、それ」

　メルフィーはどこか嬉うれしそうに笑った。
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　警察が正心正義連合を逮捕し、メルフィーは表彰された。

　ソウタが関わっていたことはギャルフォードがもみ消し、エルフ連続殺害事件は幕を下ろした。

　そしてその日──

　クラスメイトは、全員メイド服にポニーテール姿だった。

「なんでこんな……」

　ソウタはその異様な光景に驚いていたが、それ以上に──

「何を驚くことがあるんですかぁ？」

　背中から、むにっと柔らかなモノが当てられ、ソウタは体をびくっと震わせた。

「に、ニストっ！　どうしてっ！」

　逮捕されたはずの、ニストの姿がある。

　背後から腕を回され、肩を抱きしめられた。

「我々正心正義連合は、君たちが思っているより大きな組織なのだよ」

　クオフまで、髪を後ろに束ねた状態で現れた。

「釈放、されたってことですか？」

「ああ、私たちは器物損壊程度しかしていないからな。まあ、手口がバレた以上、もう暗殺計画は終了してしまったが──ニスト、困っているではないか。やめなさい」

　クオフはソウタの頰に頰を擦り合わせようとしているニストをぐいっと押しのけた。

「じゃあ、……ギャルフォードさんは」

「命を狙ってはいるが、まあ、命を狙われることはないだろうな」

「……当分は、無事だと？」

「そういうことだ」

　強く頷うなずいたあと、クオフはニストのようにソウタに頰を寄せる。

　そして、耳元で小さく早口で呟く。

「……君やメルフィーが元素オリジンの魔導を使ったのは、ギャルフォードの力ということにしておいた。ポニーテールにすることで、新たな魔導に目覚める可能性があるという噂うわさと共にな。──君が口づけを拒む理由も、君が魔導を使えることを隠したいことも、全て理解し、尊重する」

　今、教室にポニーテールのメイドたちが溢あふれているのは、クオフのせいだったのだ。

「な、なんで……そんなことまで知ってるんですか？」

「ふっ、伊達だてのメガネは、していないのでね」

　クオフは独自の推理だけで、全てを理解してしまった。

　そして、ソウタの秘密を秘密のままにするために、噓を広めた。

　それは、ソウタやメルフィーへの、ほんの少しの罪滅ぼしのつもりだったのかもしれない。

　そしてこの噓は、すぐに都市伝説的に消え去り、三日後にポニーテールブームは終わることになる。

「ほら、ニスト。行くぞ。正心正義連合のミーティングだ」

「まだ何にもしてないのにぃ～」

　ずるずるとニストを引きずりながら教室を出て行くクオフを見つめていると──

「ねえ、ソウタ」

　メルフィーがソウタの机に座り、足を組みながら声を掛けた。

「はい」
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　ソウタは椅子の背もたれにぐっと体重を掛け、メルフィーの顔を見上げる。

「どうして、私を、お兄ちゃんを助けてくれたの？」

「どうして……と言われましても」

「ソウタは、変態エルフに捕まって、人体実験を受け続けた。それも、一〇〇年間という長い長い間、ずっと幽閉されて、外のことも知らないまま、苦痛を受け続けてきた。それ以前に、あなたの国、あなたの文化、あなたの……家族。その全てを破壊した純血のエルフを恨んでいるんじゃないの？　むしろ、正心正義連合がやっていたことを賞賛や応援するような立場じゃない？」

　メルフィーはこの話題をずっと避けていた。だが、どうしても気になって、とうとう我慢出来なくなった。

「なるほど……そう思っていたんですね。……元々の見解が間違っていますね」

　ソウタはふむ、と頷いて、アゴに手をやり、少し考えたあと、再度顔を上げて納得した様子で言う。

「え？」

「ボクは、『自ら望んで』人体実験を受けたんです。他の子供たちは違いましたが、エルフの力、エルフ以上の力。魔導の力を自分から求めたんですよ」

「ちょ、ちょっと待って！　え！　人体実験は？」

「受けましたよ。ずっと。──ボク自身の意思で、ですが」

「辛つらいことをされてたんじゃないの？」

「まあ、魔導を使う毎に全身に苦痛がありましたけど」

「……恨んでいないの？」

「はい。もし本当に恨んでいるなら、魔導でさっさと殺してます。人体実験を行っていたエルフより、ボクの方が強いですし」

「…………た、確かに。じゃあ尚なお更さらどうして、助けてくれたの？」

「家族ですから。それ以上に、理由はいらないでしょう？」

　その言葉に、メルフィーは大きく笑った。

　それは、以前、自分がソウタに言った理由と同じだったからだ。

「凄すごく分かりやすい答えね。もう一つ気になってるんだけど」

「はい」

「その力を得て、何をするつもりだったの？」

　この質問には、ソウタは即答しなかった。

　話せば、目的に支障が出るかもしれないから。

「じゃあ、三つの質問をしてください」

「え？」

「ほら、前にボクもやらされた奴ですよ。三つ質問をして、それに答えるから、あとは勝手に推理するって感じの」

「ああー。わかったわ。じゃあ一つ目の質問です」

「はいどうぞ」

「どんな質問にも、ちゃんと答えてくれますか？」

「え？　それが一つ目？　まあ、はい」

「じゃあ二つ目。噓うそ偽りは述べませんか？」

「はい」

「最後の質問──『あなたの目的』はなんですか？」

「そ、そんな方法があったんですかっ！」

　ソウタはしまったと舌を巻いた。

「ふふーん。さ、噓無しでちゃんと答えて貰もらうわよ」

　ソウタはまさかこうなるとは思っておらず、はにかんだ表情で悩んだ結果──ある一つの方法を思いつく。




「『俺』の目的は、千と四十八の『魔法』を使って──『王』になることだ」




　エルフは、力こそが全て。

　王になることも、現在の王を倒すことで為なし得えることができる。

　今のソウタには、そこまでの力はない。

　それはクオフたち正心正義連合との戦いで感じることが出来た。

　だが、まだまだ強くなることが出来る。

　メルフィーのイレイザーがあれば、魔導の反動を抑えられる。

　それならば、エルフの人体実験の続きを、自分だけでやってやる。

　それが、ソウタの今の目的だ。

　その目的を聞いて、メルフィーは目をぱちくりとさせた。

「…………ちょ、ちょちょちょちょっとちょっと！　え！　ごめん、なんて言ったの？」

「『俺』の目的は、千と四十八の『魔法』を使って──『王』になることだ」

「い、一言一句、言っている意味が分からない。はっ！　それ、もしかして現地の言葉？」

「はい。その通りです。質問の中に、『エルフ語で』とはありませんでしたからねー」

「そ、そんな方法があったなんて……一と二の質問を一つにまとめるべきだった。あーもう！　翻訳するにも長すぎて覚えられないーっ！　なんで知らない言語って覚えられないんだろう！　エルフ語で教えてよ！」

「あははは。質問には答えたんで、あとはご勝手に推理してください」

「うぐぅーモヤモヤするなぁー」

　髪の毛をわしゃわしゃと搔かき乱みだしたメルフィーを、ソウタは楽しそうに笑いながら見つめていた。







『高たか月つき　蒼そう太た』が九歳の誕生日を迎えたあの日──新宿で一人のエルフと出会った。

「お前のその、『強運』こそ、私が探していたモノだ」

　周りには散々たる死体と粉ふん塵じん。世界が終わってしまったかのような倒壊した建物の中で、蒼太は、憎むべきエルフにこう答えた。

「……ボクを、改造人間にしてくれるの？」

　そのとき、蒼太の目は輝いていた。

　ずっと、『改造人間』に憧れていた。

　街を歩くときは、悪の結社に拉致されるよう、人気の無い場所を歩いたりした。

　おじいちゃんがマジンガー的なロボットを作っていると期待していた。

　一四歳になれば、エヴァンゲリオン的なロボットに乗る資格を得られると信じていた。

　一六歳には、異世界に飛んだり、戦国時代にタイムスリップしたり、デスゲームに巻き込まれるんじゃないかとドキドキしていた。

　そしてエルフは手を差し伸べ、蒼太は震える手でその手を取った。

　その震えは、歓喜の震えだった。

　精霊を体内に入れられ、その激痛に床を転げ回る日々が続いたが、蒼太はそれでも苦にはならなかった。

　エルフ語を覚えた頃に、エルフに聞いてみた。

「どうして、こんな実験をしようと思ったのですか？」

「君たちの誰かを、エルフの王様にしたいからだ」とエルフは答えた。

「エルフの王にはどうすればなれるのですか？　あなたが王にならないのですか？」

「今いる王を倒せばいいんだよ。私はただ、今の王が嫌いなんだ」

　それは、利害の一致だった。

　蒼太の他にも、色々な子供がいた。

　皆逃げ出したがっていたが、あるとき子供の一人がこう言った。

「明けない夜はないんだ」

　その言葉に、蒼太は応えた。

「ボクたち……俺たちは、太陽になれるかもしれない。ここにいる誰かがエルフの王になれば、人類を救える。全てを取り返せる。そう、俺たちが夜を終わらせるんだ！　泣いている暇なんかない。言葉を、文化を、歴史を、俺たちが残すんだ！」







　あとがき




　皆さんこんにちは。ケーキはザッハトルテしか食べない木き村むらです。

　エルフって、エロいよね。じゃないや。素敵ですよね。

　皆さんは『エルフ』にどういうイメージがありますか？

　森の中に住んでいる。

　弓矢の名手。

　耳が長い。

　金髪碧へき眼がん。

　魔法力が高い。

　布系の装備。

　ミニスカ。

　エロい。

　排他的で、他の種の侵入を阻む。

　緑１マナ、１／１でタップしたら緑１マナ出す。

　色々なイメージがあると思います。

　そのイメージを、どれだけ、どうやって壊すのか。そしてどれだけ残すのか。

　というところから、この作品は生まれました。

　まず、森に住んでいないエルフを作ろうと思いました。

　次に、弓矢をあまり使わないようにしようと思いました。

　魔法も、少し変わったモノにしました。

　容姿も変えようかと思いましたが、これを変えてしまうと『エルフ』である必要がなくなり、ただのオリジナルになってしまうので残そうと思いました。

　１マナ１／１。ラノワールのエルフ。

　３マナ１／１、ライブラリーから森を１枚場に出す。ウッドエルフなんてのもいたな。

　そう言えば、エルフってダークエルフみたいな亜種いるけど、それ以外の亜種っていないのかな？

　というところから、この作品に出てくるエルフは、大体エルフの亜種ばかりになっています。

　そうやって、少しずつ少しずつ設定を作っていったのですが、一番悩んだのが、職業でした。

　そこで、担当編集のＫ氏に電話で相談してみました。

「普段は学生の傍らで、モンスターを狩るような仕事してるような感じにしたいんだけど」

「あー、いいんじゃないですか？」

「で、今悩んでるのが、ネーミングなんだよねー」

「はい」

「『ハンター』って言ってしまうと、ちょっと普通過ぎるから、そこはオリジナルな言葉にしたい」

「なるほどー」

「で、色々考えた結果、『キサラギ』にしようと思ったんだけど、どうかな？」

「あー、はい。いいんじゃないですか？」

「漢字で書くと『鬼』より『更』に強い『鬼』。ほら、『マタギ』が『鬼』よりも『叉また』強し──みたいな意味がある説があるやん？　でも、マタギはちょっとあれだからー」

「…………はい」

「あれ？　どした？　ぴんと来ない感じ……」

「……マタギって、なんですか？」

「噓うそやろ？　え？　マタギ知らん？　ほら、ヒグマとかを倒す日本特有のハンター」

「はい。ちょっと分からないですね」

「あれ？　Ｋくん京大出てたよな？　頭良いイメージあったけど、マタギ知らない？」

「自分、法学部だったんで」

「か、関係ねぇえええ！」

　そっかー。六法全書に、マタギって載ってないんだー。

　自分にとっての常識は他人にとっての常識ではない。

　それを肝に銘じて、頑張っていきたいと思います。







　それでは最後に謝辞を──

　この本を手に取って下さった皆様、本当にありがとうございます。




　イラストをお受け下さいました、八や重え樫がし南なん様、そう言えばこいつらブラジャーしない文化だったな、と思い出させてくれるような素晴らしいイラスト、ありがとうございました。
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異い世せ界かいが地ち球きゅうを制せい圧あつして100年ねん、

東とう京きように帰かえったらエルフの家か族ぞくができました。








木き村むら心しん一いち
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